
1780迄(1631件)

1771年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<即位>ﾄﾝｶﾞ主長(ﾄｩｲ･ｶﾉｸﾎﾟｵﾙ)｢ﾏｴﾘｱｳｷ｣(1期目~1777年)
1771年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Paulus Jacob Valkckenaer｣(~1778年)
1771年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(ﾗｼﾞｬ･ｱｰﾏｯﾄﾞ)｣(~1785年)
1771年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ｿﾃｨｶ･ｸｵﾏﾈ｣
1771年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ｽﾘﾆｬ･ｳｫﾝｻｰ2世｣(~1788.5)
1771年-07:00|ﾗｵｽ|  |||ﾙｱﾝﾌﾟﾗﾊﾞﾝ王国がﾋﾞｴﾝﾁｬﾝ王国を攻撃
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾞｸ国統治者｢ﾅｰﾗｰﾔﾅ｣(~1785年没)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｽｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾗﾝ･ｺﾞﾋﾟﾅｰﾄ･ﾊﾞﾜﾙﾀ･ﾊﾟﾄﾅｲｸ｣(~1821年)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｸﾗﾑ･ｶｰﾝ｣(~6ヶ月)⇒｢ｱﾐｰﾙ･ｶｰﾝ･ｼﾞｬｳﾞｧﾝｼｬｰ｣(~1
  776年)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｼｭﾄﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾐﾌﾙ･ｼﾝ｣(~1786年没)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾝﾃﾞｨ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾙｿｯﾀﾑ･ﾃﾞｵ｣(~1796年)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾆﾙｶﾝﾄﾗｵ･ﾀﾞﾀﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~17710303没)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｿﾈﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞ･ｼﾝ･ﾃﾞｵｿ｣(~1786年没)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾐﾙｼﾝｼﾞ2世｣(~1777年)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾈﾃｨｱﾇﾝﾄﾞ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1774年)
1771年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｰｼﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ｳﾞｧﾏﾝ･ﾗｵ｣(~1775年没)
1771年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<死去>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ｱﾋﾞﾙﾏﾝﾍﾞﾄ･ﾊｰﾝ｣
1771年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>小ｼﾞｭｽﾞ･ﾊﾝ｢ﾇﾗﾘ｣ｱﾌﾞﾙ=ﾊｲﾙの長男(~1786年)
1771年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ｱﾋﾞﾗｲ･ｶｰﾝ｣(~1781年5月没)
1771年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第42代ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙｶﾞｽﾞ(ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｽﾞｨｰｽﾞ)｣ｶｲﾌﾟの子(~同
  年)
1771年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ﾏﾐｱ4世｣(3回目~1778年)
1771年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞｳｪﾘ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾒﾝﾊ･ｷﾍﾞﾃﾞｨ｣(~1798年頃)
1771年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Catalcali Ali Pasha｣(~同年)
1771年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ太守のｱﾘｰ･ﾍﾞｲがﾀﾞﾏｽｸｽを占領
1771年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Samuel Bonamy｣
1771年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢William Le Marchant｣(~18001119死去
  )
1771年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島副知事｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾟｰｾﾙ｣
1771年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｬｰﾋﾞｽ｣
1771年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢John ｽﾐｽ｣(~1776年)
1771年 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督代行｢ｸﾛｰﾄﾞ･ｱﾝﾇ･ｷﾞ･ﾄﾞ･ﾐｺｳ｣(~1772年)
1771年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島副知事｢ｼﾞｮﾝ･Fahie｣(~1774年)
1771年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官｢Pierre Bernier｣(~1774年)
1771年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領東ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾓｰﾄﾘｰ｣(~1774年)
1771年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾍﾟﾝ｣(~1773年)
1771年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾍﾞﾙﾅﾍﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄｯﾚ
  ･ﾄﾗｼｴﾗ｣(2回目~1773年)
1771年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾗｲｱﾃｱとﾀﾊｱ統治者｢Taraoari`i Tamatoa2世 fa`o｣
1771年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾗｲｱﾃｱとﾀﾊｱ統治者｢Vete`a ra`i Tamatoa3世｣(~18310710死去)
1771年1月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾌﾟﾗﾝ2世ｷﾞﾚｲ｣
1771年1月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ｾﾘﾑ3世ｷﾞﾚｲ｣(2期目~1771.7)
1771年1月2日-09:00|日本|大阪府高槻市|明和7年11月17日|<死去>摂津高槻藩36000石｢永井直珍｣(29歳)⇒翌年1
  月16日､長男｢永井直進｣が継ぐ(⇒文化6(1809)年8月23日､隠居)
1771年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｯｾﾙ｣
1771年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾗｯｾﾙ｣先代の孫(~18020302死去)
1771年1月8日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Jose Joaquin de Viana｣(2期目~1773.2死去)
1771年1月9日-09:00|日本|京都府京都市|明和7年11月24日|<譲位>117代｢後桜町天皇｣
1771年1月9日-09:00|日本|京都府京都市|明和7年11月24日|<践祚>118代｢後桃園天皇｣/明和8年4月28日即位式
1771年1月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ｳﾒｲﾄﾞ･ｼﾝ1世｣((~18191119没)
1771年1月20日-09:00|日本|  ||明和7年12月5日|<死去>初代錦屋惣次(不明)長唄三味線方
1771年1月31日-09:00|日本|愛媛県松山市|明和7年12月16日|松山城下町大火､950軒余を焼く
1771年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ･ﾘﾑｽｷｰ-･ｺﾙｻｺﾌ｣(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱのﾃﾞｨｳﾞｧ
  ﾝのﾛｼｱ大統領~17740928)
1771年2月10日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|明和7年12月26日|宇和島家中長屋より出火､210軒焼失
1771年2月12日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣60歳(誕生1710年)
1771年2月12日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｸﾞｽﾀﾌ3世｣(~17920329死去46歳)
1771年2月14日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|明和7年12月30日|<死去>安藤信尹(54歳)前美濃加納藩主
1771年2月15日-09:00|日本|北海道|明和8年|ｴﾄﾛﾌｱｲﾇらはﾛｼｱ人をおそい21人を殺害､ﾛｼｱ人はｳﾙｯﾌﾟ島から退去
1771年2月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興32年|大越ﾋﾞﾝﾃﾞｨﾝ省ﾀｲﾝﾝ(西山)のｸﾞｪﾝ･ｳﾞｱﾝ･ﾆﾔﾂｸ(阮文岳)､ｸﾞｪ
  ﾝ･ｳﾞｱﾝ･ﾌｴ(阮文恵)､ｸﾞｪﾝ･ｳﾞｱﾝ･ﾙｳ(阮文侶)の3兄弟が蜂起し西山党の乱がおこる



1780迄(1631件)

1771年2月18日-09:00|日本|  ||明和8年1月4日|<死去>宮瀬竜門(53歳)漢詩人
1771年2月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの天文学者ｼｬﾙﾙ･ﾒｼｴが楕円銀河M49発見
1771年3月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾗｸﾞﾅﾄﾗｵ1世ﾀﾞﾀﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~1801年没)
1771年3月3日-09:00|日本|愛知県田原市|明和8年1月17日|<死去>大垣新田藩1万石｢戸田氏之｣(38歳)⇒長男｢戸
  田氏養｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年4月29日､死去)
1771年3月11日-09:00|日本|  ||明和8年1月25日|混浴禁止令が出される
1771年3月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和8年1月28日|<初演>近松半二,松田ばく,栄善平,近松東南,三好松
  洛(後見)｢妹背山婦女庭訓｣竹本座
1771年3月17日-09:00|日本|  ||明和8年2月2日|<死去>8代千宗室(53歳)茶人､裏千家家元
1771年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｴﾝｼﾞｪﾙｽ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｧｯﾂｨｰﾆ｣
1771年4月4日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Felipe de Font de Viela y Ondiano｣(~
  10.21)
1771年4月8日-09:00|日本|愛知県刈谷市|明和8年2月24日|<死去>土井利信(44歳)前三河刈谷藩主
1771年4月10日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|明和8年2月26日|<死去>有馬氏久(73歳)前伊勢西条藩主
1771年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾌﾟﾘｰｽﾄﾘｰがﾌﾞﾗｼﾞﾙ産ｺﾞﾑの消し去る性質を発見(消しｺﾞﾑ)
1771年4月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞﾁｽﾀ･ｶﾝﾋﾞｱｯｿ｣(~17730416)
1771年4月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾃｨﾘﾌﾟﾛ･ｲ･ﾗ･ｶﾚﾗの農民が反乱.ｺﾚﾋﾄﾞｰﾙの部隊は農民8人を虐殺したた
  かいを鎮圧
1771年4月16日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ海軍担当官｢John Stott｣(~9.13)
1771年4月16日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｿｺﾛ侯爵ﾎｾ･ｿﾗｰﾉ･ｲ･ﾎﾞﾃ
  ･ｶﾗｽｺ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ｣(~1779年)
1771年4月16日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国,船団を送り,再び西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ島を確保
1771年4月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ｱｻﾞｰ･ﾙｲｽ･ｳｨﾝｻﾞｰ｣
1771年4月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ｱｻﾞｰ･ﾋｯｸﾏﾝ･ｳｨﾝｻﾞｰ｣(~17990612死去)
1771年4月21日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|明和8年3月7日|<死去>因幡鹿奴藩3万石｢池田延俊｣(18歳)⇒養子｢池
  田澄時｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年7月21日､死去)
1771年4月24日-01:00|日本|沖縄県八重山郡|明和8年3月10日|<明和8年八重山地震津波｢明和の大津波｣>辰の刻(
  午前8時ごろ)､石垣島南東沖合約40kmを震源とするﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.4の地震が､八重山諸島と宮古諸島､与那国島を
  襲った/津波が三度にわたって人びとを襲った/10～30mもする高さの津波が島々を襲い､中でも石垣島の大浜､
  宮良､白保､伊原間､安良の各村がほぼ全滅するなど､全域で人口の約32%､9393人が死亡行方不明となり住家全
  壊2176戸､同浸水1003戸､船の流失98隻のほか16.3平方kmという広大な田畑が流されて耕作が出来なくなり飢
  饉と疫病が広がり､津波後の100年間で更に人口が7000人も減少した
1771年4月26日-09:00|日本|和歌山県田辺市|明和8年3月12日|<死去>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤寛
  長｣(25歳)⇒7月11日､養子｢安藤次猷(直時)｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年5月9日､隠居)
1771年4月29日-09:00|日本|東京都江東区|明和8年3月15日|<大相撲>明和8年3月場所[江戸深川三十三間堂](~8
  日間)優勝(西大関)釋迦ヶ嶽,6勝1敗1休
1771年5月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾖｰｾﾞﾌ･ﾏﾘｱ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｱｳｱｰｽﾍﾟﾙｸ｣(~17740706)
1771年5月9日 09:00|日本|福井県福井市|明和8年3月25日|<福井明和8年の大火>暮六つ時(18時ごろ)､三上町か
  ら出火し南は境町あたりまで焼き､西は大工町の北まで､北は加賀口門の際まで焼いて暁七つ時(午前4時ごろ)
  過ぎに鎮火/表御堂近辺の寺院や拝領屋敷174軒を焼き被災合計は､士分の侍屋敷80軒､扶持(給料)を受けてい
  る下級侍の家191軒､町家711軒､土蔵24棟､寺社33か所を焼失
1771年5月13日-09:00|日本|  ||明和8年3月29日|<死去>初代富士田吉次(58歳)長唄唄方
1771年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯･5代ｴﾙｷﾞﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1771年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯･6代ｴﾙｷﾞﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽ｣先代の長男(~7.15死
  去)
1771年5月14日-09:00|日本|石川県金沢市|明和8年4月|<交替>加賀藩102万5千石｢前田重教｣隠居⇒異母弟の｢前
  田治脩｣が継ぐ(~享和2(1802)年､隠居)
1771年5月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||(~17日)ﾉｰｽ･ｶﾛﾗｲﾅ辺境農民のﾚｷﾞｭﾚｰﾀ運動がおこる
1771年5月18日-09:00|日本|  ||明和8年4月5日|倹約令を発令/役人に給する食事をはじめ事務用品､城中調度類
  に至るまでの細部まで節約を規定
1771年5月20日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定総督･総司令官･大統領｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾌ
  ﾞｽﾃｨﾛ･ｲ･ﾋﾞｼﾞｬｾﾆｮｰﾙ｣(~17730612)
1771年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｱﾝﾄﾆｰ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣
1771年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｱﾝﾄﾆｰ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣(~18110504死去)
1771年5月25日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国暫定ﾊｰﾝ｢ｸﾆｬｰｽﾞのｱﾚｸｾｲ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ﾄﾞﾝﾄﾞｩｺﾌ｣(~10.31)
1771年5月25日-09:00|日本|滋賀県野洲市|明和8年4月12日|<死去>近江三上藩1万石｢遠藤胤将｣(60歳)⇒弟｢遠藤
  胤忠｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年2月20日､隠居)
1771年6月-04:00|ﾛｼｱ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||ﾛｼｱ軍がｸﾘﾐｱ半島を占領
1771年6月1日-09:00|日本|  ||明和8年4月19日|<死去>3代津打治兵衛(不明)歌舞伎作者
1771年6月5日-09:00|日本|  ||明和8年4月23日|<死去>初代黒沢琴古(62歳)尺八琴古流家元
1771年6月6日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(ｴｼﾞﾌﾟﾄ司令官)｢Abu'l Dhahab｣(~18日)
1771年6月6日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾏﾑﾙｰｸ軍がﾀﾞﾏｽｶｽに駐屯(~18日)
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1771年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾊﾘﾌｧｯｸｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ=ﾀﾞﾝｸ｣断絶
1771年6月10日-09:00|日本|岐阜県海津市|明和8年4月28日|<死去>美濃高須藩3万石｢松平義敏｣(38歳)⇒長男｢松
  平義柄｣が継ぐ(⇒安永6(1777)年1月25日､本家尾張藩主｢徳川宗睦｣の養嗣子となり｢徳川治行｣と改名)
1771年6月14日-09:00|日本|山形県米沢市|明和8年5月2日|米沢藩主上杉鷹山,儒学者細井平洲を招き興譲館再興
1771年7月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｸﾘﾐｱ･ﾛｼｱ司令官｢Knyaz' Vasiliy Mikhaylovich Dolgorukov｣(1期目~1
  0月)
1771年7月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ｻｰﾋﾌﾞ2世ｷﾞﾚｲ｣(~1775.4)
1771年7月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||ｸﾘﾐｱをﾛｼｱが占領(~1774.9)
1771年7月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||不輸入協定が崩壊
1771年7月2日-09:00|日本|東京都|明和8年5月20日|幕府は,農民が大挙して江戸の領主屋敷へ門訴することを厳
  禁し,首謀者にたいする遠島などの刑罰を定める
1771年7月11日-09:00|日本|福井県鯖江市|明和8年5月29日|<死去>越前鯖江藩5万石｢間部詮央｣(34歳)⇒7月22日
  ､弟｢間部詮茂｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年6月7日､死去)
1771年7月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸｯｸが南太平洋探検航海から帰港
1771年7月13日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官代行｢ﾕﾘｼｰｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾓｰﾘｽ｣(2回目~11.1)
1771年7月14日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密内閣大臣｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｽﾄﾙｰｴﾝｾﾞｰ｣(~17720117没)
1771年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯･6代ｴﾙｷﾞﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1771年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯･7代ｴﾙｷﾞﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾙｰｽ｣先代の次男(~18411114死去)
1771年7月15日-09:00|日本|東京都千代田区|明和8年6月4日|<死去>徳川宗武(57歳)田安徳川家初代当主⇒五男
  の治察が継いだ
1771年7月21日-09:00|日本|広島県福山市|明和8年6月10日|品治郡新市村出火,家数269軒焼失
1771年7月24日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|明和8年6月13日|<死去>中山政信(38歳)常陸太田藩主､水戸藩家
  老⇒養子の信敬が継いだ
1771年7月25日-09:00|日本|三重県桑名市|明和8年6月14日|<交替>伊勢桑名藩10万石｢松平忠刻｣隠居⇒次男｢松
  平忠啓｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年12月10日､死去)
1771年7月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの詩人ﾄﾏｽ･ｸﾞﾚｰ/54歳(誕生17161226)
1771年8月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Louis Francois de Dion｣(⇒17720318知事~
  17730414)
1771年8月7日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|明和8年6月27日|<死去>駿河小島藩1万石｢松平昌信｣(44歳)⇒8
  月29日､婿養子｢松平信義｣が継ぐ(⇒寛政12(1800)年7月20日､隠居))
1771年8月12日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官代行(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾌｧﾝ･ﾌﾟﾗｯﾃﾝ
  ﾍﾞﾙｸ男爵ﾖｱﾋﾑ･ｱﾝﾒﾏ･ﾌｧﾝ･ﾌﾟﾗｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(⇒17740518､司令官~17850214)
1771年8月12日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||ｸﾘﾐｱはﾛｼｱ保護領
1771年8月14日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾎｾ･ﾅﾊﾞﾛ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ
  ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾘｬﾀﾞﾚｽ｣(1回目~11.18)
1771年8月14日-09:00|日本|愛媛県大洲市|明和8年7月4日|<死去>伊予新谷藩1万石｢加藤泰宦｣(35歳)⇒長男｢加
  藤泰賢｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年3月10日､隠居)
1771年8月14日-09:00|日本|福井県|明和8年7月4日|福井城下石場中立矢町で火事,町家187軒焼失
1771年8月19日-09:00|日本|兵庫県加東市|明和8年7月9日|<死去>播磨三草藩1万石｢丹羽氏栄｣(56歳)⇒養子｢丹
  羽氏福｣が継ぐ(⇒寛政8(1796)年2月6日､隠居)
1771年8月28日-09:00|日本|香川県高松市|明和8年7月18日|<死去>讃岐高松藩12万石｢松平頼恭｣(61歳)⇒8月27
  日､長男｢松平頼真｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年3月5日､死去)
1771年8月30日-09:00|日本|佐賀県唐津市|明和8年7月20日|<虹の松原一揆>肥前国唐津藩で発生した一揆/唐津
  城に近い虹の松原に集結した農民が新税の撤回を要求､藩にこれを認めさせた
1771年9月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜでﾍﾟｽﾄ一揆がおこる
1771年9月6日-09:00|日本|東京都|明和8年7月27日|江戸で､船中での賭博が禁じられる｡船の貸し主も厳罰に
1771年9月9日-09:00|日本|  ||明和8年8月|吉益東洞｢薬徴｣を著し､陰陽五行説を排して新たに薬効を規定
1771年9月9日-09:00|日本|  ||明和8年8月|池大雅･与謝蕪村｢十便十宣画冊｣完成
1771年9月13日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ海軍担当官｢John Burr大佐｣(~17730229)
1771年9月15日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Mariano Tobias｣(~17740615)
1771年9月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~177303
  06)
1771年9月17日-09:00|日本|  ||明和8年8月9日|<死去>炭太祇(63歳)俳人
1771年9月23日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞﾌﾞｶﾚﾘ･ｲ･ｳﾙｽｱ･ｲﾉｽﾄﾛｻ･ﾗ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ
  ｣(~17790409没)
1771年10月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｸﾘﾐｱ･ﾛｼｱ司令官｢Knyaz' Fyodor Fyodorovich Shcherbatov｣(~1773年
  )
1771年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Mustafa Agha｣(~11月)
1771年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｱﾝｼﾞｪﾛ･ｵﾙﾄﾗｰﾆ｣
1771年10月7日-09:00|日本|滋賀県大津市|明和8年8月29日|<死去>近江膳所藩6万石｢本多康伴｣(32歳)⇒長男｢本
  多康匡｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年12月20日､死去)
1771年10月8日-08:00|中国|  ||清･乾隆36年9月|ﾄﾙｸﾞｰﾄ部が清に降る
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1771年10月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ｱｳｸﾞｽﾄ･ｹﾞｵﾙｸ｣
1771年10月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(⇒18030427ﾊﾞｰﾃﾞﾝ選帝侯⇒18060725ﾊﾞｰﾃ
  ﾞﾝ大公~18110610死去)
1771年10月21日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Francisco de Arce｣(~17720225)
1771年10月22日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ｵﾙﾄﾙﾓﾝ伯爵ｼｬﾙﾙ･ﾆｺﾗ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ｣
1771年10月22日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ｼｬﾙﾙ･ﾀﾞﾐｱﾝ･ﾌﾞｰｽ･ﾄﾞ･ﾜﾙﾃﾞｯｸ｣(~17720314)
1771年10月24日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾞｲﾖﾝ公｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ･ｼｬﾙﾙ･ｱﾝﾘ｣(~17921203没)
1771年10月24日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ ｱﾝﾄﾝ･ﾌｧﾝｸﾅｰ･ﾌｫﾝ･ﾌﾝｹﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1
  7750608)
1771年10月31日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<廃止>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国(ｱｽﾄﾗﾊﾝ総督による直接統治)
1771年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙｶﾊﾞｰﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾃﾞｨﾗｰﾙ･ﾋﾏﾄ･ｶｰﾝ･ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ｼﾞｬﾝ｣(~1796年没)
1771年11月1日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｲﾎﾞｰﾝ･ﾚｲﾎﾞｰﾝ｣(~17750416没)
1771年11月4日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Muhammad Pasha al-Azm｣(1期目~1772.6)
1771年11月4日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|明和8年9月28日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正益｣(54歳)⇒
  長男｢稲葉正弘｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年9月12日､27歳で死去)
1771年11月5日-09:00|日本|岩手県陸前高田市|明和8年9月29日|覚林日如陸前長渡島に事光庵を創す
1771年11月7日-09:00|日本|東京都江東区|明和8年10月|升屋宗八が深川に高級料理店｢枡屋｣を開く
1771年11月11日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾖｱｷﾝ･ﾄﾞ･ｻﾝﾃｨﾔﾝ･ｲ･ｳﾞｧﾙﾃﾞｨﾋﾞｴｽﾛ｣(~177
  90301)
1771年11月17日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Francisco Bautista Benitez de Lugo Arias de
   Saavedra｣
1771年11月17日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Francisco Bautista2世 Benitez de Lugo Arias
   de Saavedra y Ponte｣(~18060708死去)
1771年11月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾒｰﾀﾞｰ｣(ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ大
  統領)(~1774年9月)
1771年11月18日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾗ･ﾄｰﾚ侯爵ﾌｪﾘﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾌｫﾝﾃﾞｽｳ
  ﾞｨｴﾗ･ｲ･ｵﾝﾃﾞｱｰﾉ｣(~17770612)
1771年11月24日-09:00|日本|岐阜県山県市|明和8年10月18日|<死去>美濃高富藩1万石｢本庄道揚｣(19歳)⇒12月1
  2日､養子｢本庄道利｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年6月21日､隠居)
1771年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌｪｲﾝ｣
1771年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｪｲﾝ｣先代の子(~17740425死去)
1771年11月25日-09:00|日本|  ||明和8年10月19日|<刊行>国学者,本居宣長｢直毘霊｣/日本古来の姿への復帰を
  説く
1771年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｼｬﾝﾄﾞｽ公･2代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ候｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽﾞ｣
1771年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｼｬﾝﾄﾞｽ公･3代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ候｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽﾞ｣先代の息子(~178909
  29死去断絶)
1771年11月28日-09:00|日本|東京都江東区|明和8年10月22日|<大相撲>明和8年10月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(西前4)戸田川,7勝1敗
1771年12月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆36年11月|朝鮮､申聞鼓を再度設置
1771年12月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾑﾌｼﾝｻﾞｰﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~17740804)
1771年12月30日-09:00|日本|  ||明和8年11月25日|<死去>飯島珈涼尼(76歳)俳人
1772年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ｼｪﾝｸｱｰﾝはﾀｲの宗主国下(~1835年)
1772年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾟｰﾝ(ﾗﾝｻﾝ)はﾀｲの宗主国下(~1795年)
1772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ･ﾊｽﾇｻ｣(~1813年)
1772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾚﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ｣(1回目)⇒｢ﾋﾞｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ｣(~1774年没)
1772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｲﾗﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ｱｼﾞｬﾌﾞ･ｼﾝ｣(~1782年没)
1772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｳﾞｧｶﾞﾝｶﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｪﾙ･ﾅﾁﾔﾙ｣(~1790年)
1772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｳﾞﾅｶﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾜｶﾂｨﾑｼﾞ･ｱｹﾗｼﾞ｣(~1816年没)
1772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｳﾞｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾜｸﾞｼﾞ･ｲ･ﾗﾜｼﾞ｣(~1783年没)
1772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾅﾄﾞ国摂政｢ｾﾄｩﾊﾟﾃｨ｣(~1780年)
1772年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙの下にﾗﾜ国(ﾃｨｶﾅ)設立
1772年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾙﾎﾗ朝君主｢Mian Ghulam Shah Kalhoro｣
1772年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>哈薩克汗･ﾊﾝ｢ﾎﾞﾗﾄ｣ｱﾌﾞﾙﾏﾝﾍﾞﾄの子(~1809年)
1772年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾎﾗ朝君主｢Mian Sarfraz Kalhoro(Khudayar Khan)｣(~1783年)
1772年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第43代ﾊﾝ｢ｱﾙﾄｩｸ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣ｱﾌﾞﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ3世の兄弟(~
  同年)⇒第44代ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ｣(~同年)⇒<復位>第45代ﾊﾝ｢ｱｸﾞﾑ(ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ)｣(2期目~1773年)
1772年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ汗国ﾊｰﾝ｢ﾏﾘｸ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ｣(~1784年死去)
1772年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾｲｼｪﾙ司令官｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｳｼﾞｪｰﾇ･ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ｱﾝｾﾙﾑ｣(~1775年)
1772年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｳﾞｪｷﾙ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1773年､死去)
1772年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾝ･ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｼｯｸ｣(~17870119)
1772年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｱﾘｰ･ﾍﾞｲがｱﾌﾞｰ･ｱﾙｻﾞﾊﾌとの抗争に敗れる
1772年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Miguel Fernandez de Saavedra｣



1780迄(1631件)

1772年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｼﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1774年)
1772年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ6世ｱﾝﾘ｣(~18300830死去)
1772年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝのｼｪｰﾚが酸素を発見
1772年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱﾈﾎ統治者(ｱﾌﾟﾀｶﾞ)｢ｾｸﾎﾟﾝ｣(~1812年)
1772年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Jacob Bentzon Hveding｣(~1786年)
1772年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ﾎﾞｶｰﾙ･ｽｰﾚ｣(~2ヶ月)⇒｢ﾏｶﾝ･ｳﾙ｣(~半日)⇒｢ｽｰﾚｰ
  ･ﾌﾞﾄﾞｩ｣(~1776年没)
1772年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||公教育法が公布され､479の初等学校が設立された
1772年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞが窒素を発見
1772年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人商人がﾌﾞﾝｽ川河口にあるｶﾞﾝﾋﾞｱ島に拠点を置く
1772年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Jan van der Biest2世｣(~1782年死去)
1772年1月8日-09:00|日本|群馬県高崎市|明和8年12月4日|<交替>上野吉井藩1万石｢松平信有｣隠居⇒養子｢松平
  信明｣が継ぐ(⇒安永4(1775)年9月19日､31歳で死去)
1772年1月11日-09:00|日本|  ||明和8年12月7日|<死去>黒柳召波(45歳)俳人
1772年1月13日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人大尉ﾏﾙｸ=ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾏﾘｵﾝ･ﾃﾞｭ･ﾌﾚﾇがﾌﾘｹﾞｰﾄ艦ﾗ･ﾏｽｶﾘﾝに乗船し､ﾃｯﾚ
  ･ﾄﾞ･ﾗ･ ｴｽﾍﾟﾗﾝｽ(ﾏﾘｵﾝ)とｼｭﾚ･ﾄﾞ･ﾗ･ｶｳﾞｪﾙﾇ(ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ王子)と名付けられた諸島を再発見
1772年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾉｰﾃｨﾝﾄﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍﾝﾘｰ｣
1772年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾉｰﾃｨﾝﾄﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍﾝﾘｰ｣先代の息子(~17860705死去廃絶)
1772年1月15日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ﾃﾞ･ﾗ･ﾌｪﾛﾈｰ｣(~4.30)
1772年1月16日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢女王ﾕﾘｱﾝ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ･ｳﾞｫﾙﾌﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ｣(~1784041
  4)
1772年1月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国枢密院議長｢ﾄｰﾄ･ﾃｨﾙ･ｶﾞｳﾞﾉｴ伯爵ｵｯﾄｰ｣(~17850910)
1772年1月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾙｸ=ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾏﾘｵﾝ･ﾃﾞｭ･ﾌﾚｰﾇによってｸﾛｾﾞ諸島発見し､ﾌﾗﾝｽが領有宣言
1772年2月1日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ﾗﾙﾌ･ﾍﾟｲﾝ卿｣(1回
  目~1775年)
1772年2月4日-09:00|日本|岡山県真庭市|明和9年|<交替>美作勝山藩23000石｢三浦明次｣隠居⇒養子｢三浦矩次｣
  が継ぐ(⇒安永9(1780)年3月21日､34歳で死去)
1772年2月4日-09:00|日本|東京都|明和9年1月|<刊行>御家人木室卯雲｢鹿の子餅｣/関西の軽口本から脱却した江
  戸小噺本の体裁ができる
1772年2月4日-08:00|中国|  ||清･乾隆37年1月|清でｳﾙﾑﾁ城を建設
1772年2月10日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ｼﾞｮｾﾌ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣
1772年2月10日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌﾗﾝﾂ･ｼﾞｮｾﾌ1世｣(~17810818没)
1772年2月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｹﾙｹﾞﾚﾝ諸島は､ｲｳﾞ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾄﾞ･ｹﾙｹﾞﾚﾝ･ﾄﾚﾏﾚｯｸによって発見されﾌﾗﾝｽ領宣言
1772年2月18日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾛｰﾚ･ﾄﾞ･ｶｰﾆｰ｣(~1773年11月没)
1772年2月18日-09:00|日本|静岡県牧之原市|明和9年1月15日|<加増>相良藩25000石｢田沼意次｣⇒3万石(⇒安永6
  (1777)年4月21日､37000石に加増)
1772年2月18日-09:00|日本|東京都千代田区|明和9年1月15日|<就任>老中格｢田沼意次｣→老中(~天明6年8月27日
  )
1772年2月25日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Jose Carlos de Aguero Gonzalez｣(~17
  770617)
1772年2月25日-09:00|日本|大阪府和泉市|明和9年1月22日|<死去>和泉国伯太藩13500石｢渡辺信綱｣(46歳)⇒次
  男｢渡辺伊綱｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年4月18日､隠居)
1772年2月28日-09:00|日本|熊本県宇土市|明和9年1月25日|<交替>肥後宇土藩3万石｢細川興文｣隠居⇒三男｢細川
  立禮｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年9月19日､宗家の熊本藩を継ぐ)
1772年3月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Ulrich Wilhelm von Roepstorff｣(~177
  30731)
1772年3月6日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｼﾞｬｳﾚｷﾞ･ｲ･ｱﾙﾃﾞｺｱ｣(⇒1778年､ﾁﾘ総督･司令官~
  17800706)
1772年3月9日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Vital Auguste de Gregoire｣(~17760315)
1772年3月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1772年3月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｴﾙﾝｽﾄ2世｣(~18040420死去)
1772年3月14日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ｳﾞｪﾙﾌﾞﾘｭｯｸ伯爵ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼｬﾙﾙ｣(~17840430死去)
1772年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾍﾞﾙﾄｰﾆ｣
1772年4月1日-09:00|日本|茨城県水戸市|明和9年2月29日|<水戸明和3年の大火>(~30日)下町ほぼ全焼､郊外の村
  々にも火の手が
1772年4月1日 03:00|日本|東京都|明和9年2月29日|<江戸明和9年｢目黒行人坂の大火｣>午の刻(午前12時頃)下目
  黒村行人坂にある大円寺に願人坊主(依頼人に代わり願掛けをする乞食坊主)の真秀が盗みを働こうと忍び入
  り,寺の灰小屋(回収業者に売る落ち葉の灰や火鉢､線香立ての灰などを溜めておく小屋)に火をつけたが火の
  回りが早く､一物も取れずに逃げ出した/大円寺から出火した炎は､麻布､芝から江戸城郭内へ､そこからさらに
  京橋､日本橋､小川町､駿河町から外神田と神田明神へ､また本郷から湯島聖堂まで進み､さらに御徒町､浅草､下
  谷と江戸の中心街をあっという間になめ尽くし､箕輪から千住まで達した/いったん収まったが､夕方酉の刻(1
  8時頃)になり本郷の炎が丸山田町の道具屋与八宅で勢いを取り戻し､火の手は北西の方面へと進み､森川､追分
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  ､駒込方面を焼失､北方の千駄木､根岸までなめ尽くした/翌日､猛火は大伝馬町から南へと馬喰町､小網町､住吉
  町へと進み､ふたたび駿河町､日本橋､京橋が焼けたが､未の刻(14時頃)鎮火/江戸の街のほとんどが焼かれてそ
  の数934か町､町家の焼失戸数は数えきれず.大名屋敷169か所､寺と神社382か所焼失/1万4700人死亡､4000人余
  行方不明/中村座､市村座､焼失
1772年4月11日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金相福｣(~8.29)
1772年4月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Jose Carrion de Andrade｣(~1777年)
1772年4月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾍﾞﾝｶﾞﾙ知事｢ｳｫｰﾚﾝ･ﾍｰｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ｣(⇒17731020ﾍﾞﾝ
  ｶﾞﾙ総督)
1772年4月30日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｳﾞｧﾘｴｰﾙ侯爵ﾙｲ･ﾌﾛﾗﾝ｣(~17750415没)
1772年5月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｱﾏﾃﾞｳｽ･ﾓｰﾂｧﾙﾄ《歌劇｢ｽｷﾋﾟｵの夢｣》
1772年5月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相代行｢ｸﾞﾗｰﾌ･ﾆｷｰﾀ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾊﾟﾆﾝ｣(~17830411)
1772年5月8日-09:00|日本|福島県相馬市|明和9年4月6日|<死去>相馬尊胤(76歳)前陸奥相馬中村藩主
1772年5月12日-09:00|日本|東京都新宿区|明和9年4月9日|江戸内藤新宿を再興し甲州街道の宿駅となす
1772年5月12日-09:00|日本|新潟県新発田市|明和9年4月9日|<開校>新発田藩,講堂(後の藩校,二の丸御用屋敷内
  )
1772年5月17日 01:00|日本|山形県酒田市|明和9年4月15日|<酒田明和9年の大火｢片町火事:藤十郎火事｣>(~16日
  )朝四つ(午前10時)過ぎ,片町の藤十郎の家宅から出火,本町通りから川端通りへと進み､日和山下まで延焼し
  翌日暁七つ半(午前5時ごろ)鎮火/寺町通りと鍛冶町の末だけ残るという具合で､酒田の街のほとんどを焼き尽
  くした/被害は焼失した町家2182軒の内､本家2042軒､名子(使用人)の家138軒､寺社門前の家8軒､寺院1か所､消
  火のために取り壊した家7軒､切り潰した家17軒/そのほかに土蔵124棟を焼失､その多くは米問屋の蔵々で米穀
  6～7万俵が灰となった
1772年5月25日-09:00|日本|大阪府岸和田市|明和9年4月23日|<交替>和泉岸和田藩53000石｢岡部長住｣隠居⇒弟｢
  岡部長修｣が継ぐ(⇒安永5(1776)年8月18日､隠居)
1772年5月29日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｾｰﾃﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｰﾙ｣(~18090606)ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾚﾄﾞﾘｸの息子
1772年6月-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓｷﾞﾘｮﾌ､ﾌﾟｽｺﾌ(1776年まで)､ﾎﾟﾗﾂｸ(1776年から)のﾛｼｱ総督(ﾓｷﾞﾘｮﾌ)｢ｸ
  ﾞﾗﾌ･ｻﾞｶｰﾙ･ｸﾞﾘｺﾞﾘｴﾋﾞｯﾁ･ﾁｪﾙﾇｲｼｮﾌ｣(~1782年2月)
1772年6月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(2回目)
1772年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ議会が急進愛国党の連絡機関,｢通信委員会｣設置
1772年6月3日 03:00|日本|  ||明和9年5月3日|陸前･陸中で地震(M6.8~7.4)花巻城で所々破損､江戸でも有感.死
  者12人
1772年6月4日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾞﾗｸ･ﾊｰﾝ2世｣
1772年6月4日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾜﾙ･ｶｰﾝ2世｣(~18090813没)
1772年6月5日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰ帝国ｼｬｰ｢ｽﾚｲﾏﾝｼｬｰ｣(~8月)
1772年6月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌｧﾗﾊﾞｰﾄﾞ国ﾀﾅﾀﾞｰﾙ兼ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ･ﾗﾋﾑ･ｶｰﾝ｣(~1784年没)
1772年6月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞで密輸船を追跡中のｲｷﾞﾘｽ関船ｶﾞｽﾋﾟｰ号が座礁した際,住民に
  焼き討ちされた
1772年6月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋｰﾙ商会倒産の影響でﾛﾝﾄﾞﾝとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞで大恐慌が起こる
1772年6月15日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ﾆｰﾙｽ･ｱｰﾊﾞﾝ･ｱｰｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(~177706
  245)
1772年7月2日-09:00|日本|滋賀県長浜市|明和9年6月2日|<死去>近江宮川藩13000石｢堀田正邦｣(39歳)⇒7月25日
  ､長男｢堀田正穀｣が継ぐ(⇒文化12(1815)年2月6日､隠居)
1772年7月13日-09:00|日本|岐阜県中津川市|明和9年6月13日|<死去>遠山友央(68歳)前美濃苗木藩主
1772年7月20日-09:00|日本|岐阜県中津川市|明和9年6月20日|<死去>伏見宮貞行親王(13歳)皇族
1772年7月22日-09:00|日本|東京都荒川区|明和9年6月22日|明和の大火放火犯坊主の武州熊谷無宿の真秀市中引
  き回しの上､小塚原で火刑に処される
1772年7月24日-09:00|日本|東京都|明和9年6月24日|<死去>3代市川團蔵(54歳)歌舞伎役者
1772年7月28日-09:00|日本|新潟県長岡市|明和9年6月28日|<死去>牧野忠周(52歳)前越後長岡藩主
1772年7月30日-09:00|日本|福井県福井市|明和9年7月1日|足羽郡勝見村から出火し福井城下へ延焼,町家など20
  0軒焼失
1772年8月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰ帝国ｼｬｰ｢ﾃｨﾑｰﾙ･ｼｬｰ｣(~17930519没)､対立ｼｬｰ(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ｽﾚｲﾏﾝｼ
  ｬｰ｣(~同年)
1772年8月5日-01:00|ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｼﾞｯﾌﾟｽがﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ第一次分割(17730930､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞによって承認)によっ
  て正式にﾊﾝｶﾞﾘｰに併合
1772年8月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ分割によってｵｰｽﾄﾘｱ=ﾊﾝｶﾞﾘｰ帝国の領土となった
1772年8月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ分割により西ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ｴﾙﾑﾗﾝﾄ､ﾈｯﾂｪを獲得
1772年8月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦7月25日|ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸで､ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ｵｰｽﾄﾘｱ､ﾛｼｱが第1次ﾎﾟｰﾗ
  ﾝﾄﾞ分割条約に調印
1772年8月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱ,第1次ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ分割で世襲領ｵｰｽﾄﾘｱに併合した地域にｶﾞﾘﾂ
  ｨｱ･ﾛﾄﾞﾒﾘｱ王国を創設(~1780年)
1772年8月11日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明和9年7月13日|<死去>播磨姫路藩15万石｢酒井忠恭｣(63歳)⇒8月27
  日､長男｢酒井忠以｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年7月17日､36歳で死去)
1772年8月19日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝで､国王ｸﾞｽﾀｳﾞ3世がｸｰﾃﾞﾀｰを起こし､国会から権利を奪って絶対王
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  政をしく
1772年8月21日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ(ｸﾞﾚﾅﾀﾞに従属)副総督｢ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ･ﾓﾘｽ
  ｣(~1776年)
1772年8月23日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ﾃﾙﾈｰ騎士団ｼｬﾙﾙ･ｱﾝﾘ･ﾙｲ･ﾀﾞﾙｻｯｸ｣(
  ~17761202)
1772年8月23日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾈﾄﾞ･ｲ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙ
  ﾃﾞｨﾋﾞｴｿ｣(~17780201)
1772年8月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾞｻｰｽﾄ伯｢ｱﾚﾝ･ﾊﾞｻｰｽﾄ｣(~17750916死去)
1772年8月29日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢申晦｣(~9.16)
1772年8月30日-09:00|日本|  ||明和9年8月2日|関東から東海地方で大風雨｡三河特に甚大｡永代橋流出
1772年9月2日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ｳｨﾘｱﾑ･Spry｣
1772年9月2日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Samuel Rous｣(2期目~17730
  608)
1772年9月7日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ･ﾄﾊﾟﾛｸﾞﾙ｣(~17731011)
1772年9月8日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｴｽﾃﾙｲｪｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾌﾚﾄﾞﾘｸ･ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~18031212死去)
1772年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾎﾟｳｨｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｱｰｻｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1772年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾎﾟｳｨｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｱｰｻｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~18010116死去ﾎﾟｳｨｽ
  伯爵廃絶)
1772年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｰ卿｣
1772年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｰ卿｣(~17761104死去)
1772年9月17日-09:00|日本|香川県|明和9年8月20日|(~21日)大雨洪水により,高松藩領では崩壊家屋1万9000余
  戸,破船大小142艘,死者46人,斃死牛馬74頭の被害が出る.丸亀藩領でも,家屋の倒壊,池々の決壊などの被害を
  うける
1772年9月18日-09:00|日本|  ||明和9年8月下旬|瀬戸内から近畿にかけて大風雨｡祇園悪王子社倒壊
1772年9月19日-09:00|日本|東京都千代田区|明和9年8月22日|<就任>関白｢近衛内前｣(~安永7年2月8日)
1772年9月27日-09:00|日本|東京都中央区|明和9年9月|中村座､再開場､桝席開設
1772年9月28日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｰｽ｣(~10.15)
1772年9月28日-09:00|日本|福井県坂井市|明和9年9月2日|<死去>越前丸岡藩5万石｢有馬允純｣(26歳)⇒11月22日
  ､長男｢有馬誉純｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年4月23日､隠居)
1772年9月29日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金相福｣(~10.30)
1772年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻｰﾚ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾘｳﾞｨｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1772年10月3日-09:00|日本|  ||明和9年9月7日|幕府が新たに南錬鐐二朱銀を発行
1772年10月4日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Johann Anton Graf von Pergen｣(~17740124)
1772年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｹｯﾍﾟﾙ｣
1772年10月13日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢George Keppel｣
1772年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｹｯﾍﾟﾙ｣先代の息子(~18491030死去)
1772年10月15日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾍｯｾﾝ方伯ｶｰﾙ｣(~18140204)
1772年10月23日-09:00|日本|京都府京都市東山区|明和9年9月27日|京都三十三間堂通矢の｢半堂大矢数｣､太田松
  之助(13歳)が総矢数13,046中､通矢11,700を記録
1772年10月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾙｻﾑ･ﾊﾟﾙ｣
1772年10月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾏﾆｯｸ･ﾊﾟﾙ｣(~1804年)
1772年10月30日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓翼ﾎﾞ｣(~11.16)
1772年11月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾞｽﾄﾝの独立派のｻﾐｭｴﾙ･ｱﾀﾞﾑｽが､植民地側の団結のため､通信委員会を結成
1772年11月4日-09:00|日本|茨城県行方市|明和9年10月10日|<死去>常陸麻生藩1万石｢新庄直侯｣(46歳)⇒甥｢新
  庄直規｣が継ぐ(⇒享和3(1803)年10月20日､隠居)
1772年11月5日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Hafiz Mustafa Pasha Bustanji｣(~1773.8)
1772年11月6日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢Henry Seymour Conway｣(~179507
  29死去)
1772年11月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金相福｣(~12.16)
1772年11月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢ﾏｰﾀﾞｳﾞ･ﾗｰｵ1世｣
1772年11月21日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗﾝｶｽﾀｰ｣(~17791205)
1772年11月25日-09:00|日本|東京都台東区|明和9年11月1日|江戸寛永寺焼失
1772年11月28日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|明和9年11月4日|幕府が､亀田藩が1753年以来雄物川を通る船に
  課してきた税を禁止
1772年11月28日-09:00|日本|東京都墨田区|安永1年11月4日|<大相撲>安永1年11月場所[江戸本所回向院](~8日
  間)優勝(西小結)達ヶ関,6勝0敗2休
1772年11月30日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾊｰｺｰﾄ伯爵ｻｲﾓﾝ･ﾊｰｺｰﾄ｣(~17770125没)
1772年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾙﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾘｯﾄ･ｼｬｰ｣(~1780年8月没)
1772年12月10日-09:00|日本|  ||安永1年11月16日|｢安永｣に改元
1772年12月11日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾘﾝｸﾞ｣(1回目~17740105)
1772年12月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢Narayan-Rao｣(~17730830死去)
1772年12月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢申晦｣(~17730218)



1780迄(1631件)

1773年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾇｸﾞﾘ･ｽﾝﾋﾞﾗﾝ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ･ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾍﾞｻｰﾙ)｢ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ
  ･ｼﾞｬﾘﾙ｣建国(~1795年没)
1773年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Israil｣(~1778年死去)
1773年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｸｽﾌﾟﾊﾝ君主｢Sultan Sepuh V Sapiuddin｣(~1786年)
1773年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰﾙ･Mofakhir･ﾑﾊﾏｯﾄﾞ･ｱﾘｳｯﾃﾞｨﾝ1世｣(~1799年)
1773年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｸﾝｶﾞ･ﾘﾝﾁｪﾝ｣(~1776年)
1773年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ﾈﾊﾟｰﾙ国王ﾌﾟﾘﾄｩﾋﾞ･ﾅﾗﾔﾝ･ｼｬｰｾﾅが地方のﾁｮｳﾀﾞﾝﾃﾞｨ王国を､続いてﾋﾞｼﾞｬﾔﾌﾟｰﾙ王国を併
  合,ｼｯｷﾑの一部まで征服
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾞﾘｱﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾊﾞﾙｼﾞ｣(~1796年)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾚｲﾆｴ･ﾌｧﾝ･ｳﾞﾘｯｼﾝｹﾞﾝ｣(~1780年)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾞｭﾗｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗｶｼｭ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1790年)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾀｯﾄ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(~1789年没)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾛﾋ国統治者(ﾗｵ)｢ﾀｸﾊｯﾄ･ｼﾝ｣(~1781年没)､摂政｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1781年)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾊﾟﾗｽ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1802年没)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ｳﾞｨｴﾝｶﾀﾗｵ｣(1回目~1785年)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ｾﾅ･ｶｽ･ｹﾙ)｢ｺﾞｳﾞｨﾝﾄﾞ･ﾗｵ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ｣(2回目~1774年)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ｳﾒｲﾄﾞ･ｼﾝ｣(2回目~1804年)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞｼﾞｬ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾏﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1817年没)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾀﾞﾑ･ｼﾝ｣(~1800年没)
1773年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第46代ﾊﾝ｢ﾔｰﾃﾞｨｶﾞｰﾙ2世｣(1期目~1775年)ｶﾗｶﾙﾊﾟｸ王族
  出身
1773年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ﾗﾋﾑ･ﾀﾞｯﾄﾞ･ｶｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾗｸｻﾞｲ(
  王室事務局長)｣(~1774年)
1773年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｳﾞｪﾘ･ｸｰﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~1781年)
1773年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｲﾘｽ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾍﾞｸ3世｣
1773年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ3世｣
1773年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾗ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1774年)
1773年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｸﾘﾐｱ･ﾛｼｱ司令官｢Knyaz' Vasiliy Mikhaylovich Dolgorukov｣(2期目~1774
  .9)
1773年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ｷﾞﾃﾞｵﾝ･ｻﾛﾓﾝ･ﾃﾞﾝﾂ｣(~17840816没)
1773年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾏﾝﾀﾞﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾞｶ･ｱ･ｼﾞｬﾏ｣(~1828年)
1773年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||ｱﾝﾃｨｸﾞｱ,ﾌｴｺﾞ火山の爆発により壊滅.ﾗ･ｴﾙﾐﾀ渓谷に首都再建
1773年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾆｺﾗｽ･ｷﾊﾉ｣(~1774年5月没)
1773年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾙｰﾝによる大規模な反乱起こる.ｲｷﾞﾘｽはﾆｶﾗｸﾞｱ大西洋岸のﾓｽｷｰﾄ族を動員し
  てこれを弾圧
1773年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾟﾝ｣(~1776年)
1773年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾍﾞﾅﾋﾞ
  ﾃﾞｽ｣⇒｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾙﾀﾞﾅ･ｲ･ｹﾞﾊﾞﾗ｣(~1774年)
1773年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ｵｱﾌ島国王｢Kaneoneo｣(~1783年)
1773年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱﾙｺｯﾄのﾅﾜﾌﾞが宗主権を行使し､ﾀﾝｼﾞｭｰﾙを占領(~1776年)
1773年1月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｽﾋﾟﾉﾗ｣(~1.9)
1773年1月17日 00:00|南極/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸｯｸが南緯71度まで南下し､ﾖｰﾛｯﾊﾟ人として初めて南極圏に到達
1773年1月18日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|安永1年12月26日|<初演>人形浄瑠璃｢艶容女舞衣｣<酒屋>(竹本
  三郎兵衛･豊竹応律の合作)豊竹座
1773年1月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾍﾞﾝｶﾞﾙ知事｢ｳｫｰﾚﾝ･ﾍｰｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ｣⇒ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(~
  17850201)
1773年1月20日-09:00|日本|  ||安永1年12月28日|<死去>熊代熊斐(61歳)画家
1773年1月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･乾隆38年|ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がｱﾍﾝ貿易に参入し､中国へ輸出開始
1773年1月23日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島暫定総督｢Domingo Chauria｣(~1774010
  5)
1773年1月23日-09:00|日本|  ||安永2年1月|<刊行>建部綾足｢本朝水滸伝｣前編
1773年1月24日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾏﾇｴﾙ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ｣
1773年1月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝｺ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~17750126)
1773年1月26日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾀﾞﾌﾘｯﾄ｣(~28日)
1773年1月28日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾗﾝｼｽｺ･ﾋﾒﾈｽ･ﾃﾞ･ﾃﾊﾀﾞ｣(~17751109没)
1773年2月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Jose Joaquin de Viana｣
1773年2月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Joaquin del Pino Sanchez de Rojas Romero y Neg
  rete｣(~17900802)
1773年2月5日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｽﾙﾙ･ﾌﾞﾝ･ﾏｻｰﾄﾞ｣(~17880121)
1773年2月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国摂政｢ﾄﾞｩﾙｶﾞﾊﾞｲ･ﾏﾊﾗｼﾞ｣(~17790718没)
1773年2月18日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓翼ﾎﾞ｣(~22日)
1773年2月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴﾚ3世｣[17010427生～]享年71
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1773年2月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ3世｣(~17961016死去)
1773年2月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王･ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ3世｣ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚ3世とﾎﾟﾘｯｾﾅ･ﾀ
  ﾞｯｼｱ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸﾞの息子(~17961016死去70歳)
1773年2月21日-08:00|中国|  ||清･乾隆38年2月|清が四庫全書館を開く
1773年2月22日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金相福｣(~5.4)
1773年2月28日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ海軍担当官｢Samuel Wittewrong Clayton
  中佐｣(~17740520)
1773年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Uthman Pasha al Wakil｣(~1774.7)
1773年3月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾙ2世｣(~17750618)
1773年3月8日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|安永2年2月16日|<死去>越後糸魚川藩1万石｢松平堅房｣(40歳)⇒七男
  ｢松平直紹｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年11月28日､隠居)
1773年3月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾊﾐﾙ･ｼﾝ2世｣(~17780106没)
1773年3月9日-09:00|日本|東京都|安永2年2月17日|<死去>初代並木正三.心臓発作のため(44歳)歌舞伎･狂言作
  者
1773年3月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ植民地議会が､独立の実現に向けて通信委員会を結成
1773年3月31日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｵｽ･ｳﾞｧﾙﾃﾞｽ･ｲ･ﾔﾙｻﾞ｣(~1776
  1130)
1773年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺｽﾀﾝﾃｨｰﾉ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1773年4月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1773年4月11日-09:00|日本|東京都江東区|安永2年3月20日|<大相撲>安永2年3月場所[江戸深川八幡宮](~8日間)
  優勝(東関脇)釋迦ヶ嶽,6勝0敗1分1休
1773年4月14日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Edouard Hilaire Louis de Tilly｣(~17
  751229)
1773年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱﾗﾝ伯｢ｱｰｻｰ･ｺﾞｱ｣
1773年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱﾗﾝ伯｢ｱｰｻｰ･ｻﾝﾀﾞｰｽ･ｺﾞｱ｣(~18091008死去)
1773年4月21日-09:00|日本|東京都|安永2年3月末|<疫病(感染症)の大流行>江戸中にて5月迄､凡そ19万人疫死(
  疫病がなんの病気なのか不明)､6月に入り､西国にも大流行
1773年4月22日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ｷﾞﾘｵｰﾙ侯爵ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｷﾞﾘｵｰﾙ･ｲ･ﾎﾟｰﾀﾙ･ﾃﾞ･ｳｱﾙﾃ
  ･ｲ･ｴﾄﾞｻﾞｲﾝ｣(~17760210)
1773年4月29日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Jens Nielsen Kragh｣
1773年4月30日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督代理｢Georg Host｣(~12.3
  0)
1773年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽが東ｲﾝﾄﾞ会社規制法を制定し､ｲﾝﾄﾞ総督府を設置
1773年5月4日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓翼ﾎﾞ｣(~6.4)
1773年5月4日-09:00|日本|東京都|安永2年閏3月13日|<死去>2代瀬川菊之丞(33歳)歌舞伎役者
1773年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､東ｲﾝﾄﾞ会社の植民地での茶の独占販売権を認める茶法(茶条例)
  を発効
1773年5月11日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|安永2年閏3月20日|<死去>伊勢南林崎藩1万石｢有馬氏房｣(17歳)⇒5月
  14日､養子｢有馬氏恕｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年11月28日､上総五井藩1万石に陣屋移転)
1773年5月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ｢ﾙｲ15世広場｣(現在8区の｢ｺﾝｺﾙﾄﾞ広場｣)に｢ﾙｲ15世の騎馬像｣が完成
1773年5月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国摂政｢ﾑﾄﾞｰｼﾞ1世｣(~17880519没)
1773年5月21日-09:00|日本|  ||安永2年4月|<完成>三浦梅園｢価原｣(商品経済における価格について説明した経
  世論)
1773年5月21日-09:00|日本|岐阜県|安永2年4月1日|飛騨の幕府領3郡の農民が､新検地令に反対して一揆を起こ
  す(大原騒動･安永騒動)
1773年5月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永2年4月6日|<初演>人形浄瑠璃｢伊達娘戀緋鹿子｣(作･管専助)堀江
  座｢八百屋お七｣の原型
1773年6月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月21日|ﾛｼｱとﾃﾞﾝﾏｰｸ間に｢永世同盟｣が締結される
1773年6月3日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ｸﾞｧﾃﾏﾗ･ｻﾝﾁｬｺﾞ地震､死者2万
1773年6月4日-09:00|日本|京都府京都市東山区|安永2年4月15日|京都三十三間堂通矢の｢半堂千射｣で､片見佐源
  次(7歳)が847総矢数1,000中)を記録
1773年6月5日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金相福｣(~17740809)
1773年6月8日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Edward ﾍｲ｣(~17791024死去)
1773年6月12日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾖﾙｶﾞ･ｲ･ﾌｪﾚｰ
  ﾙ｣(~17790404)
1773年6月14日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾊﾞﾃﾞｨｰｼﾞｬ･ｲ･ｸﾞﾗﾃﾞｨ｣(1回目~1
  778年)
1773年6月17日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ2世ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｱﾐﾇｯﾗｰ｣
1773年6月17日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｼﾞﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ﾑﾀﾞ･ﾊﾘﾌｧｯﾄ･ｳﾙﾗﾌﾏﾝ･ｽﾛﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ
  ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｱﾐﾅﾗ｣(~1792年9月没)
1773年6月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ｣
1773年6月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ﾛｼｽﾞ女伯｢ｼﾞｪｰﾝ･ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の妹(~18100602死去)
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1773年6月28日-09:00|日本|静岡県沼津市|安永2年5月9日|<死去>駿河松永13000石｢大久保教倫｣(23歳)⇒養子｢
  大久保教翅｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年10月6日､相模荻野山中藩13000石に陣屋移転)
1773年7月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊﾟｳﾙ｣(~12.14)ﾛｼｱ皇帝ﾊﾟｰｳﾞｪﾙ1世
1773年7月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾊﾟｰｳﾞｪﾙ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨﾁ｣(ﾛｼｱ皇帝ﾊﾟｰｳﾞｪﾙ1世)ﾃﾞﾝﾏｰｸ王領ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙ
  ｸ伯領の割譲と引き替えに､ﾎﾙｼｭﾀｲﾝにおける共同統治者の地位を放棄
1773年7月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ10世｣
1773年7月4日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|安永2年5月15日|津和野藩主7代亀井矩貞公が津和野藩の安穏
  鎮護と領民の安寧を祈願するために三本松城(津和野城)の表鬼門にあたる東北端の太皷谷の峰に津和野太鼓
  谷稲成神社を京都の伏見稲荷大社から勧請/島根県
1773年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ｣
1773年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ｣先代の息子(~18160502死去)
1773年7月12日-09:00|日本|静岡県藤枝市|安永2年5月23日|<交替>駿河田中藩4万石｢本多正珍｣隠居⇒次男｢本多
  正供｣が継ぐ(⇒安永6(1777)年6月10日､死去)
1773年7月18日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(1回目~1774年)
1773年7月20日-09:00|日本|  ||安永2年6月|<刊行>木内石亭｢雲根志｣前編
1773年7月20日-09:00|日本|鹿児島大学|安永2年6月|薩摩藩校造士館設立
1773年7月20日-08:00|中国|  ||清･乾隆38年6月|清の温福が木果木で僧格桑の軍に襲撃され敗死
1773年7月21日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰでｲｴｽﾞｽ会が禁止
1773年7月24日 05:00|日本|福島県会津若松市|安永2年6月5日|<会津若松安永2年の大火>八つ時(14時ごろ)､愛
  宕町にある酒屋長左衛門の借家で､竪三日町の治右衛門の家から出火,新町が215軒､甲賀町と博労町が78軒､大
  町が338軒､後町にいたっては739軒も焼け､馬場町246軒､西黒川も28軒焼けた/その外､宿屋敷町講所(町人向け
  の教育所)の奉公人の家4軒､寺が20か所､高札場､火の見櫓､土蔵など26か所､辻番所22か所が全焼､半焼の家が2
  軒と防火のため打ち壊した家が24軒/合計住家と寺1670軒が全半焼/夜九つ時(午前0時ごろ)鎮火
1773年7月29日-09:00|日本|大分県大分市|安永2年6月10日|<死去>松平近形(51歳)前豊後府内藩主
1773年7月31日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島知事｢Charles Gabriel Sebastien
  ｣(1期目~17780915)
1773年7月31日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Henrik Ludvig Ernst von Schimmelma
  nn｣(1期目~10.25)
1773年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Ahmad Agha｣(~10月)
1773年8月6日-09:00|日本|富山県富山市|安永2年6月18日|富山藩校広徳館開講
1773年8月18日-09:00|日本|  ||安永2年7月|<刊行>朋誠堂喜三二(絵:恋川春町),洒落本｢当世風俗通｣
1773年8月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾜﾄﾞ王｢ｱｰｻﾌ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~17970921)
1773年8月23日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|安永2年7月6日|<死去>秋田延季(53歳)前陸奥三春藩主
1773年8月26日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|安永2年7月9日|<死去>鳥取西館新田藩2万石｢池田定得｣(20歳)病死⇒
  養子｢池田定常｣が継ぐ(⇒享和2(1802)年11月､隠居)
1773年8月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢Narayan-Rao｣
1773年9月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｶﾞﾘｼｱは､ｵｰｽﾄﾘｱとﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの条約によって正式にｵｰｽﾄﾘｱに割譲
1773年9月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾜﾄﾞとｲｷﾞﾘｽの間にｳﾞｧｰﾗｰﾅｼｰ条約(ﾍﾞﾅﾚｽ条約)締結/ｱﾜﾄﾞ領にｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄ
  ﾞ会社の軍隊が駐留することとなり､その費用月額21万ﾙﾋﾟｰはすべてｱﾜﾄﾞ側の負担とされた
1773年9月8日-09:00|日本|三重県鳥羽市|安永2年7月22日|<交替>志摩鳥羽藩3万石｢稲垣昭央｣隠居⇒長男｢稲垣
  長以｣が継ぐ(⇒寛政6(1794)年11月11日､隠居)
1773年9月12日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|安永2年7月26日|<死去>肥前蓮池藩52625石｢鍋島直寛｣水腫のため(28
  歳)⇒翌年8月7日､長男｢鍋島直温｣が継ぐ(⇒文化13(1816)年4月4日､隠居)
1773年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退任>ｵﾏｰﾙ公｢ﾙｲ･ｼｬﾙﾙ｣公爵位売却
1773年9月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝはﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国を併合､ｩﾗｼﾞｬｰｼﾞｰ2世と家族は投獄さ
  れた(ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ包囲戦)
1773年9月17日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦9月6日|ﾔｲｰﾂｷｰ･ｺﾞﾛﾄﾞｰｸ近郊の村でﾄﾞﾝ･ｺｻｯｸ出身のｴﾒﾘﾔｰﾝ･ﾌﾟｶﾞﾁｮﾌ(33)が
  率いる民衆が反乱を起こす
1773年9月18日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱからによって東ﾍﾞﾗﾙｰｼが併合される
1773年9月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1773年9月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~18061103死去)
1773年9月29日-09:00|日本|青森県八戸市|安永2年8月13日|<死去>南部信興(49歳)前陸奥八戸藩主
1773年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Muhammad Pasha al-Azm｣(2期目~17830416)
1773年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾈﾝﾃｨ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1773年10月2日-13:00|ﾄﾝｶﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国のｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸがﾄﾝｶﾞを再発見し､ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰ諸島と命名
1773年10月2日-09:00|日本|福島県福島市|安永2年8月16日|<死去>陸奥福島藩3万石｢板倉勝行｣(22歳)⇒養子｢板
  倉勝矩｣が継ぐ(⇒安永4年12月26日(17760117)､死去)
1773年10月11日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾀﾞｹﾞｽﾀﾆ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~17750125)
1773年10月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの天文学者ｼｬﾙﾙ･ﾒｼｴが｢子持ち銀河｣発見
1773年10月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｳｫｰﾚﾝ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~178
  50201)
1773年10月27日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|安永2年9月12日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正弘｣(27歳)



1780迄(1631件)

  ⇒養子｢稲葉正諶｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年8月24日､58歳で死去)
1773年10月28日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Peter Clausen｣(3期目~17840624死去
  )
1773年11月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾎﾟﾃｨｴ･ﾄﾞ･ｸｰﾙｼｰ｣(~1776年)
1773年11月9日-09:00|日本|京都府京都市|安永2年9月25日|<死去>吉益東洞(72歳)漢方医/｢万病一毒説｣を唱え
  た
1773年11月16日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|安永2年10月3日|<交替>大和国郡山藩15万1200石｢柳沢信鴻｣隠
  居⇒長男｢柳沢保光｣が継ぐ(⇒文化8(1811)年､隠居)
1773年11月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾘﾝｽﾀｰ公･初代ｷﾙﾃﾞｱ侯･初代ｵﾌｧﾘｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1773年11月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾘﾝｽﾀｰ公･2代ｷﾙﾃﾞｱ侯･2代ｵﾌｧﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~18041020
  死去)
1773年11月28日-09:00|日本|福島県いわき市|安永2年10月15日|<死去>本多忠如(63歳)前陸奥泉藩主
1773年11月30日 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英領ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島(ﾄﾙﾄﾗ島､ｱﾈｶﾞﾀﾞ島､ﾊﾞｰｼﾞﾝｺﾞﾙﾀﾞ島､ﾖｽﾄｳﾞｧ
  ﾝﾀﾞｲｸ島､ﾋﾟｰﾀｰ､ﾉｰﾏﾝ島､ｸﾞｱﾅ島､ｼﾞﾝｼﾞｬｰ島､ｿﾙﾄ島)
1773年12月 00:00|南極/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国のｼﾞｪｰﾑｽ･ｸｯｸ船長は陸地を見ることなく大陸を一周(~1775年1月)
1773年12月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢Raghunath-Rao｣(~1774年)
1773年12月6日-09:00|日本|  ||安永2年10月23日|幕府が各地神事での素人相僕の木戸銭徴収横行をとがめ､職
  業相撲以外の木戸銭を禁じる
1773年12月12日-09:00|日本|東京都墨田区|安永2年10月29日|<大相撲>安永2年10月場所[江戸本所一ﾂ目八幡宮]
  (~8日間)優勝(東小結)雲井川,3勝0敗1無勝負4休
1773年12月12日-09:00|日本|山口県周南市|安永2年10月29日|<死去>毛利広豊(65歳)前周防徳山藩主
1773年12月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾚﾄﾞﾘｸの弟(⇒1774年ｵ
  ﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣~17850706死去)
1773年12月14日-08:00|中国|  ||清･乾隆38年11月|清の阿桂が小金川の反乱を鎮定
1773年12月15日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Jean Guillaume de Steinauer｣(~17761015)
1773年12月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞｽﾄﾝ茶会事件/ﾎﾞｽﾄﾝ港に停泊していたｲｷﾞﾘｽ船で開かれた茶会で､ｲﾝﾃ
  ﾞｨｱﾝに変装した植民地人が東ｲﾝﾄﾞ会社の茶箱342箱を海中に投げ捨てる
1773年12月17日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ摂政｢ｼｬﾑｽ･ｱﾄﾞﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ｣(~22日)
1773年12月22日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾑｽﾞ･ｱｯﾃﾞｨﾝ2世ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~1774年5月)
1773年12月25日 10:00|日本|愛知県名古屋市|安永2年11月12日|<名古屋安永2年｢玄海非人小屋の大火｣>六ﾂ半頃
  (19時ごろ)玄海乞食小屋与出火,1000軒ほどの集落がわずか4軒を残しただけで､そのほかは残らず焼失,五つ
  半過(21時過ぎごろ)鎮火
1773年12月30日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Thomas de Malleville
  ｣(~17960907)
1774年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Harun Shah｣(~1781年)
1774年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾏﾝﾗｰｲ朝ﾗｰﾝﾅｰ知事｢ﾌﾟﾗﾔｰ･ﾁｬｰﾊﾞｰﾝ(ﾌﾞﾝﾏｰ)｣(~1781年)
1774年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏでﾓﾝ族の反乱がおこる
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾅﾄｩﾊﾞｲ･ｳﾞｨｻｼﾞ｣(~1798年没)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝｸﾞﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃｸﾞ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ｣(~1775年没)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾚﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ｣(2回目~1775年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾘﾝｶﾞﾗｼﾞｬ1世｣(~1780年没)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼﾌｼﾝｼﾞ･ﾊﾞﾀﾞﾝｼﾝｼﾞ｣(~1803年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾆﾏｲ･ﾁｬﾗﾝ･ﾁｬﾝﾊﾟﾃｨ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1778年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾗﾝﾃﾞｳﾞｨ1世ｸﾞﾏﾝ･ｼﾝ｣(~1777年没)､摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾊﾞｲｼﾞ･ｸｼｬﾙ･ｸﾝｳ
  ﾞｧｰﾊﾞ｣(1回目~1777年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾃｨ･ｼﾝ｣(~1778年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾙﾍﾞｽﾜｰﾙ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1778年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾘｬｵ･ﾃﾞｵ｣(1回目)⇒｢ｱｼﾞｭﾏｰﾙ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1777年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ｾﾅ･ｶｽ･ｹﾙ)｢ｻﾔｼﾞ･ﾗｵ･ｲ･ｹﾞｰｸﾜﾙ｣(2回目~1792年)､摂政｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ1世
  ﾗｵ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ｣(2回目~1779年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙﾀﾝ国統治者(ﾅｲｸ)｢ﾏﾛｼﾞ･ﾗｵ･ﾆﾝﾊﾞﾙｶﾙ3世｣(~1777年)
1774年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢Madhav-Rao2世｣(~17951027死去)
1774年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾍﾟｲｲﾝﾀﾞ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ･ｻﾙﾌﾗｽﾞ･ﾊｰﾝ｣(~1793年)
1774年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬﾏｶ汗国ﾊｰﾝ｢ｱｶﾞｼﾞ･ﾊｰﾝ｣(~1786年)
1774年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||ﾅﾌﾁﾊﾞﾝはﾀﾞｹﾞｽﾀﾝのｶｼﾞ･ｸﾑｸに占領され､ｶｰﾝはｻﾘｬﾝに移住(~1776年)
1774年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｼｷ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑﾒｽﾗ｣(~1791年頃)
1774年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ibrahim Pashazade Mehmed Pasha｣(~1775年)
1774年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊﾁ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1775年)
1774年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｽﾍﾟｯﾂはｵｽﾏﾝ帝国の一部
1774年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ16世｣(~1792年)
1774年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ･ﾌﾞｼｬﾃｨ｣(~1778年死去)
1774年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1775年)
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1774年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣⇒ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣(~17850706
  死去)
1774年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾗﾄ･ﾊﾟｼｬ国ﾊﾟｼｬ｢Ahmet Kurt Pasha｣(~1787年死去)
1774年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾝﾎﾞﾏｰﾈｽが｢民衆的工業振興論｣を刊
1774年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官代行｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｳﾞｧｽﾞ･ﾃﾞ･ｱﾗｳﾎ｣(~1780年)
1774年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙでｺｰﾋｰ栽培が始まる
1774年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領東ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾄﾆﾝ｣(~1784年)
1774年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾈ
  ｵｽ｣(~1777年)
1774年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾌﾟﾚｰｻﾞﾝﾄの戦いで植民者がｼｮﾆｰ族を撃破
1774年1月5日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢Francisco Gil Lemos｣(~17770201
  )
1774年1月5日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾊﾞｼﾞﾙ･ｷｰｽ卿｣(~17770615没)
1774年1月5日-09:00|日本|島根県安来市|安永2年11月23日|<交替>出雲広瀬藩3万石｢松平近貞｣隠居⇒養子｢松平
  直義｣が継ぐ(⇒享和3(1803)年10月22日､死去)
1774年1月8日-09:00|日本|長野県飯山市|安永2年11月26日|<安永飯山騒動>信濃･飯山藩領の農民が､不作と御用
  金過重賦課に反対して強訴
1774年1月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌｨﾘｯﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾗﾀﾞﾚｽ･ｿﾄﾏｲｵｰﾙ｣(~17740924)
1774年1月17日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｻﾝﾀﾞﾄｩﾏﾅ｣(~17770505)
1774年1月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第26代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ3世｣
1774年1月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第27代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾃﾞｭﾙﾊﾐﾄ1世｣先代の弟.23代ｱﾌﾒﾄ3世の子(~17890
  407死去)
1774年1月24日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Andreas Graf von Hadik｣(~5月)
1774年1月24日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ副総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｲﾚｽ｣(~1774年8月)
1774年2月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾜﾄﾞ王｢ｱｰｻﾌ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~17970921)
1774年2月5日-09:00|日本|香川県高松市|安永2年12月25日|高松天神前より失火.旅籠町･中ﾉ村･中新町･上ﾉ村･
  東浜村･田町･東横町に延焼し,人家641軒,寺1か寺,倉庫13か所焼失
1774年2月11日-09:00|日本|  ||安永3年|<完成>俳人松露庵烏明｢婦多つ乃文｣
1774年2月28日-09:00|日本|  ||安永3年1月18日|<死去>観世元章(53歳)猿楽師
1774年3月16日-09:00|日本|長野県飯山市|安永3年2月5日|<死去>信濃飯山藩35000石｢本多助盈｣(57歳)⇒3月29
  日､嫡孫｢本多助受｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年7月23日､隠居)
1774年3月17日 04:00|ﾁﾘ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸ大尉が訪れｲｰｽﾀｰ島と名付けた
1774年3月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｶﾙｶｯﾀに最高法院を設置
1774年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会がﾎﾞｽﾄﾝ港法を可決､茶会事件の損害弁償まで港を閉鎖
1774年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1774年4月19日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾘｽﾄﾌ･ｳﾞｨﾘﾊﾞﾙﾄ･ｸﾞﾙｯｸ《歌劇｢ｵｰﾘｰﾄﾞのｲﾌｨｼﾞｪﾆｰ｣》
1774年4月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗﾝﾌﾟｰﾙ国は破壊され､国の大部分はｱﾜﾄﾞに併合された
1774年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｪｲﾝ｣
1774年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｪｲﾝ｣先代の子(~18411215死去)
1774年4月25日-09:00|日本|  ||安永3年3月15日|京要法寺本堂落成
1774年4月28日-09:00|日本|  ||安永3年3月18日|<死去>建部綾足(56歳)俳人､小説家､国学者､画家
1774年4月29日-09:00|日本|  ||安永3年3月19日|<死去>桃井直由(51歳)剣術家､鏡新明智流の祖
1774年5月-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｲｯｽﾞ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ｣(~17790913没)
1774年5月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Heinrich Joseph Graf von Auersperg｣(~1780.6)
1774年5月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾅﾊﾞｽ｣⇒総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｶﾙﾎﾞﾈﾙ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾋﾞｰｺﾞ･ｲ･ｺﾚｱ
  ｣(~1779年11月)
1774年5月2日-09:00|日本|新潟県胎内市|安永3年3月22日|<死去>越後黒川藩1万石｢柳沢保卓｣(48歳)⇒長男｢柳
  沢信有｣が継ぐ(⇒寛政9(1797)年3月23日､死去)
1774年5月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王｢ﾙｲ15世｣天然痘が原因で/64歳(誕生17100215)
1774年5月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ﾙｲ16世末王｣ﾙｲ15世の孫(~17920810)
1774年5月11日-09:00|日本|東京都中央区|安永3年4月|<初演>｢鎌髪｣四代目市川團十郎､中村座
1774年5月17日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾎﾒ王国国王｢ﾃｸﾞﾍﾞｽ･ｱｳﾞｨｽ｣
1774年5月17日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾎﾒ王国国王｢ｸﾍﾟﾝｸﾞﾗ･ｸﾞｱﾝｽﾅ｣(~17890417没)
1774年5月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ﾄﾏｽ･ｹﾞｲｼﾞ｣(~17751011)
1774年5月17日-09:00|日本|東京都中央区|安永3年4月7日|<初演>｢其面影二人椀久｣<二人椀久>市村座
1774年5月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｸﾘｰｳﾞﾗﾝﾄﾞ公･2代ｻｳｻﾝﾌﾟﾄﾝ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣
1774年5月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会がﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ統治法､裁判営法を制定
1774年5月20日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国,島の防衛が財政的に困難となり,いったん島を放棄.ﾎﾟ
  ｰﾄ･ｴｸﾞﾓﾝﾄへの英国人帰還が認められる.ただしｽﾍﾟｲﾝ領であることを承認させられる.東ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞには引き続
  きｽﾍﾟｲﾝ人が居留
1774年5月23日-09:00|日本|東京都江東区|安永3年4月13日|<大相撲>安永3年4月場所[江戸深川八幡宮](~8日間)
  優勝(西前1)達ヶ関,6勝0敗2休
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1774年5月26日-09:00|日本|京都府京都市東山区|安永3年4月16日|京都三十三間堂通矢の｢半堂大矢数｣､野呂定
  吉が通矢11,715本(総矢数11,965本)を記録
1774年5月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｰﾌﾟﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾋﾞﾑ･ｼﾝ｣(~17960519没)
1774年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会がﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ軍隊宿営条例を制定
1774年6月15日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島暫定知事｢Antonio Apodaca｣(~17760606)
1774年6月16日 10:00|ｸｯｸ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの司令官ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸがｱﾊﾞﾗｳをﾊﾟｰﾏｽﾄﾝ島と名付けた
1774年6月21日 11:00|ﾆｳｴ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||HMSﾚｿﾞﾘｭｰｼｮﾝでｲｷﾞﾘｽの司令官ｼﾞｪｰﾑｽﾞｸｯｸがﾆｳｴを訪れ､ｻﾍﾞｰｼﾞｱｲﾗﾝﾄﾞと
  名付けた
1774年6月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会で､ｱﾒﾘｶ植民地への弾圧立法のｹﾍﾞｯｸ法が成立
1774年7月3日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸ大尉によってｳﾞｧﾄｱ島再発見
1774年7月7日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|安永3年5月29日|<交替>播磨三日月藩15000石｢森俊春｣隠居⇒長
  男｢森俊韶｣が継ぐ(⇒寛政5(1793)年11月10日､隠居)
1774年7月16日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|安永3年6月8日|<移封>肥前島原藩77000石｢戸田忠寛｣⇒下野宇都宮
  藩77000石(⇒天明2(1782)年9月､河内･播磨国内77000石に移封)
1774年7月16日-09:00|日本|長崎県島原市|安永3年6月8日|<交替>下野宇都宮藩65900石｢松平忠恕｣⇒肥前島原藩
  65000石(⇒寛政4(1792)年4月27日､死去)
1774年7月17日-11:00|ﾊﾞﾇｱﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸ大尉が訪れ､ﾆｭｰﾍﾌﾞﾘﾃﾞｨｰｽﾞと名付けられた
1774年7月21日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾅｸｿｽ･ｷｸﾗﾃﾞｽ諸島のｵｽﾏﾝ帝国の支配が回復(ﾛｼｱは17750603に撤退)
1774年7月21日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦7月10日|ｱｿﾞﾌはｷｭﾁｭｸ･ｶｲﾅﾙｶ条約によりｵｽﾏﾝ帝国からﾛｼｱに割譲された
1774年7月21日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦7月10日|ｷｭﾁｭｸ･ｶｲﾅﾙｼﾞｬ条約が結ばれ､第1次ﾛｼｱ･ﾄﾙｺ戦争が終
  結
1774年7月31日-09:00|日本|  ||安永3年6月23日|<安永3年近畿地方暴風雨､高潮>備後より播州､摂州､近江まで
  大風と高潮/大坂道頓堀筋､水八尺(2.4m)上がり､死人1600人ほど,船四百艘ほど破船/兵庫では海岸の防潮堤を
  乗り越え大船が乗り込み､京都は大風にて､京中の瓦を吹き落とす/大風雨にて桂川出水､堤崩れる.淀城川水あ
  ふれ､石垣をはじめ民家まで破壊
1774年8月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾌﾞﾚｸﾅｰ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾙｹﾝﾀｰﾙ｣(17771112まで政府大
  統領~17870109)
1774年8月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ副総督｢ﾏﾃｨｱｽ･ﾏｸﾅﾏﾗ｣(~1775年11月)
1774年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ:化学者ﾌﾟﾘｰｽﾄﾘｰが酸素の単離に成功
1774年8月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｲｾﾞｯﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~17750706)
1774年8月9日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓翼ﾎﾞ｣(~16日)
1774年8月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾜｽ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾀﾞｼﾌ･ﾗｵ1世ﾌﾟｱﾙ｣(~17901202没)
1774年8月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢申晦｣(~17750727)
1774年8月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢Jacques Turgot｣(~17760512)
1774年8月31日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾌﾞｺｳﾞｨﾅはｵｰｽﾄﾘｱに占領される
1774年9月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾞｰﾃが｢若きｳｪﾙﾃﾙの悩み｣を刊
1774年9月4日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱがｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞｸｯｸ大尉によって発見され､名前が付け
  られた
1774年9月4日-09:00|日本|  ||安永3年7月29日|<死去>冷泉為村(63歳)権大納言､歌人
1774年9月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>｢大陸｣議会議長｢Peyton Randolph｣(1期目~10.22)無所属
1774年9月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱで､第1回大陸会議が開催される(~10.26)
1774年9月5日 11:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安永3年7月30日|<鹿児島安永3年の大火｢南林寺門前火事｣>(~8月1
  日)夜､下町の南林寺門前の家屋から出火,翌日までに､菩薩下小路から船津寺までの下町の半分に延焼､被災､
  大屋敷1か所､寺門前､町家554軒
1774年9月6日-09:00|日本|  ||安永3年8月|<刊行>杉田玄白･前野良沢･中川淳庵･石川玄常･桂川甫周,訳｢解体新
  書｣
1774年9月6日-09:00|日本|  ||安永3年8月|<刊行>本木良永｢転地二球用法｣
1774年9月6日-08:00|中国|  ||清･乾隆39年8月|清の山東で王倫の清水教の反乱がおこる
1774年9月16日-09:00|日本|東京都|安永3年8月11日|<死去>鶴賀新内(62歳､正徳3(1713)年生)/新内節で一世を
  風靡した
1774年9月19日-09:00|日本|  ||安永3年8月14日|<死去>二条淳子(62歳)有栖川宮職仁親王の妃
1774年9月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第249代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ14世｣[17051031生～]享年68
1774年9月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾎｾ･ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾀﾞ･ｶﾏﾗ｣(~17790526)
1774年9月24日-09:00|日本|  ||安永3年8月19日|<完成>世良田村(尾島町)の毛呂権蔵｢上野国志｣
1774年9月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>15代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼｮﾙﾄ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1774年9月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>16代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~18270717死去)
1774年9月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｷﾞｶ｣(2回目~17771001)
1774年9月28日-09:00|日本|岡山県新見市|安永3年8月23日|<死去>備中新見藩18000石｢関政辰｣(18歳)⇒兄｢関長
  誠｣が継ぐ(⇒寛政7(1795)年11月24日､隠居)
1774年10月 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ﾓﾝﾌｫｰﾙ･ﾌﾞﾗｳﾝ｣(1回目~17760304/1776030
  4~17760923ｱﾒﾘｶの捕虜)
1774年10月1日-09:00|日本|  |||幕府が宮中つきの役人など数十人を横領の罪で捕らえ､翌日処罰
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1774年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1774年10月6日-09:00|日本|  ||安永3年9月2日|<死去>2代中村七三郎(72歳)歌舞伎役者
1774年10月6日-09:00|日本|福岡県朝倉市|安永3年9月2日|<死去>筑前秋月藩5万石｢黒田長恵｣(21歳)⇒｢黒田長
  堅｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年2月10日､死去)
1774年10月10日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||HMSﾚｿﾞﾘｭｰｼｮﾝでｼﾞｪｰﾑｽﾞｸｯｸによって再発見され､ﾉｰﾌｫｰｸ公爵夫人
  のﾒｱﾘｰﾊﾜｰﾄﾞにちなんでﾉｰﾌｫｰｸ島と名付けられた
1774年10月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾀﾞﾝﾓｱ卿戦争､ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ民兵､ﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝを征伐
1774年10月12日-09:00|日本|東京都千代田区|安永3年9月8日|<死去>徳川治察(22歳)田安徳川家2代当主
1774年10月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗﾝﾌﾟｰﾙ国(ｼﾞｬｷﾞﾙ)はﾛﾋﾙｶﾝﾄﾞの一部から形成され､ｱﾜﾄﾞ(ｱｳﾄﾞ)に従属
1774年10月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽとの輸入禁止･輸出禁止策を実施するための大陸連盟結成
1774年10月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>｢大陸｣議会議長｢Henry Middleton｣(~26日)無所属
1774年10月30日-08:00|中国|  ||清･乾隆39年9月26日|舒赫徳が､清の山東で起こった清水教の反乱を鎮圧
1774年11月4日-09:00|日本|広島県広島市|安永3年10月1日|広島水主町出火,水主屋敷84軒,町家27軒(94竈)焼失
1774年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱｿﾙ公･4代ﾃｨﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ侯･7代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯･4代ｽﾄﾗｽﾃ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯｢ｼ
  ﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣(⇒17860818兼初代ｽﾄﾚﾝｼﾞ伯~18300929死去)
1774年11月9日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝで教区司祭の在俗化を推進する勅令が発布
1774年11月13日-09:00|日本|東京都江東区|安永3年10月10日|<大相撲>安永3年10月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(西前3)稲川,6勝0敗1預1休
1774年11月15日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ﾄｰﾏｽ･ｼｬｰﾘｰ卿｣(~1778年)
1774年11月17日-09:00|日本|福井県坂井市|安永3年10月14日|三国湊で大火,町家786軒など焼失
1774年11月20日-09:00|日本|東京都台東区|安永3年10月17日|隅田川に大川橋(吾妻橋)が架設される
1774年12月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ｱｸﾞﾊﾞﾐ｣(~1775年)
1774年12月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾅｰｶﾞﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾐﾄﾞ･ﾊﾝｼﾞｰ1世｣(~18110226没)
1774年12月3日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|安永3年11月|伊勢崎藩､文武学校学習堂を開設
1774年12月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの宮廷医で経済学者ﾌﾗﾝｿﾜ･ｹﾈｰ(1694-､80歳)農民の税金軽減と穀
  物輸出の自由化などを主張した､
1774年12月20日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永3年11月18日|<死去>3代芳澤あやめ(55歳)歌舞伎役者
1774年12月24日-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽ･ｸｯｸ大尉によって再発見され､ｸﾘｽﾏｽ島と名付けられた
1774年12月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永3年11月22日|<初演>｢櫻鍔恨鮫鞘｣<鰻谷>(作･八民平七)豊竹座
1774年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｻﾝ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ劇場炎上
1774年12月27日-09:00|日本|香川県さぬき市|安永3年11月22日|高松藩領志度浦大火.324戸延焼
1775年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<就任>化身ﾗﾏ｢ﾙｳﾞｻﾝﾁｭﾌﾃﾞﾝｳﾞｧﾝﾁｭｸﾞ(ｼﾞｪﾌﾟﾂﾝﾀﾝﾊﾟ4世)｣(~1813年没)
1775年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Bernardus van Pleuren｣(~1785年)
1775年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾚｲﾏﾝ･ｼｬｰ｣(~1781年)
1775年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Paharuddin｣(~1780年)
1775年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||ｻﾊﾞは正式にｽｰﾙｰｽﾙﾀﾝ主権下に置かれた(1881年からはｲｷﾞﾘｽの統治下~19460715)
1775年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｱﾝﾉﾝ2世｣(~1779年8月没)
1775年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾑﾊﾟｰﾝ国主｢ｶｰｳｨﾗ｣(~1781年)
1775年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ国主(ﾁｬｵ)｢ｶｳｨﾗ｣(~1813年)
1775年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾗﾑﾊﾟｰﾝはﾀｲの宗主国の下で復元
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾙｶ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｰﾃｨ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1776年)
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝｸﾞﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾝｻｰﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ2世｣(~1810年)
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞｲﾙｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ｣(2回目~17831203)
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｿ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ﾁｪｯﾄ･ｼﾝ｣(~1786年)
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｽﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏｸﾝﾀﾞ･ﾃﾞｵ･ﾊﾞﾆ｣(~1795年)
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾆﾏｲ･ﾁｬﾗﾝ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ･ﾓﾊﾊﾟﾄﾗ｣(~1798年)
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｰｼﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝ･ﾗｵ｣(~1777年没)
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｶﾞﾙ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾊﾐﾙ･ｼﾝ｣(~1790年)
1775年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾝｶｰ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ)｢ﾃﾞｨﾗｰｼﾞ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~不明)⇒｢ﾗﾑ･ﾗｼﾞ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~
  不明)⇒｢ｼｬﾑ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1802年)
1775年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ｼｬｰ･ﾌｧｼﾞﾙ｣(~1778年)
1775年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第47代ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ･ﾌｧｲｽﾞ｣ｶｲﾌﾟの子(~1779年死去)
1775年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのﾃｨﾑｰﾙ･ｼｬｰがｶｰﾌﾞﾙに遷都
1775年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾｲｼｪﾙ司令官｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾙ･ﾙｰ･ﾄﾞ･ｹﾙﾒｾﾌﾞﾝ｣(~1777年)
1775年-04:00|UAE|  |||<即位>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Majid Al Mu`alla｣⇒｢Sheikh Rashid1世 ibn
   Majid Mu`alla｣(~1816年)
1775年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｷｬﾘｰﾑ･ﾊｰﾝがﾊﾞｽﾗを包囲攻撃し占領
1775年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｱﾌﾞﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾟｼｬ｣(~1777年)
1775年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国摂政｢ﾊﾞﾃﾞｨ･ﾜﾗﾄﾞ･ﾗｼﾞｬﾌﾞ｣(~1780年)
1775年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗ統治者(ｵﾑﾊﾞｲﾄ)｢ﾏｲﾗﾝｷﾞ･ｶﾞ･ｷｮｺｱﾗ｣(~1800年)
1775年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾙﾄﾞﾌｧﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊｼﾑ･ｲﾌﾞﾝ･ｲｻｳｨ･ｱﾙ･ﾑｻｯﾊﾞｱｳｨ｣独立回復(~1782年)
1775年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Abdolla Pasha｣(~1777年)
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1775年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Osman Pashazade Mehmed Pasha｣(~同年)⇒｢Ali Pas
  ha｣(~12月)
1775年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｲｾﾞｯﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17780715)
1775年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｷﾀﾝｺﾞﾆｱ首長｢ﾄﾜｶﾘ･ﾋｼﾞｬ｣(~1804年頃)
1775年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1778年)
1775年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｶｼﾞﾐｰﾙ2世｣(~1801年)
1775年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｾｲｴﾄﾞ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1776年)
1775年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ｱｻﾌｧ･ﾀﾞﾝ･ﾀﾆﾑﾝ｣(~1782年没)
1775年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ｱｲｸﾍﾟ｣(~1783年)
1775年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ統治者(ﾒﾄ)｢ﾎﾝ｣(~1800年)
1775年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｲﾅｼｵ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾊﾞｲｱﾝ｣(4.8まで代行~1790年)
1775年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島副総督｢ｼﾞｮﾝ･Nugent｣(~1782年)
1775年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島副知事｢John Nugent｣(~1782年)
1775年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王代理｢Rene Camille｣
1775年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｸﾚｲｽﾀｰ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｸﾞﾚ
  ｰﾄﾍｯﾄﾞ｣(~17770421)
1775年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾍﾟﾚｽ･ｷﾊﾉ｣(~1779年)
1775年1月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ｽｸﾀﾘ･ﾊﾟｼｬ国ﾊﾟｼｬ｢Mehmed Bushati｣
1775年1月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｽｸﾀﾘ･ﾊﾟｼｬ国ﾊﾟｼｬ｢Kara Mahmud Bushati｣(~17960922死去)
1775年1月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興35年12月|大越でﾁﾝ軍がﾌｴ(順化)に侵入､ｸﾞｪﾝ･ﾌｯｸ･ﾄﾝ(阮福淳)は
  ｸｱﾝﾅﾑ(広南)に逃げる
1775年1月10日-09:00|日本|長野県松本市|安永3年12月9日|<交替>信濃松本藩6万石｢松平光和｣隠居⇒弟｢松平光
  悌｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年6月21日､死去)
1775年1月11日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾈﾊﾟｰﾙ国王｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨ･ﾅﾗﾔﾅ･ｼｬｰ｣52歳
1775年1月11日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾈﾊﾟｰﾙ国王｢ｼﾝﾊ･ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼｬｰ･ﾃﾞｰｳﾞｧ｣(~17771117没)
1775年1月15日-09:00|日本|栃木県足利市|安永3年12月14日|<死去>下野足利藩11000石｢戸田忠言｣(48歳)⇒翌年
  2月8日､八男｢戸田忠喬｣が継ぐ(⇒文政4(1821)年4月7日､隠居)
1775年1月17日 02:00|英領SG･SS諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｳｽｼﾞｮｰｼﾞｱ島は､最初に訪れたｼﾞｪｰﾑｽﾞｸｯｸ大尉によって英国
  領宣言､ｼﾞｮｰｼﾞ3世のｼﾞｮｰｼﾞｱ島と名付けた
1775年1月19日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Jan de Windt, Jr.｣
1775年1月19日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Abraham Heyliger｣(~1776年)
1775年1月25日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｼﾗﾌﾀﾞﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17770520)
1775年1月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ､ﾜｽﾞｨﾙ･ｱﾙ･ﾏﾏﾘｸ)｢ｱｻﾌ･ｱﾄﾞ･ﾀﾞｳﾗ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾔﾋﾔ･ｶｰﾝ･ｱﾏﾆ
  ｣(~17970921没)
1775年1月31日-09:00|日本|  ||安永4年|<完成>三浦梅園｢玄語｣8巻
1775年1月31日-09:00|日本|  ||安永4年|<完成>長久保赤水｢日本輿地路程全図｣
1775年1月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興36年|<譲位>広南国王｢定王阮福淳｣(~1777.8殺害される)
1775年1月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興36年|<即位>広南国王｢新政王阮福暘｣(~1777.8殺害される)
1775年1月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾞﾘｼﾞｵ･ｷﾞｳｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~17770131)
1775年1月31日-09:00|日本|  ||安永4年1月|<刊行>恋川春町｢金々先生栄花夢｣(黄表紙の始め)
1775年1月31日-09:00|日本|東京都中央区|安永4年1月|<初演>｢垣衣戀写絵｣<双面水照月>｢隅田川続俤｣の原型/
  江戸中村座
1775年2月3日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼﾞｮﾝ･ｲﾌﾟｼﾗﾝﾃｨｽ｣(1回目~17820214)
1775年2月6日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ｼｪﾜ支配君主｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ･ｱﾑﾊ･ｲﾔｻｽ｣(~18070730没)
1775年2月6日 02:00|英領SG･SS諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞｸｯｸはｻﾝﾄﾞｲｯﾁ諸島ｸﾞﾙｰﾌﾟを発見し､最初の主であるｻﾝﾄ
  ﾞｲｯﾁ伯爵ｼﾞｮﾝﾓﾝﾀｷﾞｭｰにちなんで､ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾗﾝﾄﾞと名付けた
1775年2月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾌﾞﾗｳﾝ
  ｣(~17790117)
1775年2月15日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾅｰﾝ王国｢ｳｨﾄｩｰﾝ｣(~1778年)ﾄﾝﾌﾞﾘｰ王･ﾀｰｸｼﾝの指命
1775年2月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第250代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ6世｣(~17990829死去)
1775年2月17日-09:00|日本|沖縄県|安永4年1月18日|<死去>屋嘉比朝寄(60歳)琉球の音楽家
1775年3月-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞで常設会議が設立
1775年3月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興36年2月|大越でｸﾞｪﾝ･ｳﾞｧﾝ･ﾆﾔﾂｸ軍はﾁﾝ氏に従うことを誓ったう
  えで､広南に侵政/一説にｸﾞｪﾝ･ﾌｯｸ･ﾄﾝは船でｼﾞｬﾃﾞｨﾝ(嘉定)に逃走しようとしたが船が沈没して死亡､他は捕虜
  となる
1775年3月4日-09:00|日本|愛媛県西条市|安永4年2月3日|<交替>伊予西条藩33000石｢松平頼淳｣紀伊国紀州藩を
  相続⇒甥｢松平頼謙｣が継ぐ(⇒寛政7(1795)年8月7日､隠居)
1775年3月4日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|安永4年2月3日|<交替>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川重倫｣隠居⇒
  叔父｢徳川治貞｣が継ぐ(⇒寛政元(1789)年10月26日､死去)
1775年3月8日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌﾞﾗｳﾝ｣(~17920929没)
1775年3月9日-09:00|日本|栃木県大田原市|安永4年2月3日|<交替>下野大田原藩11400石｢大田原友清｣隠居⇒次
  男｢大田原庸清｣が継ぐ(⇒享和2(1802)年8月5日､死去)
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1775年3月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞで､第1次ﾏﾗｰﾀｰ戦争が始まる
1775年3月17日-09:00|日本|長崎県平戸市|安永4年2月16日|<交替>肥前平戸藩61700石｢松浦誠信｣隠居⇒嫡孫｢松
  浦清｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年11月､隠居)
1775年3月25日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Francisco Jose da Rocha｣(~1
  7770603)
1775年3月29日-09:00|日本|東京都|安永4年2月28日|<死去>七代目中村勘三郎
1775年3月31日-09:00|日本|  ||安永4年3月|<刊行>向井去来,俳論書｢去来抄｣
1775年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾃﾞｳﾞﾚﾄ4世ｷﾞﾚｲ｣(3期目~17770304)
1775年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｱﾝｼﾞｪﾛ･ｵﾙﾄﾗｰﾆ｣
1775年4月10日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾔﾝ･ﾀﾃﾞｳｼｭ･ｻﾞｲﾍﾞﾙｸ｣(~1778年)
1775年4月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｲﾜﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚｰｴｳﾞｨﾁ･ｵｽﾀｰﾏﾝ｣(17961120まで副首相~17970
  502)
1775年4月16日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾔﾝｸﾞ卿｣(~17760503)
1775年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾎﾞｽﾄﾝを占領(~17760317)
1775年4月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾚｷﾝﾄﾝ･ｺﾝｺｰﾄﾞの戦いが起こる/独立戦争が開始される
1775年4月21日-09:00|日本|東京都江東区|安永4年3月22日|<大相撲>安永4年3月場所[江戸深川八幡宮](~4日間)
  優勝(西小結)達ヶ関,4戦全勝
1775年4月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｱﾏﾃﾞｳｽ･ﾓｰﾂｧﾙﾄ《歌劇｢羊飼いの王様｣》
1775年4月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ農産物不作のため穀物価格が上昇し､｢小麦粉戦争｣と呼ばれる食糧騒擾が
  各地に起こりﾊﾟﾘにも波及
1775年5月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ独立戦争､植民地側の遠征隊がｶﾅﾀﾞへの重要地点であるﾀｲｺﾝﾃﾞﾛｰｶﾞ砦
  を占領
1775年5月2日-09:00|日本|東京都|安永4年4月3日|<死去>初代中山新九郎(74歳)歌舞伎役者
1775年5月4日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永4年4月5日|<初演>｢競伊勢物語｣(作･奈河亀輔)中の芝居
1775年5月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｳｸﾗｲﾅ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国が､ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ北部のｳﾞｺｳﾞｨﾅ地方をｵｰｽﾄﾘｱに割譲
1775年5月7日 00:00|日本|福井県大野市|安永4年4月8日|<越前大野安永4年の大火｢太郎兵衛火事｣大野史上最大
  の大火>朝､五つ半過ぎ(午前9時過ぎ)､大野城南東の野口村太郎兵衛宅より出火､城下は数町を残すのみとなり
  ほとんど焼失し､城下北部の中荒井村も大半が焼けた/炎は城内にまで侵入し､本丸の天守閣をはじめ会所(藩
  が領内の物産を専売品として生産管理及び販売した役所)及び長屋(藩士の詰め所)から御作事(普請担当奉行
  等詰め所､資材倉庫)も焼け､果ては武器庫や煙硝蔵(火薬庫)までにも炎が侵入､三の丸から内堀をへだてた武
  家屋敷街の柳町まで全焼/翌日巳刻(午前10時ごろ)鎮火/町家の被害は､本家(土地所有の家)580軒､地名子(借
  地人の家)73軒､借屋889軒､奉公人(商家の雇人の家)6軒の合計1548軒､土蔵247棟､寺院20か所､庵3軒､が焼失
1775年5月9日-09:00|日本|愛媛県大洲市|安永4年4月10日|大洲如法寺焼失
1775年5月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>｢大陸｣議会議長｢Peyton Randolph｣(2期目~24日)無所属
1775年5月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||第2回大陸会議がﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱに招集される
1775年5月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||独立軍遠征隊,ｶﾅﾀﾞへの重要地点であるﾀｲｺﾝﾃﾞﾛｰｶﾞ砦を占領
1775年5月12日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ﾚｲﾉｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙｳﾞｪｰｳﾞ伯ｼﾞｬﾝ=ﾌﾗﾝｿﾜ｣(1回
  目~8.16)
1775年5月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ﾗｸﾞｼﾞ2世｣(~18160322没)
1775年5月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾅｰﾗｽ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞの一部(~19101109)
1775年5月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾜｯﾄが蒸気機関の特許を取得
1775年5月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>｢大陸｣議会議長｢John Hancock｣(~17771029)無所属
1775年6月6日 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官｢Alexandre Rene d'Agneau-Douv
  ille｣(~1784.1)
1775年6月8日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏代行｢ﾐｼｪﾙ･ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｰｾﾞﾌ ｱﾝﾌﾞﾛｼ｣(~8.31)
1775年6月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｱﾌﾞｰ･ｱﾙｻﾞﾊﾌﾞがｼﾘｱ遠征中に没
1775年6月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||大陸会議がｱﾒﾘｶ連合軍(植民地軍)を組織
1775年6月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ､独立戦争､ﾊﾞﾝｶｰ･ﾋﾙの戦いで植民地軍がｲｷﾞﾘｽ軍に大打撃を与える
1775年6月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~9.15)
1775年6月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯｢Charles｣
1775年6月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳｼﾞﾝｹﾞﾝ侯｢Charles William｣(~18030517死去)
1775年6月21日-09:00|日本|  ||安永4年5月24日|幕府が銀および銀箔の私売買を禁止
1775年6月22日-09:00|日本|山形県山形市|安永4年5月25日|<死去>秋元凉朝(59歳)前出羽山形藩主
1775年6月28日-08:00|中国|  ||清･乾隆40年6月|清が広西商民の国境での自由貿易を禁止
1775年7月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾓﾗﾘ･ﾃﾞﾙｳﾞｨｼｭ･ﾒｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17771205)
1775年7月14日-09:00|日本|福岡県福岡市|安永4年6月17日|<死去>黒田継高(73歳)前筑前福岡藩主
1775年7月29日-09:00|日本|京都府京都市|安永4年7月3日|大丸屋4代･正太郎､乱心して人7人を殺傷し､自分も悶
  死/大丸屋騒動
1775年8月2日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢韓翼ﾎﾞ｣(~17760124)
1775年8月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国摂政｢ﾗﾝｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~17780328)
1775年8月16日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｴﾈﾘｰ伯爵ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾃﾚｰｽﾞ･ｼｬﾙﾊﾟﾝﾃｨｴ｣(~177612
  13没)
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1775年8月19日-09:00|日本|長野県松本市|安永4年7月24日|<死去>松平光和(32歳)前信濃松本藩主
1775年8月24日-09:00|日本|岡山県倉敷市|安永4年7月29日|<死去>池田政弼(35歳)備中生坂藩主⇒息子の政房が
  跡を継いだ
1775年8月24日-09:00|日本|山口県下関市|安永4年7月29日|<交替>長門清末藩1万石｢毛利政苗｣隠居⇒七男｢毛利
  匡邦｣が継ぐ(⇒文化15(1818)年3月4日､隠居)
1775年9月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ8世｣(~17900816
  没)
1775年9月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Eugenio Fernandez de Alvarado y
   Perales Hurtado y Colomo｣(~1779年)
1775年9月1日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾐﾋｬｴﾙ･ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｷﾞﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾛｰｾﾞﾈｯｸﾞ｣(~178
  90120)
1775年9月4日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾌﾃﾞｨ･ｱｯﾊﾞｽ｣
1775年9月6日-09:00|日本|長崎県対馬市|安永4年8月12日|<死去>宗義蕃(59歳)前対馬府中藩主
1775年9月13日-09:00|日本|千葉県館山市|安永4年8月19日|<死去>安房国北条藩15000石｢水野忠見｣(46歳)⇒長
  男｢水野忠韶｣が継ぐ(⇒文政10(1827)年8月19日､上総鶴牧藩15000石に陣屋移転)
1775年9月15日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾘ1世｣ｱﾙﾏﾌﾃﾞｨ･ｱｯﾊﾞｽの息子(~18091025死去)
1775年9月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾛｰﾚﾝｽ｣(~1776年)
1775年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾞｻｰｽﾄ伯｢ｱﾚﾝ･ﾊﾞｻｰｽﾄ｣
1775年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾞｻｰｽﾄ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾞｻｰｽﾄ｣先代の息子(~17940806死去)
1775年9月21日-09:00|日本|福井県福井市|安永4年8月27日|福井城下で大火,城内三の丸櫓･町家717軒など焼失
1775年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｴﾝｼﾞｪﾙｽ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾊﾟｵﾛｰﾆ｣
1775年10月2日-09:00|日本|石川県白山市|安永4年9月8日|<死去>加賀千代女(73歳､元禄16(1703)年生)俳人･書
  家
1775年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｱﾝﾄﾘﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣
1775年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｱﾝﾄﾘﾑ伯｢ﾗﾝﾀﾞﾙ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣(⇒17850619ｱﾝﾄﾘﾑ伯再叙爵⇒17890
  818ｱﾝﾄﾘﾑ侯~17910725死去)
1775年10月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||大陸会議､漁船の武装化を指令､ｱﾒﾘｶ最初の海軍となる
1775年10月13日-09:00|日本|群馬県高崎市|安永4年9月19日|<死去>上野吉井藩1万石｢松平信明｣(31歳)⇒養子｢
  松平信成｣が継ぐ(⇒寛政12(1800)年2月13日､隠居)
1775年10月17日-09:00|日本|佐賀県唐津市|安永4年9月23日|<交替>肥前唐津藩6万石｢水野忠任｣隠居⇒養子｢水
  野忠鼎｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年9月5日､隠居)
1775年10月19日-09:00|日本|東京都中央区|安永4年9月25日|<初演>人形浄瑠璃｢戀娘昔八丈｣[作･松貫四(曲亭馬
  琴)]江戸外記座
1775年10月21日-09:00|日本|福井県小浜市|安永4年9月27日|<死去>酒井忠用(54歳)前若狭小浜藩主､元寺社奉行
  ･大坂城代･京都所司代
1775年10月23日-09:00|日本|京都府南丹市|安永4年9月29日|<死去>丹波園部藩24000石｢小出英常｣(33歳)⇒11月
  24日､長男｢小出英たけ｣が継ぐ(⇒文政4(1821)年5月10日､死去)
1775年10月24日-09:00|日本|大分県杵築市|安永4年10月|妙経寺庭園作庭
1775年10月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾀﾌﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜｯﾄ)｢ｻﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~18440105没)
1775年11月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ副総督代行｢ﾄｰﾏｽ･ｼｬｰﾌﾟﾚｽ｣(~12月)
1775年11月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ4世｣
1775年11月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ｶｰﾙ3世ｱｳｸﾞｽﾄ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(~17950401死去48歳)
1775年11月9日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾗﾝｼｽｺ･ﾋﾒﾈｽ･ﾃﾞ･ﾃﾊﾀﾞ｣
1775年11月9日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ﾛｯｾﾙﾐｰﾆ｣(~12日)
1775年11月9日-09:00|日本|東京都江東区|安永4年10月17日|<大相撲>安永4年10月場所[江戸深川八幡宮](~9日
  間)優勝(西前3)稲川,6勝1敗1無勝負1休
1775年11月12日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾃﾞ･ﾛｱﾝ･ﾎﾟﾙﾃﾞｭｯｸ｣(~17970713没)
1775年11月13日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ軍,ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙに無血入城
1775年11月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾜﾙ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣建国(~17910926没)
1775年11月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||大陸会議､外交を担当する秘密通信委員会を設置
1775年12月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ副総督｢ｼﾞｮｾﾌ･ｳｫｰﾙ｣(~17760808)
1775年12月3日-09:00|日本|岐阜県郡上市|安永4年11月11日|<交替>美濃郡上藩48000石｢青山幸道｣隠居⇒長男｢
  青山幸完｣が継ぐ(⇒文化5(1808)年11月8日､死去)
1775年12月8日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｸﾛｯﾌﾟﾏﾝ｣(⇒1776年首相
  ･会長代行~1786年)
1775年12月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Petrus Albertus van der Parra｣
1775年12月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Jeremias van Riemsdijk｣(~17771003死
  去)
1775年12月29日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Bache Elzear Alexandre｣(~1782年)
1775年12月31日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｰﾉﾙﾄﾞ,ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰのｱﾒﾘｶ軍,ｹﾍﾞｯｸ急襲するも失敗
1776年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｶｴﾀｰﾉ･ﾃﾞ･ﾚﾓｽ･ﾃﾚ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~1779年)
1776年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ大統領府総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍｲ｣(~同年)⇒｢ｳｨﾘｱﾑ･Broff｣(~1780年死
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  去)
1776年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muhammad Bahauddin｣(~1803年)
1776年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｼﾞｸﾞﾒ･ｼﾝｹﾞ｣(~1788年)
1776年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ｼｭﾘﾆｳﾞｧｽﾗｵ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾙ｣(4回目~17770830)
1776年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾙｶ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨｸﾗﾏｼﾞｯﾄ｣(1回目~1817年)
1776年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾀｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｻﾏﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1791年没)
1776年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾗｳﾝ国統治者(ﾗｵ)｢ｺﾞﾋﾞﾝﾄﾞﾗｵ1世｣建国(~1822年没)
1776年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｿﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｼﾞｪｲ･ﾊﾟﾙ｣(~1806年没)
1776年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾗｽﾍﾞﾗ国ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ｢ﾐｰﾙ･ｶｰﾝ1世｣(~1818年)
1776年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<死去>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｰﾃﾞｨ4世｣
1776年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｶﾌｧ帝国ｶﾌｨ･ｱﾃｨｵ｢ﾍﾞｼ･ｷﾞﾉﾁｮ｣(~1798年)
1776年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾄﾞﾗﾝ2世ｲﾌﾞﾝ･ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣(~1789年没)
1776年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ahmed Izzet Pasha｣(1期目~1778.6)
1776年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<即位>ｸﾊﾞ王国ﾆｰﾐ｢ｺﾄｱﾝﾌﾞｰﾙ･ｶﾀﾑﾌﾞﾗ｣(~1810年)
1776年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾀﾞﾏﾄﾞ･ﾒﾘｸ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1779年)
1776年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ｱｶﾝﾓｳ｣(~1802年)
1776年-01:00|ﾘﾋﾞｱ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ2世ｱﾙﾑﾝｽｰﾙ｣(~1780年)
1776年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ｻﾝﾁｬｺﾞを中心にﾍﾟﾙｰ副王の圧政に対する反乱
1776年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがｱﾙｶﾊﾞﾗ税徴収請負制度を廃止
1776年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｱﾌﾞﾀﾞﾙｶﾃﾞｨﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾏﾃﾞｨ･ﾄﾛﾄﾞ･ｶﾝ｣(~1806年6月
  )
1776年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｬｰﾋﾞｽ｣
1776年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･Gumbs3世｣(~1782年)
1776年 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ﾏﾙｸ･ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾄﾞ･ｼﾞｭﾍﾞｰﾙ｣(~17781228)､代行｢ｸﾛｰ
  ﾄﾞ･ｱﾝﾇ･ｷﾞｰ･ﾄﾞ･ﾐｺｳ｣(~17781228)
1776年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾋﾞｴﾄﾞﾏ･ｲ･ﾅﾙﾊﾞｴｽ｣(~1780年)
1776年 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島主任判事｢ｳｨﾘｱﾑ･Bodden1世｣(~17890423死去)
1776年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾞｩﾙ国はﾏﾋｽﾙに併合(~1790年)
1776年1月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾞｲﾄﾞ｣(1期目~17770525)
1776年1月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<死去>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世ｻﾐｭｴﾙ･ﾛﾃﾞﾘｯｸ･ｶﾝﾄﾞﾗｰ｣
1776年1月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<即位>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世ｱｳｸﾞｽﾄｩｽ｣(~1800年10月没/1778年10月~1779年11月､ｲｷ
  ﾞﾘｽ人によって中断)
1776年1月1日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||新首都,ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞｱﾃﾏﾗ･ﾃﾞ･ｱｽﾝｼｵﾝと命名(現ｸﾞｱﾃﾏﾗ･ｼﾃｨｰ).ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱも移され
  る
1776年1月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾏｽﾍﾟｲﾝが｢ｺﾓﾝｾﾝｽ｣刊行
1776年1月14日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣
1776年1月16日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾞｲﾄﾞ｣(1期目~17770525)
1776年1月17日-09:00|日本|福島県福島市|安永4年12月26日|<死去>陸奥福島藩3万石｢板倉勝矩｣(34歳)⇒翌年1
  月25日､次男｢板倉勝長｣が継ぐ(⇒文化12年4月12日(18150520)､死去)
1776年1月19日-09:00|日本|三重県津市|安永4年12月28日|<交替>伊勢久居藩53000石｢藤堂高朶｣隠居⇒弟｢藤堂
  高興｣が継ぐ(⇒安永6(1777)年3月12日､22歳で死去)
1776年1月24日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金尚喆｣(~5.6)
1776年2月6日-09:00|日本|愛媛県大洲市|安永4年閏12月17日|大洲城下に大火があり､170軒を焼く
1776年2月10日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾛｰﾚｽ･ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ｲ･ﾎﾞﾃﾞｷﾝ
  ｣(~17820301)
1776年2月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰﾄﾚｯﾄ｣
1776年2月15日-09:00|日本|  ||安永4年閏12月26日|幕府が､脇道である山崎路を西国大名の参勤交代路として
  使用することを禁じる
1776年2月16日-09:00|日本|千葉県君津市|安永4年12月|<死去>上総国久留里藩3万石｢黒田直純｣(71歳)⇒養子｢
  黒田直亨｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年閏1月17日､死去)
1776年2月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｷﾞﾎﾞﾝが｢ﾛｰﾏ帝国衰亡史｣刊
1776年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣
1776年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･Smith-ｽﾀﾝﾚｰ｣(~18341021死去)
1776年2月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||(ﾑｱｰｽﾞ･ｸﾘｰｸ･ﾌﾞﾘｯｼﾞの戦い)ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅで王党派と愛国派が衝突し､愛国派が勝
  利
1776年3月3日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢運営委員会(ﾎｾ･ﾄﾞ･ｽﾚｲｽ･ﾎﾞﾙﾍｽ/ﾆｺﾗｳﾀﾞ･ﾌｫ
  ﾝｾｶ･ｱﾗｳ/ｼﾞｮ-･ｼﾞｮｱﾝ･ﾌﾚｲﾚ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ)｣(~17770521)
1776年3月3日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾆｺﾗｳｽ｣(~17760317)
1776年3月3日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ砦(及び翌日ﾅｯｿｰ)をｱﾒﾘｶが占領(~17日)
1776年3月5日-09:00|日本|石川県|安永5年1月16日|加賀国石川郡で米騒動が起こる
1776年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｰｽﾞ｣
1776年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｰｽﾞ｣先代の息子(~18200703死去)
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1776年3月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾀﾞﾑ･ｽﾐｽの｢諸国民の富｣が刊行される
1776年3月11日-09:00|日本|  ||安永5年1月22日|<死去>3代中村宗哲(78歳)塗師
1776年3月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻﾝﾄﾞｩﾙ国はﾏﾋｽﾙ(ﾏｲｿｰﾙ)に併合(~1790年)
1776年3月15日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Robert d'Argout｣(~17770503)
1776年3月15日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｶﾞﾝﾋﾞｱ｣(2回目~1778年7月)
1776年3月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国首席大臣ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰはﾃﾞｶﾝ高原南部のﾏﾗｰﾀｰ王国ﾏﾗｰﾀｰ諸侯ｺﾞｰﾙﾊﾟﾃﾞｰ
  家の拠点ｸﾞｯﾃﾞｨを占拠
1776年3月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾎﾞｽﾄﾝ攻囲戦に敗れて撤退
1776年3月18日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首長(ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ)｢Henrik Adam Brockenhuus til Jungsho
  ved og Nyso｣(~17870331)
1776年3月20日-08:00|中国|  ||清･乾隆41年2月|清の阿桂の軍が葛拉依を包囲し､沙羅奔らが降伏
1776年3月24日-09:00|日本|長野県伊那市|安永5年2月5日|<交替>信濃高遠藩33000石｢内藤頼由｣隠居⇒養子｢内
  藤頼尚｣が継ぐ(⇒同年10月25日､死去)
1776年3月27日-09:00|日本|岡山県岡山市|安永5年2月8日|<死去>池田継政(75歳)前備前岡山藩主
1776年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｱﾝﾃｨﾓ･ﾒﾛｰﾆ｣
1776年4月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||大陸会議､ｱﾒﾘｶの港をｲｷﾞﾘｽ以外のすべての国に解放
1776年4月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国はｲｷﾞﾘｽによって復活し､ﾄｩﾗｼﾞｬｰｼﾞｰ2世は復位
1776年4月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅが独立を果たす
1776年4月16日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ総督｢ｻﾃﾞｨｸ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝﾄﾞ｣(~1779年3月)
1776年4月16日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬによるﾊﾞｽﾗ占領(~1779年3月)
1776年4月18日-09:00|日本|東京都中央区|安永5年3月|<初演>歌舞伎｢戀娘昔八丈｣中村座
1776年4月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興37年3月|大越でｸﾞｪﾝ･ﾌｴ軍がｼﾞｬﾃﾞｨﾝに侵攻/ｸﾞｪﾝ･ﾌｯｸ･ｱｲﾝ(阮福
  映)が生き延びる
1776年4月21日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Dinis Gregorio de Melo Castro e 
  Mendonca｣(~17931203死去)
1776年4月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆41年3月5日|<死去>李氏朝鮮国王｢英祖｣
1776年4月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆41年3月10日|<即位>李氏朝鮮国王｢正祖｣(~18000818死去)
1776年4月29日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Johannes de Graaff｣(~17810203)
1776年4月30日-09:00|日本|東京都|安永5年3月13日|幕府が､府内往来の際の諸大名の従者の数を制定
1776年5月3日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官｢ﾏｯｶｰﾄﾆｰ男爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏｯｶｰﾄﾆｰ卿｣(~1779
  0706)
1776年5月6日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金陽澤｣(~9.19)
1776年5月10日-09:00|日本|東京都|安永5年3月23日|<死去>田村藍水(59歳)幕府医官で本草学者/朝鮮種人参の
  栽培にも功があった
1776年5月12日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人商人ﾓﾘｽがﾓｰﾘｼｬｽ島に奴隷の供給を開始
1776年5月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢ｼﾞｰﾝ=ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌｪﾘﾎﾟｰ｣(~17811121死去)
1776年5月18日-09:00|日本|  ||安永5年4月|(～6月頃)はしか諸国で大流行､成人麻疹で死亡者多く
1776年5月18日-09:00|日本|  ||安永5年4月|<刊行>上田秋成｢雨月物語｣(明和5年3月完成)
1776年5月22日-09:00|日本|三重県桑名市|安永5年4月5日|<死去>伊勢長島藩2万石｢増山正贇｣(51歳)⇒5月晦日､
  長男｢増山正賢｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年7月5日､48歳で隠居)
1776年5月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Peter Michael Vigil Graf von Thun und Hohenstein｣(~1
  8000117)
1776年5月30日-09:00|日本|京都府京都市|安永5年4月13日|<死去>池大雅(54歳､享保8(1723)0508生)南画家､書
  家
1776年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ植民地軍がｳﾞｧｼﾞﾆｱとｶﾛﾗｲﾅでﾁｮﾛｷｰ族を襲撃
1776年6月2日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Jose Dufresne｣(~17830406)
1776年6月5日-09:00|日本|山形県米沢市|安永5年4月19日|上杉治憲(鷹山)(26)により､米沢藩の藩校､興譲館が
  開校
1776年6月6日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Felipe de Cerain｣(~17860821)
1776年6月10日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ｼﾝﾋﾞｭｼﾝ｣
1776年6月10日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ｼﾝｸﾞ･ﾐﾝ｣(~17820205)
1776年6月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ=ﾌﾞﾙｰｽ｣(~18140419死去)
1776年6月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ議会が最初の人権宣言と憲法を制定し､独立
1776年6月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣(~17861211死去)
1776年6月19日-09:00|日本|広島県広島市|安永5年5月4日|広島江波島出火,町家105軒,番所･長屋とも焼失
1776年6月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｬｰﾙｽﾄﾝの戦い/ｲｷﾞﾘｽのﾍﾝﾘｰ･ｸﾘﾝﾄﾝ将軍とﾋﾟｰﾀｰ･ﾊﾟｰｶｰ提督が軍艦13隻
  と陸兵3000を率いてｻｳｽ･ｶﾘﾗｲﾅのﾁｬｰﾙｽﾄﾝ沖に現れ､ﾁｬｰﾙｽﾄﾝを占領しようとするが､大陸軍に撃退される
1776年6月28日-09:00|日本|三重県亀山市|安永5年5月13日|<死去>伊勢亀山藩6万石｢石川総純｣(19歳)⇒養子｢石
  川総博｣が継ぐ(⇒寛政8(1796)年5月6日､隠居)
1776年6月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ議会､急進的な最初の成文憲法制定
1776年7月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸに現われたｲｷﾞﾘｽ艦隊,ｽﾀﾃﾝ島を制圧
1776年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||大陸会議総会が独立宣言書を採択｡ﾆｭｰﾖｰｸだけが保留
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1776年7月5日-09:00|日本|茨城県土浦市|安永5年5月20日|<死去>常陸土浦藩95000石｢土屋篤直｣(45歳)⇒長男｢
  土屋寿直｣が継ぐ(⇒安永6(1777)年7月19日､死去)
1776年7月5日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|安永5年5月20日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下俊胤｣(30歳)⇒
  長男｢木下俊懋｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年3月10日､隠居)
1776年7月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ公｢ﾙｲ･ｼﾞｬﾝ･ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣ﾊﾟﾝﾃｨｴｰｳﾞﾙ公(~17930304死去)
1776年7月14日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|安永5年5月29日|<死去>陸奥棚倉藩6万石｢小笠原長恭｣(37歳
  )⇒長男｢小笠原長堯｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年3月24日､隠居)
1776年7月16日-09:00|日本|  ||安永5年6月|<死去>2代浜野政随(37歳)装剣金工
1776年7月17日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ･ﾓﾘｽ｣(~17790616)
1776年7月17日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｷﾞﾘｵﾙ侯爵ﾏﾇｴﾙ･ﾄﾞ･ｷﾞﾘｵｰﾙ･ｲ･ﾎﾟｰﾀﾙ･ｳｱﾙﾃ･ｲ･ｴﾄﾞｻﾞｲﾝ｣(
  ~17800721)
1776年7月17日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|安永5年6月2日|<死去>森忠洪(49歳)前播磨赤穂藩主
1776年7月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾘｽﾞﾊﾞｰﾝ伯｢ｳｨﾙﾓｯﾄ･ｳﾞｫｰﾝ｣(~18000106死去)
1776年8月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｾﾊﾞﾛｽ･ｺﾙﾃｽ･ｲ･ｶﾙﾃﾞﾛﾝ｣(⇒
  17771015副王~17780625)
1776年8月8日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ副総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｫｰﾙ｣(1回目~同年)⇒｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚ
  ｲｼｰ｣(~17780818)
1776年8月9日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ﾘｴｶ(ﾌｨｳﾒ)とその周辺は､勅令によりｾｳﾞｪﾘﾝ郡(ｼﾞｭﾊﾟﾆﾔ)内の商業地区(地区商
  業地区)としてｸﾛｱﾁｱに再編入(10.20発効)
1776年8月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永5年7月|<初演>歌舞伎｢博多小女郎浪枕｣<毛剃>[作･近松門左衛門
  ]当時は｢戀港博多諷｣浅尾為十郎､大坂小川吉太郎座
1776年8月20日-09:00|日本|栃木県大田原市|安永5年7月7日|<死去>大田原友清(57歳)前下野大田原藩主
1776年8月22日-09:00|日本|  ||安永5年7月9日|<死去>原武太夫(80歳)三味線奏者､随筆家
1776年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋｭｰﾑ/65歳(誕生17110426)哲学者､歴史学者､経済学者
1776年8月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ独立戦争､ﾛﾝｸﾞｱｲﾗﾝﾄﾞの戦闘でｱﾒﾘｶ軍敗退
1776年9月7日-09:00|日本|岡山県倉敷市|安永5年7月25日|<死去>岡山新田藩15000石｢池田政弼｣35歳⇒四男｢池
  田政房｣が継ぐ(⇒翌年3月11日､死去)
1776年9月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ大陸会議がﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ｽﾃｲﾂを国名に採択
1776年9月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾏﾝﾊｯﾀﾝに上陸し､ﾆｭｰﾖｰｸ市を占領(~17831125)
1776年9月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾏﾗｼﾞｬ8世･ｳｫﾃﾞｨﾔｰﾙ｣首席大臣ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰの命により､ｼ
  ｭﾘｰﾗﾝｶﾞﾊﾟｯﾀﾅの宮殿において､風呂の中で首を絞められて殺害される
1776年9月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾊｰﾚﾑﾊｲﾂの戦い>大陸軍G･ﾜｼﾝﾄﾝ直接指揮で初勝利
1776年9月20日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金尚喆｣(~17791107)
1776年9月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||大陸会議がﾌﾗﾝｸﾘﾝら第1回外交使節をﾌﾗﾝｽに派遣
1776年9月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾏﾗｼﾞｬ9世ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣(~1786年1月)､摂政｢ﾊｲﾀﾞｰ･ｱﾘ｣(2回
  目~17821207)
1776年9月30日-09:00|日本|大阪府岸和田市|安永5年8月18日|<交替>和泉岸和田藩53000石｢岡部長修｣隠居⇒長
  男｢岡部長備｣が継ぐ(⇒享和3(1803)年11月5日､死去)
1776年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾘｳﾞｨｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1776年10月12日-09:00|日本|新潟県新発田市|安永5年9月|新発田藩,医学館を設立する/藩設医学館としては薩
  摩藩,肥後藩に次いで全国三番目
1776年10月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾊﾞﾙｶｰ島の戦い>(11日～)米海軍初の水上戦で英国軍に
  敗北
1776年10月23日-09:00|日本|東京都台東区|安永5年9月12日|浅草寺境内での水茶屋･団子茶屋営業が許可される
1776年10月26日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Francois de Souillac｣(~17790430)
1776年10月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾜｲﾄﾌﾟﾚｰﾝｽﾞの戦い/ﾆｭｰ･ﾖｰｸ近郊のﾎﾜｲﾄ･ﾌﾟﾚｰﾝｽﾞでﾜｼﾝﾄﾝの率いるｱﾒﾘｶ
  軍とｲｷﾞﾘｽ軍とが交戦し敗れた
1776年10月30日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｻﾘｵ｣(1期目~1778.7)
1776年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏﾝｽﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏﾚｰ｣(~17930320死去)
1776年11月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｰ卿｣
1776年11月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆41年9月25日|朝鮮､奎章閤を設置
1776年11月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ公｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ･ｲ･ﾄﾚﾄﾞ｣
1776年11月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第13代ｱﾙﾊﾞ女公･ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ女公｢ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｲ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ｣(~180
  20723死去)先代の孫娘
1776年11月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍,ﾊｰﾚﾑ高地を攻略し,ﾏﾝﾊｯﾀﾝ島制圧
1776年11月20日-09:00|日本|三重県津市|安永5年10月10日|<死去>谷川士清(68歳)国学者
1776年11月21日-09:00|日本|東京都江東区|安永5年10月11日|<大相撲>安永5年10月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(西小結)谷風(達ヶ関より改め),7勝0敗1無勝負
1776年11月21日-09:00|日本|山梨県南巨摩郡身延町|安永5年10月11日|身延七面山本社全焼
1776年11月25日-09:00|日本|大阪府大阪市西区|安永5年10月15日|<初演>人形浄瑠璃｢桂川連理柵｣<帯屋>[作･菅
  専助]北堀江座
1776年11月30日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｧﾙｹｽ｣(~17790711)
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1776年12月2日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ﾗ･ﾌﾞﾘﾘｱﾝﾇの騎士ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ｷﾞﾗﾝ｣
  (~17790428)
1776年12月5日-09:00|日本|長野県伊那市|安永5年10月25日|<死去>信濃高遠藩33000石｢内藤頼尚｣(25歳)⇒養子
  ｢内藤長好｣が継ぐ(⇒寛政3年11月5日(17911130)､死去)
1776年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｸﾘﾝﾄﾝ,ﾆｭｰﾎﾟｰﾄを攻略
1776年12月11日-09:00|日本|千葉県鎌ヶ谷市|安永5年11月|鎌ケ谷宿の大国屋(福田)文右衛門が先祖供養のため
  に鎌ｹ谷大仏建立
1776年12月11日-09:00|日本|東京都|安永5年11月|平賀源内､ｴﾚｷﾃﾙを復元
1776年12月11日-09:00|日本|東京都中央区|安永5年11月1日|<初演>｢姿花雪黒主｣五代目市川團十郎､｢だんまり｣
  の始まり/市村座
1776年12月13日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸ大尉がｲｷﾞﾘｽ領を主張し､ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ王子､ｹﾝﾄ公爵､ｽﾄﾗｻｰﾝ
  にちなんでﾌﾟﾘﾝｽｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ諸島と名付けらた
1776年12月14日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安永5年11月4日|<即位>広南国副王｢新政王･阮福暘｣(~17770919死去)
1776年12月15日-09:00|日本|  ||安永5年11月5日|三味線･按摩などの技芸を生業とする盲人すべてが､検校の支
  配となる
1776年12月23日 13:00|日本|香川県さぬき市|安永5年11月13日|高松藩領津田浦大火,113戸延焼
1776年12月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ邦に侵入し､大陸会議がﾎﾞﾙﾃｨﾓｱに避難
1776年12月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾄﾚﾝﾄﾝの戦い>ﾜｼﾝﾄﾝの大陸軍がｲｷﾞﾘｽ軍の前進部隊に奇
  襲攻撃をかけて起死回生の勝利
1776年12月26日-09:00|日本|島根県安来市|安永5年11月16日|<死去>松平直道(53歳)前出雲母里藩主
1776年12月28日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾄﾞ･ﾃｲｽﾄ･ﾄﾞ･ﾘﾗﾝｸｰﾙ｣(1回
  目~17770522)
1777年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<交替>ﾄﾝｶﾞ主長(ﾄｩｲ･ﾊｲ･ﾊｰﾀｶﾗｳｱ)｢ﾏﾊﾘｳｱｷ｣⇒｢ﾑﾘｷﾊｱﾒｱ｣(~17990510死去)
1777年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<即位>ﾄﾝｶﾞ主長(ﾄｩｲ･ｶﾉｸﾎﾟｵﾙ)｢ﾄｩﾌﾟｰﾗﾋｼ｣(~同年)⇒｢ﾑﾘｷﾊｱﾒｱ｣(1期目~同年)⇒｢ﾏｴﾘｱｳｷ
  ｣(2期目~同年)⇒｢ﾄｩｲﾊﾗﾌｧﾀｲ｣(~1782年)､｢ﾄｩﾎﾟｳﾏﾍｵﾌｫ｣(1期目~1781年)
1777年-11:00|ﾐｸﾛﾈｼｱ|  |||<即位>ﾓｷﾙ国王｢ﾗｶｲﾀﾞｯｸ｣(~1790年没)
1777年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ｿﾝｸﾗｰ知事(ﾌﾟﾗﾔ･ｿﾝｸﾗｰ)｢ﾙｱﾝ･ｲﾝﾀｷﾘ｣(~1784年)
1777年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王ｱﾝｴﾝ(~1796年)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾋﾞﾋﾞ･ｼﾞｭﾇﾏﾍﾞ2世｣(~1819年)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾆｶ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾞﾝｼﾞ･ﾃﾞｵ｣(~1812年没)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾅﾇｰﾙ国統治者(ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾋﾞﾋﾞ)｢ﾗﾆ･ｼﾞｭﾇﾏﾍﾞ2世･ｱﾃﾞｨ･ﾋﾞﾋﾞ｣(~1819年)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾗﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾅｰﾄ･ｻｲ｣(~1808年没)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｿﾑﾃﾞｳﾞｼﾞｰ2世ｱﾍﾞｲ･ｼﾝ｣(~1784年没)､摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾊﾞｲｼﾞ･ｸｼｬﾙ･ｸﾝ
  ｳﾞｧｰﾊﾞ｣(2回目~1784年)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞﾑｼﾝｼﾞ｣(~1819年没)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞｯﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌｧﾃ･ﾊﾟﾙ｣(~1787年)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾘｬｵ･ﾃﾞｵ｣(2回目~1819年)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾆﾙﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1779年没)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙﾀﾝ国統治者(ﾅｲｸ)｢ﾔﾝ･ﾗｵ･ﾆﾝﾊﾞﾙｶﾙ2世｣(~18250101)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｰｼﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾘﾊﾙ･ﾗｵ｣(~1782年没)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾄﾞｩﾙｸﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾗﾑﾗｵ1世｣(~1785年)
1777年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<制定>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王領ｲﾝﾄﾞ植民地
1777年-04:00|UAE|  |||<死去>ｼｬﾙｼﾞｬ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Rashid ibn Matar ibn Rahman al-Qasimi｣
1777年-04:00|UAE|  |||ｼｬﾙｼﾞｬ､ﾗｱｽ･ｱﾙ=ﾊｲﾏ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Saqr1世 ibn Rashid al-Qasimi｣(~1803年死去
  )
1777年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｷｸﾞﾙ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾙﾎﾞﾝｹﾞﾎﾞﾝｹﾞ｣
1777年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1778年)
1777年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Ahmad Pasha｣(~1780年)
1777年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢Friedrich Anton von Heinitz｣(~1802年)
1777年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ｲｪﾛﾝﾁｯﾁ｣(~1778年)
1777年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ﾋﾞﾘﾏ･ﾌｧﾃｨﾑ･ﾍﾟﾝﾀﾞ｣(~1790年)
1777年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王ｵｾｲ･ｸﾜﾒ･ﾊﾟﾆﾝ(~1803年)
1777年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ特定知事｢Pierre Joseph de Neyon de Villiers｣(~1779
  .8)
1777年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌﾗﾃﾞｨｸ･ｲ･ｺ
  ﾞｲｪﾅ｣(3回目~1786年)
1777年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督代理｢Francisco Trevre｣(~同年)
1777年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｶﾞﾙﾍﾞｽ｣(~1785年)
1777年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｷﾛｶﾞ｣(~1779年)
1777年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞｱｺ族の酋長ﾔﾘﾝｾ,ｲｷﾞﾘｽに対し反乱.捕らえられ処刑
1777年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌｱﾋﾈ統治者｢Te ha`a papa I Te `i`oa tua Teri`i tari`a｣(~1790年死
  去)



1780迄(1631件)

1777年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||ﾀﾋﾁ島のﾀﾋﾁｼｷﾞが絶滅
1777年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､はじめての日刊新聞ｼﾞｭﾙﾅﾙ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾘが創刊される
1777年1月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ｱｯｻﾝﾋﾟﾝｸ･ｸﾘｰｸの戦い>ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ州で大陸軍が英国軍に
  勝利
1777年1月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾌﾟﾘﾝｽﾄﾝの戦い>ﾜｼﾝﾄﾝ率いるｱﾒﾘｶ軍はｲｷﾞﾘｽ軍に勝利/そ
  してﾜｼﾝﾄﾝ軍はｲｷﾞﾘｽ軍に占領されたﾅｯｿｰﾎｰﾙ奪回に成功
1777年1月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾚｵﾅｰﾙ･ﾄﾞ･ﾍﾞﾙｺﾑ･ｾｲﾆｮｰﾙ･ﾄﾞ･ﾃｲﾗｯｸ｣(1回目~
  1778年)
1777年1月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国軍がﾀﾞｰﾗｳﾞｧｰﾀﾞ付近の会戦でﾏﾗｰﾀｰ軍に勝利
1777年1月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｻﾝ･ｻﾙｳﾞｧﾄﾞｰﾙ劇場で､秘書ﾋﾟｴﾙ･ｱﾝﾄｰﾆｵ･ｸﾞﾗﾀﾛｰﾙを笑い物にしたｶﾙﾛ｡ｺﾞ
  ｯﾂｨの"恋の薬"上演
1777年1月10日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永5年12月|<初演>｢伊賀越乗掛合羽｣[作･奈河亀輔]大坂中の芝居嵐
  七三郎座
1777年1月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾄｰﾙﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑｼｬｰ伯爵ｼﾞｮﾝ･ﾎﾊﾞｰﾄ｣(~17801223)
1777年1月26日 13:00|日本|長野県松本市|安永5年12月17日|<松本安永5年大火｢綿屋火事｣>夜四つ時(22時ごろ)
  ､中町の綿屋隠居屋敷から出火､火元の中町を始め隣接する本町から伊勢町､小池町､飯田町を全焼/川北へ延び
  た炎は､東町の大半と安原町まで焼失.西へ延びた炎は六九御馬屋(厩)から町役所､郡役所､御預役所､今町木戸
  まで焼き､大手橋を焼け落として城内まで侵入.城内では､土蔵4か所と外囲いの矢倉9か所を始め大手門と東門
  の屋根を焼き､大名町から土居尻､柳町及び地蔵清水へと伸びたのち二の丸へ飛び,二の丸では御蔵2棟を全焼
  した後､飛び火して弥勒院､北馬場の数軒を全焼させるなど､城内の約八丁(約873m)四方を焦土と化した/被害
  は町家1217軒､城内屋敷57軒､土蔵295棟が全焼
1777年2月1日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島暫定司令官･総督｢Ramon de Carassa y 
  Sousa｣(~17791122)
1777年2月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｾｯﾌﾟ･ﾛﾒｯﾘﾆ｣(~17790204)
1777年2月5日 11:00|日本|京都府京都市左京区|安永5年12月27日|夜､黒谷寺火災
1777年2月8日-08:00|中国|  ||清･乾隆42年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢第1代ﾂｪﾓﾝﾘﾝﾎﾟﾁｪ｣(~1786年)
1777年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興38年|西山軍がｻｲｺﾞﾝ､嘉定(ｻﾞﾃﾞｨﾝ)を占領し大越阮氏の睿宗､殺
  され､阮氏滅亡
1777年2月9日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾊﾑﾀﾞ｣共同統治(~18140915死去54歳)
1777年2月11日-09:00|日本|広島県広島市|安永6年1月4日|安芸郡仁保島丹那出火,家138軒焼失
1777年2月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官ｾ･ﾓﾆｰﾉ,ﾌﾛﾘﾀﾞﾌﾞﾗﾝｶ伯(~17881214)
1777年2月19日-09:00|日本|長野県|安永6年1月12日|信濃国高井･水内両郡幕領で百姓一揆が起こる
1777年2月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｼﾞｮｾﾞ1世改革王｣62歳(誕生17140606)
1777年2月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ公･ﾍﾞｲﾗ公･ﾊﾞﾙｾﾛｽ公･ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候･ﾊﾞﾙｾﾛｽ伯･ｵ
  ｳﾚﾑ伯･ｱﾗｲｵﾛｽ伯･ﾈｲｳﾞｧ伯｢ﾎｾ｣ﾏﾘｱ1世女王の長男(~17880911死去)
1777年2月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ女王｢ﾏﾘｱ1世｣(~18160320死去)ｼﾞｮｾﾞ1世の娘､｢ﾍﾟﾄﾞﾛ3世｣(~1
  7860525死去)ﾏﾘｱ1世の夫､ｼﾞｮｱﾝ5世の子
1777年2月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Nicolas Quijano｣(~11.6)
1777年3月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｸﾘﾐｱ･ﾛｼｱ司令官｢Aleksandr Vasilyevich Suvorov｣(1期目~同年)⇒｢Kn
  yaz' Aleksandr Aleksandrovich Prozorovskiy｣(~1778.4)
1777年3月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||ｸﾘﾐｱをﾛｼｱが占領(~1779.6)
1777年3月4日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｼｬﾋﾝ･ｷﾞﾚｲ｣(1期目~1782.7)
1777年3月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ｱﾝｼﾞｪｼﾞｬ候ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ･ｴ･ﾒﾈｾｽ｣(~14日)
1777年3月4日-09:00|日本|岐阜県海津市|安永6年1月25日|<交替>美濃高須藩3万石｢松平義柄｣本家尾張藩主｢徳
  川宗睦｣の養嗣子となり｢徳川治行｣と改名⇒弟｢松平義裕｣が継ぐ(⇒寛政7(1795)年9月22日､34歳で死去)
1777年3月8日-09:00|日本|香川県高松市|安永6年1月29日|高松城下中新町より出火.中新町･北横町･南袋町･田
  町南側･東横町南側･東浜南側焼失,合子池にまでおよび人家535軒,土蔵24か所,町番所4か所焼失
1777年3月14日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾋﾞﾗ･ﾉｳﾞｧ･ﾃﾞ･ｾﾙﾍﾞｲﾗ子爵ﾄｰﾏｽ･ｼｬﾋﾞｴﾙ･ﾃﾚｽ･ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｧ｣(
  ~17881215)
1777年3月29日 10:00|ｸｯｸ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸ大尉がﾏﾝｶﾞｲｱを発見
1777年3月31日 10:00|ｸｯｸ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸ大尉がｱﾃｨｳを訪れ､ﾜｳﾃｨｳとして記録
1777年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺｽﾀﾝﾃｨｰﾉ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾓﾗｯﾁ｣
1777年4月4日 10:00|ｸｯｸ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸ大尉がﾀｸｰﾃｱを発見
1777年4月8日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永6年3月|<初演>歌舞伎｢桂川連理柵｣嵐座
1777年4月13日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(後期ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｿﾛﾓﾝ2世ｱﾃﾞｨｺﾞ｣(~17790720)
1777年4月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||大陸会議､外務委員会を設置
1777年4月18日-09:00|日本|岡山県倉敷市|安永6年3月11日|<死去>岡山新田藩15000石｢池田政房｣⇒養子｢池田政
  恭｣が継ぐ(⇒文政5(1822)年11月21日､隠居)
1777年4月19日-09:00|日本|三重県津市|安永6年3月12日|<死去>伊勢久居藩53000石｢藤堂高興｣(22歳)⇒養子｢藤
  堂高衡｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年10月9日､死去)
1777年4月21日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｼｭｰ･ﾊﾞｰﾄ
  ｣(~17810127没)
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1777年4月30日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏﾝ島知事｢John Wood｣
1777年5月5日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Francois Claude Amour du Chariol｣(~1783
  .3)
1777年5月5日-09:00|日本|  ||安永6年3月28日|福引きなどの名目をつけた富突興行が禁止される
1777年5月6日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｻﾝﾀﾞｳｨﾏﾗ2世｣簒奪者(~6.5)
1777年5月13日-09:00|日本|東京都江東区|安永6年4月7日|<大相撲>安永6年4月場所[江戸深川八幡宮](~8日間)
  優勝(西前3)稲川,6勝0敗1無勝負1休
1777年5月20日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾀﾞｹﾞｽﾀﾆ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17780724)
1777年5月21日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾄﾞ･ｳﾞｧｰﾚ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~1781年
  )
1777年5月22日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｱﾙｸﾞｰﾄ伯ﾛﾊﾞｰﾄ｣(~17800307没)
1777年5月25日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ｴﾘｵｯﾄ｣(~17900706死
  去)
1777年5月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永6年4月20日|<初演>｢伽羅先代萩｣[作･奈河亀輔]大坂中の芝居
1777年5月27日-09:00|日本|静岡県沼津市|安永6年4月21日|<加増移封>三河大浜藩13000石｢水野忠友｣⇒駿河沼
  津藩2万石(⇒天明元(1781)年9月18日､5000石加増され25000石)
1777年5月27日-09:00|日本|静岡県牧之原市|安永6年4月21日|<加増>相良藩3万石｢田沼意次｣⇒37000石(⇒天明1
  (1781)年7月15日､47000石に加増)
1777年5月31日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Edward Smith｣(~1793年)
1777年6月3日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Pedro Antonio de Cevallos Co
  rtez Calderon｣(2期目~17771122)
1777年6月5日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｻﾝﾀﾞ･ﾀﾃﾞｨﾀ｣簒奪者(~17821201)
1777年6月12日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾎｾ･ﾅﾊﾞﾛ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･
  ﾊﾞﾘｬﾀﾞﾚｽ｣(2回目~17820212)
1777年6月13日-09:00|日本|愛知県岡崎市|安永6年5月8日|<死去>三河岡崎藩5万石｢本多忠粛｣(19歳)⇒養子｢本
  多忠典｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年8月26日､死去)
1777年6月13日-09:00|日本|福井県福井市|安永6年5月8日|福井城下神宮寺町から出火,115軒焼失
1777年6月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､13邦の星条旗が国旗として制定される
1777年6月15日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾘﾝｸﾞ｣(2回目､17780213まで代行~178
  11125)
1777年6月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督代理｢Gaspar Afonso da Costa Brandao(2期目) + Antoni
  o Botelho Guedes + Francisco F. de Sa Cabra｣(~9.15)
1777年6月17日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Luis de Unzaga y Amezaga｣(~9.8)
1777年6月24日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾖﾊﾝ･ｺﾝﾗｯﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ﾍﾑｾﾝ｣(~178012020)
1777年6月28日-09:00|日本|  ||安永6年5月23日|農民の江戸での奉公稼ぎが禁止に
1777年7月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Francois Claude Amour du Chariol｣(~1783.4)
1777年7月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾞ-ﾓﾝﾄ州初の奴隷廃止
1777年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾗｰｸ､民兵を率いてｶｽｶｽｷｱ占領
1777年7月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾀｲｺﾝﾃﾞﾛｰｶﾞ要塞を占領
1777年7月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰﾓﾝﾄ議会､憲法を制定
1777年7月10日-09:00|日本|  ||安永6年6月6日|<死去>初代中村弥八(75歳)歌舞伎囃子方､振付師
1777年7月13日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道|安永6年6月9日|ﾛｼｱ船､蝦夷地に到来して松前氏に通商を要求
1777年7月14日-09:00|日本|京都府京都市|安永6年6月10日|<死去>加藤宇万伎(57歳)国学者､歌人/賀茂真淵門弟
1777年7月14日-09:00|日本|静岡県藤枝市|安永6年6月10日|<死去>駿河田中藩4万石｢本多正供｣(32歳)⇒長男｢本
  多正温｣が継ぐ(⇒寛政12(1800)年7月13日､隠居)
1777年7月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣
1777年7月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ﾏﾛｰ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣(⇒18001229兼初代ｿﾓﾝﾄﾞ侯~18080210死去)
1777年7月22日-09:00|日本|  ||安永6年6月18日|<死去>初代中村喜代三郎(57歳)歌舞伎役者
1777年7月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾗﾌｧｲｴｯﾄらﾌﾗﾝｽ義勇軍がｱﾒﾘｶに渡り独立戦争を支援
1777年8月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾘｽｶﾆｰの戦い/ﾆｭｰ･ﾖｰｸ州中央部ﾕｰﾃｨｶの北西約12kmに位置するﾓﾎｰｸ川沿岸
  のｵﾘｽｶﾆｰ村でﾊｰｷﾏｰの率いるｱﾒﾘｶ軍がｲｷﾞﾘｽ軍を撃破
1777年8月7日-09:00|日本|  ||安永6年7月5日|幕府が朱墨､朱砂の私売買を禁じる
1777年8月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾍﾞﾆﾝﾄﾝの戦い>ｳﾞｧｰﾓﾝﾄ州南西部の町ﾍﾞﾆﾝﾄﾝでｲｷﾞﾘｽ軍が
  敗退
1777年8月17日-09:00|日本|東京都|安永6年7月15日|<死去>初代中村粂太郎(54歳)歌舞伎役者
1777年8月21日-09:00|日本|茨城県土浦市|安永6年7月19日|<死去>常陸土浦藩95000石｢土屋寿直｣(17歳)⇒弟｢土
  屋泰直｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年5月12日､死去)
1777年8月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan Bautista de Anza｣(~1788年)
1777年8月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ﾊﾟﾗｼｭﾗﾑﾗｵ･ｼｭﾘﾆｳﾞｧｽ｣(~18480611没)
1777年8月31日 13:00|日本|東京都大島町|安永6年7月29日|<伊豆大島三原山｢安永の大噴火｣>伊豆大島三原山の
  山頂火口､同北側と南東側斜面で有史以来の大爆発/多量の熔岩が北東と南西側の海に流れ込み､山麓からも熔
  岩が流出して農作物に大損害を与える/山頂火口の熔岩は翌年4月までに厚く積もり現在の中央火口丘を形成/
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  噴火は安永8年初めまで続き,最終的に終結したのは寛政4年
1777年9月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興38年8月|<死去>広南国王｢新政王阮福暘｣殺害される
1777年9月8日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ|  |||ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞからﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総司令部(ﾇｴﾊﾞｱﾝﾀﾞﾙ
  ｼｱ､ｶﾞｲｱﾅ､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ県､ﾒﾘﾀﾞﾗｸﾞﾘﾀ､ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞを含む)を分離
1777年9月8日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Luis de Unzaga y Amezaga｣(
  ~17821210)
1777年9月8日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王領からﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総司令官を分離
1777年9月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾜｲﾝの戦い>ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ州ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾜｲﾝ･ｸﾘｰｸで英国
  軍が大勝.ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ占領へ
1777年9月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao Goncalves da Camara Coutinho｣(~17811115)
1777年9月15日-09:00|日本|茨城県古河市|安永6年8月14日|<死去>下総古河藩7万石｢土井利里｣(56歳)⇒10月4日
  ､養子｢土井利見｣が継ぐ(⇒27日､死去)
1777年9月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ｲﾝﾌｧﾝﾄ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣病死
1777年9月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ｶﾙﾛ｣ﾌｨﾘｯﾎﾟの甥(~17781217死
  去)
1777年9月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争>大陸軍､ﾌﾘｰﾏﾝ農場の戦いでﾊﾞｰｺﾞｲﾝ軍に打撃.｡ﾊﾞｰｺﾞｲﾝ
  軍は北方に撤退
1777年9月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安永6年8月18日|<死去>広南国副王｢新政王･阮福暘｣
1777年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯･ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1777年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣先代の又従兄弟(~17860831
  死去)
1777年9月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾊﾟｵﾘの虐殺>ｲｷﾞﾘｽ軍指揮官ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｲ少将はﾊﾟｵﾘ酒場
  近くでｳｪｲﾝの宿営地を急襲,ｳｪｲﾝの部隊は逃走､追跡された｡ﾎﾜｲﾄﾎｰｽ酒場の近くでは､ｲｷﾞﾘｽ軍がｽﾓｰﾙｳｯﾄﾞの部
  隊に遭遇しこれも蹴散らした/ｲｷﾞﾘｽ軍は被害が戦死4名､ｱﾒﾘｶ軍戦死53名､71名がｲｷﾞﾘｽ軍の捕虜
1777年9月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争>英軍､ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱを占領(~17780618)
1777年9月28日-09:00|日本|茨城県古河市|安永6年8月27日|<死去>下総古河藩7万石｢土井利見｣⇒12月20日､養子
  ｢土井利厚｣が継ぐ(⇒文政5(1822)年3月28日､1万石加増され8万石)
1777年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1777年10月1日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがｱﾝﾉﾎﾞﾝ島をｻﾝ･ｲﾙﾃﾞﾌｫﾝｿ条約(17771011批准)に
  よりｽﾍﾟｲﾝに割譲(17780311にｴﾙ･ﾊﾟﾙﾄﾞ条約(17780324批准)により確認)
1777年10月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ｻﾝ･ｲﾙﾃﾞﾌｫﾝｿ条約締結/ｳﾙｸﾞｱｲ,ﾊﾟﾗｸﾞｱｲはｽﾍ
  ﾟｲﾝに帰属/内陸部はﾌﾞﾗｼﾞﾙ領とすることで妥結
1777年10月1日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｻｸﾗﾒﾝﾄの新植民地は正式にﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙからｽﾍﾟｲﾝに割譲
1777年10月1日-09:00|日本|京都府京都市左京区|安永6年9月|与謝蕪村が,金福寺に芭蕉庵を再興
1777年10月3日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Jeremias van Riemsdijk｣
1777年10月4日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督代理｢Reinier de Klerk｣(⇒17781009総督
  ~17800901死去)
1777年10月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ｼﾞｬｰﾏﾝﾀｳﾝの戦い>ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ･ｼﾞｬｰﾏﾝﾀｳﾝでﾜｼﾝﾄﾝの奇襲
  作戦失敗
1777年10月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾋﾞｰﾐｽ高地の戦い>ﾊﾞｰｺﾞｲﾝの敗色が決定的になる/ﾆｭｰﾖｰ
  ｸのｸﾘﾝﾄﾝ将軍は,ﾊﾞｰｺﾞｲﾝ支援のためにﾊﾄﾞｿﾝ川を北上,ｸﾘﾝﾄﾝ砦,ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ砦を攻略
1777年10月7日-09:00|日本|  ||安永6年9月7日|幕府が､米相場上昇により幕府領の囲い米制を停止し､大名も任
  意とする
1777年10月10日-09:00|日本|  ||安永6年9月10日|安房･相模･伊豆で海が溢れ､民家破損多数｡溺死者多数
1777年10月13日-09:00|日本|  ||安永6年9月13日|<死去>沼波弄山(60歳)陶工
1777年10月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗﾌﾟﾗﾀ副王職を新設､西ｲﾝﾄﾞ4副王体
  制に/このほか,ﾁﾘ,ｶﾗｶｽ,ｸﾞｱﾃﾏﾗ,ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞに総督庁
1777年10月15日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ副王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ
  ･ｾﾊﾞﾛｽ･ｺﾙﾃｽ･ｲ･ｶﾙﾃﾞﾛﾝ｣(~17780626)
1777年10月15日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永6年9月15日|<就任>大坂城代｢牧野越中守貞長｣(~天明1.閏5.11)
1777年10月15日-09:00|日本|京都府京都市|安永6年9月15日|<就任>京都所司代｢久世広明｣(⇒1781(天明1年閏5
  月11日))
1777年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､独立戦争後､ｻﾗﾄｶﾞの戦いでｲｷﾞﾘｽ軍が敗北
1777年10月20日-09:00|日本|長野県須坂市|安永6年9月20日|<死去>堀直寛(59歳)前信濃須坂藩主
1777年10月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>｢大陸｣議会議長代理｢Charles Thomson｣(~11.1)無所属
1777年11月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>｢大陸｣議会議長｢Henry Laurens｣(~17781209)無所属
1777年11月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Bernardo de Tortosa｣(~1780年)
1777年11月12日-09:00|日本|  ||安永6年10月13日|身延山久遠寺が火事にあう
1777年11月12日-09:00|日本|東京都江東区|安永6年10月13日|<大相撲>安永6年10月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(西小結)谷風,5勝1敗1分1預
1777年11月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ大陸会議で｢聯合規約｣を採択｡北米大陸の植民地を聯合してUnited Stat
  es of Americaと命名



1780迄(1631件)

1777年11月17日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾈﾊﾟｰﾙ国王｢ｼﾝﾊ･ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼｬｰ･ﾃﾞｰｳﾞｧ｣
1777年11月17日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾈﾊﾟｰﾙ国王｢ﾗﾅ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩｰﾙ･ｼｬｰ･ﾃﾞｨｳﾞｧ｣2歳(~17990323)､摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾗｼﾞ
  ｪﾝﾄﾞﾗ･ﾗｼﾞｬ･ﾗｸｼｭﾐ･ﾃﾞｳﾞｨ｣(1回目~17780831)
1777年11月20日-09:00|日本|  ||安永6年10月21日|<死去>住吉広守(73歳)画家
1777年11月22日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Sebastian de Andrade Palom
  ar｣(~1778年)
1777年11月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾃﾞｨﾐﾄﾘｰ･ﾓﾙｼﾞ｣(~17820609)
1777年11月26日-09:00|日本|茨城県古河市|安永6年10月27日|<死去>土井利見(20歳)下総古河藩主⇒養子の利厚
  が継いだ
1777年12月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾀﾞﾚﾝﾃﾞﾘ･ｾﾍﾞｼｻﾞｰﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17780901)
1777年12月7日-09:00|日本|岐阜県中津川市|安永6年11月8日|<交替>美濃苗木藩10021石｢遠山友清｣隠居⇒養子｢
  遠山友随｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年12月21日､隠居)
1777年12月7日-09:00|日本|富山県富山市|安永6年11月8日|<交替>越中富山藩10万石｢前田利与｣隠居⇒養子｢前
  田利久｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年8月7日､死去)
1777年12月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾌﾗｯﾀ国最高統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｬﾌｼﾞ2世ｱｯﾊﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~18080503
  没)
1777年12月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾊﾔｯﾄ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18071230没)
1777年12月14日-09:00|日本|東京都|安永6年11月15日|<死去>2代中村伝九郎(59歳)歌舞伎役者､座元
1777年12月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙｲ16世が､ｱﾒﾘｶが独立国であることを承認
1777年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽの探検家ｸｯｸが太平洋の小島に到着｡ｸﾘｽﾏｽ島と命名
1777年12月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ3世ﾖｰｾﾞﾌ｣[1745年生～](享年32)
1777年12月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<統合>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ｶｰﾙ4世ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ｣⇒ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ｶｰﾙ2世ﾃ
  ｵﾄﾞｰﾙ｣(ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公｢ｶｰﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ｣~17990216死去)
1778年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Israil｣
1778年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｾﾗﾝｺﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｻﾗﾌﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙﾏﾙﾌﾑ･ﾔﾑﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ﾀﾞｲﾝ･ﾁｪﾗｸ｣
1778年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob Roeland Thomaszen｣(~1780年死去)
1778年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Azimuddin2世｣(~1789年)
1778年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｾﾗﾝｺﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾗﾌﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣(~1826102
  7没)
1778年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ｣(~1807年)
1778年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ｼｬﾑがﾋﾞｴﾝﾁｬﾝ王国を侵略しﾙｱﾝﾌﾟﾗﾊﾞﾝ王国を属国化(~1780年)
1778年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸはﾀｲの家臣状態(~19040919)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾊｼﾞ･ｶﾘﾑﾀﾞｯﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1783年)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾄﾞｰﾀﾞﾗｰ太守ﾌｧﾃｰ･ｼﾝｸﾞ･ﾗｰｵ･ｶﾞｰｲｸﾜｰﾄﾞ(~17891226死去)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾐﾙｻﾞ･ﾏﾊﾗｵ)｢ﾗﾔﾀﾞﾝｼﾞ3世｣(1回目~1786年)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞﾗ･ｻｲ｣(~1782年)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｷﾞﾗﾃｨ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1846年没)､摂政｢ｳﾞｨｸﾞﾈｽﾜｰﾙ･ﾗｲｸﾞﾙ
  ｣
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾐ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾀﾞﾚﾙ･ｼﾝ｣(~1803年没)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1802年)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸｼｭﾐｶﾝﾀ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1780年)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(1回目~1803年)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙ･ﾗﾊﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑﾆ･ﾊﾟﾙ｣(~1783年)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾗｽﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾓﾊﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1824年没)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏｲﾊﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾍﾞﾆ･ｼﾝ｣建国(~1788年没)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾜﾄﾞﾜﾝ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌﾟﾘﾃｨﾗｰｼﾞ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ｣(~1807年没)
1778年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Manawari Karaeng Bontolangkasa｣(~1810年)
1778年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾓｰﾀﾗﾑ･ｼｬｰ2世｣(1回目~1788年)
1778年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾞﾝｼﾞｬ汗国ﾊｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ｣(~1780年)
1778年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ｷﾞｵﾙｷﾞ5世｣(3回目~1788年)
1778年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾏｸ汗国ﾊｰﾝ｢ﾎｾｲﾝ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾔｯﾄ｣(~1822年)
1778年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｶﾝｶﾞﾙﾘ汗国ｶｰﾝ｢ﾊｯｻﾝ･ﾊｰﾝ･ｶﾝｶﾞﾙﾘ｣｢ﾎｾｲﾝ･ｶｰﾝ･ｶﾝｶﾞﾙﾘ｣(~1822年)
1778年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1780年)
1778年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ﾇﾏﾝ･ﾍﾞｲ｣(~1779年)
1778年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Cerkes Hasan Pasha｣(~同年)⇒｢Asaf Mehmed Pasha
  ｣(2期目~1779年)
1778年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｳﾞｪｷｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1780年)
1778年-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｹｰﾌﾟ植民地とｺｻ人との境界を､ﾌｨｯｼｭ川に設定
1778年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｱﾌﾒｯﾄ･ｸﾙﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1787年死去)
1778年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官｢ｸﾚﾒﾝｽ･ｱｳｸﾞｽﾄ男爵ﾊﾞﾝ･ﾌﾟﾚｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1794年)
1778年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯ｶｰﾙ･ｴﾏﾇｴﾙ(~1806年ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合)
1778年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｸﾞﾗｲﾂ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ11世｣(~18000628死去)
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1778年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ｶﾃﾞｨｰﾙ2世｣(~1782年)
1778年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Antonio｣(~1799年,ﾌﾗﾝｽ軍により退位させられる)
1778年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｱﾝﾄﾞﾘﾔ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣(~1783年)
1778年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ﾍﾟﾙｰ副王領からはなれ,ﾁﾘ総督領となる
1778年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Pedro Amores｣(~11.30)
1778年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官｢Thomas Dinzey｣(1期目~1781年)
1778年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官代理｢Pieter Runnels｣(~1780年)
1778年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾙｴﾀﾞｽ･ﾓﾗﾚｽ｣(1回目)
  ⇒｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾈﾄﾞ･ｲ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｴｿ｣(~17800702没)
1778年 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島をﾌﾗﾝｽが占領
1778年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹﾍﾞｯｸ植民地総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊﾙﾃﾞｨﾏﾝﾄﾞ｣(~1786年)
1778年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第8代総督｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~1779年)
1778年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｶﾍﾞﾛ･ｲ･ﾛﾌﾞﾚｽ｣(~1786年)
1778年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Te ari`i maeva rua1世｣
1778年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Te ari`i noho ra`i Tapoa1世｣(~1812年死去)
1778年1月3日-09:00|日本|新潟県新発田市|安永6年12月5日|新発田藩,新講堂竣工
1778年1月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾋﾞﾑ･ｼﾝ｣(~18280330没)
1778年1月10日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝの植物学者ﾘﾝﾈ没(17070523～)19日説植物の分類法について研究
1778年1月13日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|安永6年12月15日|伊予国吉田町大火､270軒余を焼く
1778年1月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱがﾊﾞｲｴﾙﾝのﾌｧﾙﾂ選帝侯に南ﾊﾞｲｴﾙﾝを割譲させる協定を結ぶ
1778年1月17日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永6年12月19日|大阪天満で5000余世帯類焼.大坂天満宮･川崎東照
  宮類焼
1778年1月18日 10:00|ﾊﾜｲ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷｬﾌﾟﾃﾝ･ｸｯｸがﾊﾜｲ諸島ｵｱﾌ島を発見
1778年1月20日 10:00|ﾊﾜｲ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷｬﾌﾟﾃﾝ･ｸｯｸがﾊﾜｲ諸島ｶｳｱｲ島を発見
1778年1月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼｬﾙﾙ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝ｣ｱﾙﾄﾜ伯ｼｬﾙﾙ(ｼｬﾙﾙ10世)の子(~18200214死去)
1778年1月26日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｱﾒﾘｶ|  |||U.S.S.ﾌﾟﾛﾋﾞﾃﾞﾝｽのｼﾞｮﾝ･ﾗｽﾊﾞｰﾝ大尉の下､ﾅｯｿｰ砦をｱﾒﾘｶが短期間占領(~2
  9日)
1778年1月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢ｱﾙﾋﾞﾆｬｯｸ･ﾀﾞﾙﾚ男爵ﾙｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾀﾞﾙﾋﾞﾆｬｯｸ｣
  (~同年)
1778年1月28日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･泰徳1年1月|<即位>西山朝(大越)歸仁朝廷国王｢泰徳帝阮岳｣(~1793.10死
  去)建国､首都をﾋﾞﾝﾃﾞｨﾝのﾄﾞﾊﾟﾝに定め泰徳と改元(~1788年)
1778年2月1日-09:00|日本|長崎県対馬市|安永7年1月5日|<死去>対馬府中藩22800石｢宗義暢｣(38歳)⇒3月7日､四
  男｢宗義功｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年7月8日､死去)
1778年2月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾌﾗﾝｸﾘﾝ(72)とﾌﾗﾝｽ外相ｼｬﾙﾙ･ｳﾞｪﾙｼﾞｪﾝﾇ(61)の間で､ｱﾒﾘｶ･
  ﾌﾗﾝｽ間の和親通商条約と同盟条約が成立
1778年2月9日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱ人の反乱(ｺﾁｬのｸﾗｼﾞﾅの反乱~9.7)
1778年2月12日-09:00|日本|東京都中央区|安永7年1月16日|<初演>人形浄瑠璃｢揚屋｣江戸外記座
1778年3月5日-09:00|日本|広島県広島市|安永7年2月7日|仁保島大河浦出火,165軒焼失
1778年3月6日-09:00|日本|京都府京都市|安永7年2月8日|<就任>関白｢九条尚実｣(~安永8年10月29日散官)
1778年3月7日-09:00|日本|岡山県高梁市|安永7年2月9日|<死去>備中松山藩5万石｢板倉勝従｣(29歳)⇒22日､弟｢
  板倉勝政｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年3月8日､隠居)
1778年3月10日-09:00|日本|東京都|安永7年2月12日|日本橋より出火し､大火となり,とくに佃島に大きな被害が
  でる
1778年3月11日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾉ･ﾎﾞﾑとﾌｪﾙﾅﾝ･ﾄﾞ･ﾎﾟｰはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙからｽﾍﾟｲﾝに割譲
1778年3月23日-09:00|日本|東京都|安永7年2月25日|<死去>4代市川團十郎(68歳､1711年生)歌舞伎役者(2代松本
  幸四郎､3代市川海老蔵)
1778年3月23日-09:00|日本|奈良県奈良市|安永7年2月25日|<交替>大和芝村藩1万石｢織田輔宜｣隠居⇒弟｢織田長
  教｣が継ぐ(⇒寛政7(1795)年4月26日､隠居)
1778年3月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｹｼｭﾘ･ｼﾝ｣
1778年3月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~18051206)
1778年3月29日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸｯｸがｶﾅﾀﾞのﾇｰﾄｶｻｳﾝﾄﾞに到達
1778年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｸﾘﾐｱ･ﾛｼｱ司令官｢Aleksandr Vasilyevich Suvorov｣(2期目~1779.6)
1778年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻｰﾚ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｶｻﾞｰﾘ(在職中死
  去)⇒ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1778年4月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~18030801没)
1778年4月19日-09:00|日本|福井県坂井市|安永7年3月22日|<越前三国湊安永7年の大火>午の刻(午前12時ごろ)
  過ぎ､上新町三番丁のおけやの家から出火,上(竹田川の上流:東側)は玉井町から下(同川の下流:西側)は木場
  町までの間､上ﾉ上西辺(上流の上西町あたり)と上八町の北の方を一部残しただけで､総数1283軒を焼失､湊で
  残ったのは四日市と岩崎､玉井の一部110数軒という､全体の9割以上が焦土と化した
1778年4月24日-09:00|日本|東京都江東区|安永7年3月27日|<大相撲>安永7年3月場所[江戸深川八幡宮](~10日間
  )優勝(西関脇)谷風,9勝0敗1休
1778年4月28日-09:00|日本|徳島県阿南市|安永7年4月2日|<死去>平島公方｢平島義宜｣⇒次男｢足利義根｣が継ぐ(
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  ⇒文化2(1805)年に京都へ移る⇒文政9年10月8日(18261107)､死去)
1778年4月30日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾌｨｹﾞｲﾛ伯ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｳﾞｧｽｺﾝﾁｪﾛｽ･ｴ･ｽｰｻﾞ｣
  (~17900509)
1778年5月6日-09:00|日本|岩手県盛岡市|安永7年4月10日|<盛岡安永7年の大火>八つ時(14時)過ぎ､城下夕顔瀬
  片原丁の町家から出火,下台の中居孫右衛門宅に飛び火し､そこから梨子木丁に延焼､上田町赤川､田町､長町､
  帷子丁､久慈町､材木町を灰とし､さらに大仁王丁､新山堂､平山丁､仁王新丁､三戸丁の裏丁の町々を焼失させた
  /さらに四ﾂ屋町から大工町､八日町､本町､油丁を焼き尽くした上､中津川を飛び越え､外加賀野御持筒丁を焼き
  同川に沿ってさらに北上､山岸組丁､永福寺門前通りと延び､加賀野組丁､御持筒丁､春木場､浅岸水道口から炎
  は飛んで浅岸山で山火事を起こしようやく鎮火/焼失数は､町家1594軒､百姓家206軒､諸士家376軒､足軽家190
  軒､長柄家(長柄組の士屋敷)49軒､小者の家1軒｡寺院21か所､修験堂15軒､以上合計2452軒｡そのほか城の仕切門
  75棟､惣門4棟/主な焼失建物は､寺院では東願寺､本誓寺､清養院､龍谷寺､中台院､法明院､高水寺､妙泉寺の大日
  堂など/そのほか田中百姓家､円子条右衛門宅､下小路丁稲荷御薬園などが焼けた
1778年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾁｬﾀﾑ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄ｣
1778年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾁｬﾀﾑ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾋﾟｯﾄ｣(~18350924死去)
1778年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの代表的啓蒙思想家ｳﾞｫﾙﾃｰﾙ(ﾌﾗﾝｿﾜ=ﾏﾘ･ｱﾙｴ-)(1712-､83歳)/主著は
  ｢ﾙｲ十四世の世紀｣､｢ｶﾝﾃﾞｨｰﾄﾞ｣など/宗教と宗教家の不合理と偽善を批判(ｶﾄﾘｯｸ教会を批判)した
1778年5月31日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|安永7年5月6日|<交替>近江水口藩25000石｢加藤明堯｣隠居⇒養子｢加
  藤明陳｣が継ぐ(⇒寛政11(1799)年9月6日､隠居)
1778年6月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾞﾅﾄはﾊﾝｶﾞﾘｰに編入(1779年発効)
1778年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ﾆｺﾛ･ｳﾞｨｰﾄ･ﾋﾟｯﾁﾝﾆ《歌劇｢いつわりのふたご｣》
1778年6月18日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｱﾏﾃﾞｳｽ･ﾓｰﾂｧﾙﾄ《交響曲第31番ﾆ長調"Paris"》
1778年6月19日-09:00|日本|石川県加賀市|安永7年5月25日|<交替>加賀大聖寺藩7万石｢前田利道｣隠居⇒次男｢前
  田利精｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年8月21日､強制隠居)
1778年6月25日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾎｾ･ﾍﾟﾘｴ･ｲ･ﾊﾞﾛｽ｣(1回目~17800723)
1778年6月26日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ副王｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾙﾃｨ
  ｽ･ｻﾙｾﾄﾞ｣(~17840307)
1778年6月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾓﾝﾏｽの戦い>大陸軍がｲｷﾞﾘｽ軍を破る
1778年7月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾎｾ･ﾊﾞｽｺ｣(~17870922)
1778年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾚｵﾅｰﾙ･ﾄﾞ･ﾍﾞﾙｺﾑ｣(2度目~10.18)
1778年7月 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ﾓﾝﾌｫｰﾙ･ﾌﾞﾗｳﾝ｣(2回目~17800328)
1778年7月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの代表的啓蒙思想家ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｯｸ･ﾙｿｰ(1712-､66歳)/死後､自伝的作品
  ｢告白録｣が刊行される
1778年7月3日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ王ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世がﾎﾞﾍﾐｱに侵入し､ﾊﾞｲｴﾙﾝ継承戦争が勃発(~19
  79.5.13)
1778年7月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>15代ｴﾛﾙ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾍｲ｣
1778年7月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>16代ｴﾛﾙ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣(~17980614死去)
1778年7月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾜｲｵﾐﾝｸﾞの戦い>英国軍部隊が愛国者軍に勝利.ｲﾛｺｲ族虐
  殺有り
1778年7月3日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道厚岸郡厚岸町|安永7年6月9日|ﾛｼｱ船が蝦夷地の厚岸に来航し松前氏に通
  商を要求
1778年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾗｰｸ､民兵を率いてｶｽｶｽｷｱ占領
1778年7月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾌﾗﾝｽ領ﾁｪﾝｼﾞｬｰﾅｺﾞｰﾙを占領
1778年7月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｲｷﾞﾘｽに宣戦布告
1778年7月17日-09:00|日本|岡山県倉敷市|安永7年6月23日|<死去>備中岡田藩10343石｢伊東長詮｣(43歳)⇒長男｢
  伊東長寛｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年6月11日､死去)
1778年7月17日-09:00|日本|福島県いわき市|安永7年6月23日|<死去>陸奥湯長谷藩15000石｢内藤貞幹｣(33歳)⇒
  次男｢内藤政広｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年9月13日､18歳で死去)
1778年7月24日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｼﾗｰﾌﾀﾞﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~17791021)
1778年7月24日-09:00|日本|京都府|安永7年7月1日|<安永7年京都一円豪雨>比叡山が雷混じりの豪雨によってが
  け崩れを起こし､泥流ががけ下の人家を襲い､家は崩潰し600余人が死亡
1778年7月25日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣(2回目~9.7)
1778年7月25日-09:00|日本|京都府京都市|安永7年7月2日|<安永7年京都一円豪雨>京都大雨で洛中洛外の川々出
  水/淀大橋破損,道橋破損,家流れ堤･川除破損/加茂川洪水,三条通りの石橋破損/洪水の被害は皇居築地辺,堂
  上(昇殿する資格のある公家)方の殿舎,門,塀多く崩れる
1778年8月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾋﾟｴﾙﾏﾘｰﾆ(44)が建築したﾐﾗﾉのｽｶﾗ座がｵｰﾌﾟﾝ
1778年8月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾌﾗﾝｽ領ｶﾘｶﾙを占領
1778年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･第6代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
1778年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾗｲﾑﾝﾄ｣
1778年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ｣(~18200307死去)
1778年8月18日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ副総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｫｰﾙ｣(2回目~17790211)
1778年8月23日-09:00|日本|福岡県大牟田市|安永7年閏7月2日|<死去>立花長熙(59歳)前筑後三池藩主
1778年8月26日-09:00|日本|  ||安永7年閏7月5日|<死去>有賀長因(67歳)歌人



1780迄(1631件)

1778年8月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||米仏共同によるﾆｭｰﾎﾟｰﾄ奪回作戦失敗に終わる
1778年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||ﾌﾗﾝｽ海軍がﾄﾞﾐﾆｶ奪取
1778年9月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｶﾗﾌｧｯﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17790821)
1778年9月2日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ摂政｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｼｬｰ｣(1回目~17790620)
1778年9月8日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ﾁﾛｰ侯爵ﾏﾘｰ･ｼｬﾙﾙ｣(~1780年)
1778年9月8日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾄﾞﾐﾆｶ支配(~17840110)
1778年9月14日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢John Evans｣(~10.1
  1)
1778年9月14日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島をｲｷﾞﾘｽが占領､島民は強制送還される(
  島はﾆｭｰﾌｧﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞによって管理)
1778年9月18日 14:00|日本|熊本県熊本市|安永7年閏7月28日|<熊本安永7年の大火>夜四ﾂ半(23時)ごろ､極楽寺
  丁の大河原治郎進の長屋から出火､千反畑から草葉丁､通丁､藪ﾉ内と次々と延焼､手取から藩の御厩飼料所など
  にも燃え移り､高田原､鷹匠小路一円を灰にし､御花畑までにも炎が拡がった/また外坪井､坪井広丁､六間町後
  通､歩小路､一本竹､水道丁､御駕町､水道屋敷､白川橋にも類焼し一面灰にした/飛び火で世継宮にも延焼し､翌
  朝七つ半(午前5時ごろ)､宝町で鎮火/被害は､御中小姓以上の侍屋敷353軒､御切米取(所領がない給料侍)の住
  家451軒､足軽以下の侍の住家884軒､町家93軒､寺社13か所､蔵8棟､4人死亡
1778年9月23日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞﾜ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱｼﾞﾘﾝ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ2世ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌ
  ﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ｱﾙ=ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣
1778年9月23日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾑｶﾗﾑ･ｼｬｰ3世ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼ
  ﾞﾜ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱｼﾞﾘﾝ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣(~17970901没)
1778年10月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<中断>ﾓｽｷｰﾄ王国がｲｷﾞﾘｽ人によって中断(~1779年11月)
1778年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾒﾛｰﾆ｣
1778年10月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾜｼﾝﾄﾝ･ｼｬｰﾘｰ｣
1778年10月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼｬｰﾘｰ｣(~17870418死去)
1778年10月3日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ｶｽﾊﾟｰ･ﾛｶﾞﾘﾝｽｷ｣(~17881101没)
1778年10月11日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢Robert Linzee｣(~
  同月)
1778年10月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝが自由貿易勅令を発布
1778年10月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾌﾗﾝｽ領ﾌﾟ･ｵﾝﾃﾞｨｼｪﾘｰを占領(~17850201)
1778年10月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公･4代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1778年10月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~18101223死去)
1778年10月24日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ｱﾙｼﾞｪﾚﾎ伯爵ﾌｪﾘﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ｻﾝﾄｽ･ﾄﾛ･ｲ･ﾌﾚｰ
  ﾙ｣ｽﾍﾟｲﾝがﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰを占領(~11.14)
1778年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｺｸﾗﾝ｣
1778年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｺｸﾗﾝ｣先代の息子(~18310701死去)
1778年11月14日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ﾎｱｷﾝ･ﾌﾟﾘﾓ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ･ｲ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｱｶﾙ｣(~17
  811230)
1778年11月28日-09:00|日本|広島県|安永7年10月10日|<安永7年安芸国暴風雨>広島城下の大半が洪水により浸
  水/広島藩内で12人が死亡.家屋全潰･流失1871戸､同損潰5132戸､田畑の損害は同藩の公表石高の約5割､21万35
  78石余､堤防の決壊5万2070間余(約95km)､森林の倒木6939本
1778年11月29日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾎｾ･ｶﾞﾘｶ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ･ｲ･ﾋﾟｻ
  ﾛ｣(~17841116)
1778年11月29日-09:00|日本|  ||安永7年10月11日|幕府が盲人および処士らの高利貸しを禁じる
1778年11月30日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Vicente Jimenez｣(~1780年)
1778年12月-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾｲｼｪﾙ司令官｢ｼｬﾙﾙ･ﾙｰﾃｨｴ･ﾄﾞ･ﾛﾏﾝｳﾞｨﾙ｣(~1781年)
1778年12月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍がﾌﾗﾝｽ領のｾﾝﾄﾙｼｱ奪取
1778年12月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>｢大陸｣議会議長｢John Jay｣(~17790928)無所属
1778年12月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ｶﾙﾛ｣
1778年12月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ﾌﾗﾝｼｽ1世｣(~18250104)
1778年12月25日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ北西部で地震(M6.2)死者8000人
1778年12月25日-09:00|日本|東京都江東区|安永7年11月7日|<大相撲>安永7年11月場所[江戸深川八幡宮](~10日
  間)優勝(東前3)笘ヶ嶋,8勝0敗1無勝負1休
1778年12月28日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(~17790801)
1778年12月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ｼﾞｮｰｼﾞｱの首都ｻｳﾞｧﾝﾅを占領
1778年12月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ｣
1778年12月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｶｰﾙ･ｴﾏﾇｴﾙ｣(~1806年ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合)
1778年12月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ4世｣
1778年12月31日-09:00|日本|  ||安永7年11月13日|<死去>吉分大魯(不明)俳人
1779年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾛｳﾚﾝｿ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ･ｺﾚｲｱ｣(~1782年)
1779年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Gayjira｣(摂政~1780年)
1779年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ﾀｲ総督ﾌﾟﾗﾔｰ･ｽﾎﾟｰ｣(~1780年没)
1779年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｼｪﾝｸｱｰﾝ王｢ｿﾝ･ﾌｫｳ｣(~1803年)
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1779年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾙﾀﾞﾙｶﾞﾄﾞ国統治者(ｶｰﾝ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾑﾌﾃｨﾔﾙﾊﾝｼﾞ･ｼｪﾙｼﾞｬﾏﾊﾝｼﾞ｣(~1813年没)
1779年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾑﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾙｼﾞｭ･ﾝ･ﾃﾞﾌﾞ｣(~1819年)
1779年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国摂政｢ﾏﾅｼﾞ･ﾗｵ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ｣(~1792年)
1779年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾝﾄｳﾞｧのｷﾞﾀﾞﾄﾞ地域からｻﾙﾀﾞﾙｶﾞﾄﾞ国創設
1779年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第47代ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ･ﾌｧｲｽﾞ｣
1779年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<復位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第48代ﾊﾝ｢ﾔｰﾃﾞｨｶﾞｰﾙ2世｣(2期目~1781年)
1779年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ公｢ｹﾚｼｭ｣(~18080514没)
1779年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ﾌﾞﾕｯｸ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1780年)
1779年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱｳｻ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｼﾞｭﾀﾞﾋｽ･ｲﾌﾞﾝ･ｹﾀﾞﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1801年)
1779年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Fumo Madi ibn Abi Bakr, Mfalume｣(~1809年)
1779年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ahmed Izzet Pasha｣(2期目~1780年)
1779年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ11世｣
1779年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｼﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1781年)
1779年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｼﾞｮｾﾞﾌ1世｣(~1785年没)
1779年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ﾊﾙｶﾞﾆ｣(~1793年)
1779年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾛﾝﾌﾟﾄﾝがﾐｭｰﾙ紡績機を製作
1779年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾌﾞﾝｽ島のｲｷﾞﾘｽの城砦を攻撃
1779年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵｯﾄｰ･ﾍﾞｲﾔｰ｣
1779年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢John Dotin｣(1期目~1780年)
1779年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｲｼﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗﾙﾀ･ｲ･ﾛﾊｽ｣(~1785
  0926没)
1779年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第9代総督(暫定総督)｢ｼﾞｬｯｸ･ﾏｰｶｽ･ﾌﾟﾚｳﾞｫｽﾄ｣(~同
  年)⇒第10代総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾗｲﾄ｣(~1782年)
1779年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱｲﾊﾞｰ｣(~1783年)
1779年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｴｽﾀﾁｪﾘｱ｣(~1783年)
1779年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英軍はｵﾓｱを占領.英国の支援を受けたﾓｽｷｰﾄ族がﾏﾃｨﾅをふたたび征服
1779年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾜﾀ統治者｢Keatonui｣(~1818年死去)
1779年1月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王｢John Fahie｣ｲｷﾞﾘｽ司令官(~2.24)
1779年1月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>14代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾙｶﾝﾀﾗ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾛﾍﾟｽ=ﾊﾟﾁ
  ｪｺ｣
1779年1月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>15代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾎｾ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｵｿﾘｵ･ｲ･ｺﾞﾝｻｶﾞ｣(~17960609死
  去)先代の従兄弟の子
1779年1月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾊﾟｵﾛ･ﾚﾆｴｰﾙ｣(~17890213死去)
1779年1月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾍﾙﾏﾝ･ｱﾍﾞｽ
  ﾃｨｰ｣(2度目~17880517)
1779年1月19日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|安永7年11月|<死去>大和高取藩20500石｢植村家久｣(27歳)⇒翌
  年､弟｢植村家利｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年8月24日､死去)
1779年1月23日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾗｲﾌ･ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1度目~9月)
1779年1月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで貴族青年育成のため､ｱｯｶﾃﾞﾐｰｱ･ﾌｧﾙｾｯﾃｨ(後にｴﾘｯﾂｫ)誕生
1779年1月30日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾈｶﾞﾙをﾌﾗﾝｽを奪還
1779年2月11日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾄﾞｩ･ﾛｰｽﾞﾝ公爵ｱﾙﾏﾝ･ﾙｲ･ﾄﾞ･ｺﾞﾝﾄｰ･ﾋﾞﾛﾝ｣(~3月)
1779年2月11日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ植民地ｻﾝﾙｲをﾌﾗﾝｽが占領､ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙの一部(~17830903)
1779年2月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽの探検家ｷｬﾌﾟﾃﾝ･ｸｯｸがﾊﾜｲ島民と衝突し死去/50歳(誕生:17281028
  )
1779年2月16日-09:00|日本|長野県飯田市|安永8年|<交替>信濃飯田藩2万石｢堀親長｣隠居⇒長男｢堀親忠｣が継ぐ
  (⇒天明4年6月29日(17840814)死去)
1779年2月16日-08:00|中国|  ||清･乾隆44年|<死去>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｲｼｬｸ｣
1779年2月16日-08:00|中国|  ||清･乾隆44年|<即位>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｱﾙﾀﾞｼｰﾙ｣(~1813年､死去)
1779年2月24日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｾﾝﾄ･ﾏｰﾃｨﾝ島のｵﾗﾝﾀﾞ領域を占領(~17810205)
1779年2月27日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾃｷｼｴ｣(~17830923)
1779年3月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督代行｢ｼﾞｬｯｸ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｴｲﾘ｣(~17810307)
1779年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国の首席大臣ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰはﾁﾄﾗﾄﾞｩﾙｶﾞ･ﾅｰﾔｶ朝を滅ぼした
1779年3月1日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾞﾝﾄﾞ朝ｼｬｰ(創始者)｢ｶﾘｰﾑ･ﾊｰﾝ｣首都ｼｰﾗｰｽﾞで/80歳(誕生1699年)
1779年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで領内に公益質屋
1779年3月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮﾝ･ｱｼｭ率いる米軍､ﾌﾞﾗｲｱ･ｸﾘｰｸの戦いでｲｷﾞﾘｽ軍に大敗
1779年3月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾏﾘｱ･ﾌﾞﾘﾉｰﾚ｣(~17810304)
1779年3月6日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾞﾝﾄﾞ朝大宰相｢ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻﾞｷ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝﾄﾞ｣(~6.13)
1779年3月6日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾞﾝﾄﾞ朝ﾜｷﾙ･ｱﾙ=ﾗｰﾔ(民衆保護者)｢ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝﾄﾞ｣(~6.19没)､｢ｱﾎﾞﾙ
  =ﾌｧｽ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝﾄﾞ｣(~8.22)
1779年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1779年3月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾌﾗﾝｽ領ﾏﾍを占領
1779年3月18日-09:00|日本|  ||安永8年春|<刊行>長久保赤水｢改正日本輿地路程全図｣
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1779年3月26日-09:00|日本|  ||安永8年2月9日|<死去>河野恕斎(38歳)儒学者､漢詩人
1779年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｱﾝｼﾞｪﾛ･ｵﾙﾄﾗｰﾆ｣
1779年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1779年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣先代の息子(~18290905死去)
1779年4月4日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾏﾃｨｱｽ･ﾃﾞ･ｶﾞﾙﾍﾞｽ･ｲ･ｶﾞﾔﾙ
  ﾄﾞ･ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ･ｲ･ｶﾌﾞﾚﾗ｣(5.14まで代行~17830403)
1779年4月9日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛﾏ･ｲ･ﾛｾﾙ(ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領)｣(~8.23)
1779年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝとﾌﾗﾝｽらｱﾗﾝﾌｪｽ秘密条約を結ぶ/ｱﾒﾘｶ独立戦争にｽﾍﾟｲﾝが参加し成
  功したときの特権を約束したもの
1779年4月28日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督代行｢ｻﾝ･ﾓｰﾘｽ伯ｼﾞｮｾﾌ･ﾋﾞｼﾞｬｰﾙ･ﾄﾞ･
  ﾑﾘﾈ｣(~30日)
1779年5月1日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ｽｲﾔｯｸ子爵ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾍﾟｲﾆｴ｣(178001
  30まで代行~17871103)
1779年5月2日-09:00|日本|東京都江東区|安永8年3月16日|<大相撲>安永8年3月場所[江戸深川八幡宮](~10日間)
  優勝(西関脇)谷風,9勝0敗1休､18連勝(前場所は全休)
1779年5月6日-09:00|日本|山形県上山市|安永8年3月20日|<死去>松平長恒(64歳)元出羽上山藩主
1779年5月8日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾞﾚ島をｲｷﾞﾘｽが占領(~17830903､正式にﾌﾗﾝｽに割譲)
1779年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ伯｢Heinrich24世｣
1779年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ伯｢Heinrich51世｣(⇒1806年ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ候~1822年)
1779年5月13日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｼｭﾚｼﾞｴﾝのﾃｯｼｪﾝでﾊﾞｲｴﾙﾝ継承戦争終結のための条約をｵｰｽﾄﾘｱとﾌﾟ
  ﾛｲｾﾝ王国が締結.ﾌﾟﾛｲｾﾝはﾎﾞﾍﾐｱをあきらめる
1779年5月18日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾘｽﾄﾌ･ｳﾞｨﾘﾊﾞﾙﾄ･ｸﾞﾙｯｸ《歌劇｢ﾀｳﾘｽのｲﾌｨｹﾞﾆｱ｣》
1779年5月20日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Joaquin Jose Ibanez Cuevas 
  Valero de Bernabe｣(~1784年)
1779年5月25日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事代理｢oseph Bigeard de Murinais｣(~17810822)
1779年5月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｷﾞﾘｪﾙﾒ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ｣(~17861103)
1779年5月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国の首席大臣ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰはｶﾀﾞﾊﾟのﾅﾜｰﾌﾞを滅ぼす
1779年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1779年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の孫(~17871024死去)
1779年5月31日-09:00|日本|東京都千代田区|安永8年4月16日|<就任>老中格｢阿部正允｣(~安永9年7月6日)
1779年6月4日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢暫定政権(ｼﾞｮｱﾝ･ﾉｹﾞｲﾗ･
  ﾀﾞ･ｸﾙｽ修道士/ﾃﾞｨｵｺﾞ･ｹﾞﾚｲﾛ･ﾃﾞ･ｱﾎﾞｲﾑ/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ｿｱﾚｽ)｣(~17790825)
1779年6月13日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾞﾝﾄﾞ朝大宰相｢ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻﾃﾞｸ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝﾄﾞ｣(~8月)
1779年6月13日-09:00|日本|長崎県平戸市|安永8年4月29日|<死去>松浦誠信(68歳)前肥前平戸藩主
1779年6月14日-09:00|日本|京都府京都市|安永8年5月|心学の普及者手島堵庵が京都に時習舎を開く
1779年6月16日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ｼｬﾙﾙ･ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾄﾛﾛﾝ･ﾃﾞｭ･ﾙﾏﾝ｣ﾌﾗﾝｽ軍司
  令官(~21日)
1779年6月16日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ海軍がｾﾝﾄｳﾞｨﾝｾﾝﾄ奪取(~17840101)
1779年6月19日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾞﾝﾄﾞ朝ﾜｷﾙ･ｱﾙ=ﾗｰﾔ(民衆保護者)｢ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝﾄﾞ｣
1779年6月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾄﾉﾌｪﾘｰの戦いで英軍､ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾘﾝｶﾝ率いる米軍を撃退
1779年6月20日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾗｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ･ﾗｼﾞｬ･ﾗｸｼｭﾐ･ﾃﾞｳﾞｨ｣(2回目~17850713)
1779年6月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ独立戦争､ｽﾍﾟｲﾝ､米西同盟にもとづきｲｷﾞﾘｽに対し宣戦布告｡ｵﾗﾝﾀﾞ
  もこれに続く
1779年6月21日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ｼﾛｰ侯爵ﾏﾘｰ･ｼｬﾙﾙ｣(~同年)⇒｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ･
  ﾃﾞｭﾓﾝﾃ｣(~1780年12月)
1779年7月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Joao Manuel da Azambuja｣(~1782年死
  去)
1779年7月2日-09:00|日本|北海道茅部郡|安永8年5月19日|松前藩茅部で一揆が起こる
1779年7月5日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ｶﾘﾌﾞﾋﾞｰ諸島内外総督代理｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(~
  17800223)
1779年7月6日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾃﾞｭﾗ伯ｼﾞｬﾝ=ﾌﾗﾝｿﾜ｣(~1784年1月)
1779年7月6日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ海軍がｾﾝﾄｳﾞｨﾝｾﾝﾄとｸﾞﾚﾅﾀﾞを奪取(~17840106)
1779年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･第7代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
1779年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･第8代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾌﾞﾗｳﾝﾛｰ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~18090208死去
  廃絶)
1779年7月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾝｿﾆｰ･ｳｪｲﾝ､ｲｷﾞﾘｽ軍のﾆｭｰﾖｰｸ植民地ｽﾄｰﾆｰ･ﾎﾟｲﾝﾄ襲撃に成功
1779年7月20日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国国王(後期ｿﾛﾓﾝ朝)｢ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ1世｣(1回目~17840208)
1779年7月30日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||政府の廃止により､ﾘｴｶ(ﾌｨｳﾒ)陥落しﾊﾝｶﾞﾘｰ管轄下
1779年8月-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｱﾝﾉﾝ2世｣
1779年8月-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｱﾝ･ｴﾝ｣(1回目~1783年)
1779年8月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾗﾋﾞ･ｲｽﾌｧﾊﾆ｣(~1785年)
1779年8月 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾃﾞﾙｶﾞｰ(軍事知事)｣(~17810331)
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1779年8月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ特定知事｢Auguste Lescuiller Descoudrelles｣(~178
  50627死去)
1779年8月1日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾒﾄﾞｳｽﾞ｣(~1780年)
1779年8月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~10日死去)
1779年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｲ16世が農奴廃止令をだす
1779年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1779年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17830223死去)
1779年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･第7代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~17790708死去)
1779年8月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾗﾌﾀﾞﾙ･ｾｲｲﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17810220)
1779年8月21日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾏｰﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｻﾗｳﾞｪﾘｱ(市民知事)｣(~17810
  331)
1779年8月22日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾞﾝﾄﾞ王朝ﾜｷﾙ･ｱﾙ=ﾗｰﾔ(民衆保護者)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻﾃﾞｨｸ･ｶｰﾝ･ｻﾞﾝﾄﾞ｣(~1781031
  4没)
1779年8月23日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾏｰﾃｨﾝ･ﾏﾖﾙｶﾞ･ﾌｪﾚｰﾙ｣(~17830428没)
1779年8月25日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢運営委員会(ﾃﾞｨｵｺﾞ･ｹﾞ
  ﾚｲﾛ･ｱﾎﾞｲﾑ/ﾌﾚｲ･ﾎｾ･ﾋﾞﾄﾘｰﾉ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾎｾ/ｳﾞｨﾝｾﾝﾄ･ｶｴﾀﾝﾏｲｱ･ｲ･ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ)｣(~12.16)
1779年8月25日-09:00|日本|愛媛県松山市|安永8年7月14日|<死去>伊予松山藩15万｢松平定静｣(51歳)⇒養子｢松
  平定国｣が継ぐ(⇒文化元年6月16日(18040722)､死去)
1779年9月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~11月)
1779年9月5日-09:00|日本|群馬県館林市|安永8年7月25日|<死去>上野国館林藩61000石(老中)｢松平武元｣(67歳)
  ⇒四男｢松平武寛｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年3月26日､死去)
1779年9月11日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|安永8年8月2日|<死去>大久保忠胤(70歳)前下野烏山藩主
1779年9月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾃﾝﾌﾟﾙ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ=ﾃﾝﾌﾟﾙ｣
1779年9月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾃﾝﾌﾟﾙ伯･初代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ=ﾃﾝﾌﾟﾙ=ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ｣(⇒17
  841204ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ侯⇒17881013兼2代ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ伯~18130211死去)
1779年9月12日-09:00|日本|東京都千代田区|安永8年8月3日|仙台河岸伊達邸での花火を橋の上から見物してい
  た群集が欄干を押し落とし､死傷者がでる
1779年9月13日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<死去>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｲｯｽﾞ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ｣
1779年9月13日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾇｰﾙ･ｱｯﾃﾞｨｰﾝ1世ｱﾙ=ﾊｻﾝ｣(~17990602没)
1779年9月15日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがｾﾝﾄ･ｼﾞｮｰｼﾞｽﾞ･ｷｰを占領(~1782年)
1779年9月16日-09:00|日本|愛媛県西条市|安永8年8月7日|<交替>伊予小松藩1万石｢一柳頼寿｣隠居⇒次男｢一柳
  頼欽｣が継ぐ(⇒寛政8(1796)年8月15日､死去)
1779年9月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ率いるｱﾒﾘｶ艦隊､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ沖でｲｷﾞﾘｽ艦隊に勝利
1779年9月27日-09:00|日本|兵庫県姫路市|安永8年8月18日|<死去>建部政民(82歳)前播磨林田藩主
1779年9月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>｢大陸｣議会議長｢Samuel Huntington｣(~17810302)無所属
1779年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1779年10月3日-09:00|日本|  ||安永8年8月24日|<安永8年東海を中心に関東､東北で暴風雨･洪水>10月3日～4日
  (8月24日～25日)になると暴風雨となり､羽州米沢､奥州盛岡､同仙台､常陸､下野､上総の各地の河川が氾濫し洪
  水/東海地方の被害は大きく､三州岡崎では大洪水となり城下近郷の民家ことごとく漂流し､40万石余の収穫に
  相当する田畑が水没/尾張では､庄内川の水量が増して上條､志段味､味鋺､比良､大野木にある堤防が決壊し､同
  川の右岸､南は小田井の堤防まで､東は木津川､西は五条川､北は小牧辺りに至る地域が一面海になり､民家は水
  没/二つ杁の堤防も決壊し清須から津島に至る道路も全て冠水､天白川の水も氾濫して､熱田､八町畷､鳴海間の
  往来は途絶し､多くの人も家も流された
1779年10月3日-09:00|日本|兵庫県朝来市|安永8年8月24日|<死去>但馬出石藩58000石｢仙石政辰｣(57歳)⇒婿養
  子｢仙石久行｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年9月17日､死去)
1779年10月4日-09:00|日本|東京都|安永8年8月25日|江戸では､神田川が氾濫して和泉橋が落ち､目白下の水道の
  掛樋の堤が20間(約36m)ほど崩れて､小日向､水道町の道路が5尺(1.5m)ほど冠水
1779年10月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾊﾞﾅの戦いでｱﾒﾘｶ･ﾌﾗﾝｽ連合軍がｲｷﾞﾘｽ軍に撃退される
1779年10月21日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~17801115)
1779年10月24日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Edward ﾍｲ｣
1779年10月24日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Samuel Rous｣(3期目~26
  日)
1779年10月25日-09:00|日本|兵庫県小野市|安永8年9月16日|<交替>播磨小野藩1万石｢一柳末栄｣隠居⇒長男｢一
  柳末英｣が継ぐ(⇒文化元(1804)年7月5日､隠居)
1779年10月26日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Dotin｣(1期目~1780
  0712)
1779年10月26日-09:00|日本|福島県西白河郡中島村|安永8年9月17日|磐城滑津本法寺焼失
1779年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾗｲﾌ･ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1780年7月)
1779年11月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾗﾓﾝ･ﾃﾞ･ｶﾙﾊﾞﾊﾙ｣(~1785年)
1779年11月1日-09:00|日本|  ||安永8年8月24日|<死去>松下烏石(81歳)書家
1779年11月7日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢徐命善｣(~17800209)
1779年11月8日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安永8年10月|島津重豪公が天文観測や暦の作成などを行う施設｢
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  明時館(別名天文館)｣を建てる
1779年11月8日 05:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安永8年10月1日|<桜島｢安永大噴火｣>未刻ごろ(14時ごろ)になる
  と､南岳南側の中腹から大噴火が始まり､申の刻ごろ(16時ごろ)北東中腹が火を噴き､辺り一帯は噴煙と降灰で
  闇夜のようになった/翌日早朝から大量の噴石が舞い､続いて火口から火砕流が発生し民家を襲い､多量の溶岩
  (安永溶岩)が海上に流れた/153人死亡､家屋全･半潰500軒､船舶沈没12隻､米及び雑穀類の被害7万石余/火山灰
  は遠く土佐から大坂､紀州､伊勢､尾張さらに関東､江戸まで達した
1779年11月9日-09:00|日本|京都府京都市|安永8年10月2日|<死去>富士谷成章(42歳)国学者/画家皆川淇園の実
  弟
1779年11月21日-09:00|日本|東京都江東区|安永8年10月14日|<大相撲>安永8年10月場所[江戸深川八幡宮](~10
  日間)優勝(西関脇)谷風,9勝0敗1分,27連勝
1779年11月22日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢Salvador de Medina y Juan｣(
  ~17810226)
1779年12月3日-09:00|日本|長野県須坂市|安永8年10月26日|<死去>信濃須坂藩10053石｢堀直堅｣(37歳)⇒弟｢堀
  直郷｣が継ぐ(⇒天明4年2月3日(17840323)､死去)
1779年12月5日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾎｾ･ｺﾞﾝｻﾛ･ﾀﾞ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣(~17821219)
1779年12月6日-09:00|日本|京都府京都市|安永8年10月29日|<死去>後桃園天皇(22歳､宝暦8(1758)0702生)118代
  天皇
1779年12月7日-09:00|日本|岐阜県郡上市|安永8年10月30日|<死去>青山幸道(55歳)前美濃郡上藩主
1779年12月16日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ暫定総督･総司令官｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｳﾞｧｽｺﾝﾁｪﾛ
  ｽ･ｲ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ修道士｣(~17810507没)
1779年12月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾀﾞﾄﾞﾗ､ﾅｶﾞﾙ･ｱｳﾞｪﾘがﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに買収される
1779年12月28日-09:00|日本|東京都|安永8年11月21日|平賀源内が門弟2人の誤殺容疑で投獄
1780年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<死去>ｳｳﾞｪｱ王｢Finekata｣
1780年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Manuka｣(~1810年)
1780年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ大統領府総督｢ｳｨﾘｱﾑ･Broff｣
1780年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob Roeland Thomaszen｣
1780年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾚﾊ｣(~1800年頃)
1780年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ大統領府総督｢Hew ｽﾁｭｱｰﾄ｣(~1781年)
1780年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･Cornabe｣(~1793年)
1780年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｱｸ第5代ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Ali Abdul Jalil Muazzam Shah｣(~1782年)
1780年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Patra Alam｣(~1783年)
1780年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Skandar Alam｣(~1788年)
1780年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾗﾝ君主｢Cakraningrat7世｣(~1815年)
1780年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Amir ul Omra Azimuddin Sikandar Sul Karnain bin
   Pakir Maulana｣(~1805年)
1780年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<死去>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ﾀｲ総督ﾌﾟﾗﾔｰ･ｽﾎﾟｰ｣
1780年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ｵﾝﾌﾞﾝ｣(2回目~1781年11月没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼｯｷﾑ王｢ﾌﾟﾝﾂｫ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ2世｣
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾋｯﾄﾊﾟﾝﾌｧ･ｶﾞｳﾘﾅﾀｼﾝﾊ･ｼﾞｭﾊﾞﾗｼﾞｬ｣(1回目~1792年)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾄｶﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｨﾌﾞﾔｼﾑﾊﾃﾞｳﾞｧ2世｣(~1795年没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾌﾟﾙﾀﾗ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ｼﾞｬｯｻ･ｼﾝ｣建国(~17831020没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾙﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｪｲｸﾘｯﾄ･ｼｬｰ｣(~1785年没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨﾗﾗｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ1世･ｳﾀﾞｲﾔﾙ｣(~18090609没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾝﾃｨｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾔﾄﾗ･ﾅﾗﾔﾝ･ｼｴﾑ･ｽﾄｩﾝｶﾞ｣(~1785年)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｭﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾃｨｼﾝｼﾞ･ｶﾞｼﾞｼﾝｼﾞ｣(~1820年没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｺﾞﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾙ･ｼｪｵﾗｼﾞ･ｼﾝ｣(~1818年没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾃﾞｨｶ･ﾃﾞｲ･ﾗｼﾞﾏﾀ･ﾗﾆ｣(~1781年)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｳﾞｨﾙｼﾑｼﾞ2世｣(~1789年没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾘ国統治者(ﾗｵ)｢ｼﾞｭｶﾞﾙ･ﾌﾟﾗｻﾄﾞ｣(~1814年没)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾙﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾗｵﾙ)｢ｲﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ｣(~1796年)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾅﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑﾄｩ･ﾗｰﾏﾘﾝｶﾞ･ｾﾄｩﾊﾟﾃｨ1世｣(2回目~1795年)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼｯｷﾑ王｢ﾃﾝｼﾞﾝ･ﾅﾑｹﾞﾙ｣(~1793年､死去)
1780年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺﾀﾞｸﾞ国をﾏﾋｽﾙ(ﾏｲｿｰﾙ)が占領(~1788年)
1780年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｻﾞ国ﾐﾙ･ﾀﾑ｢ﾐﾙｻﾞ･ｶｰﾝ2世｣(~1790年)
1780年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝ国王｢ｱｻﾞﾑ･ｶｰﾝ｣(~1785年)
1780年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾞﾝｼﾞｬ汗国ﾊｰﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾘｰﾙ･ﾊｰﾝ｣(~1784年)
1780年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝対立ｼｬｰ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙ=ﾌｧｽ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1786年)
1780年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Kyabaggu Kabinuli｣
1780年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｺｰｷ王国統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑｼﾞｭｲｶﾞ｣(~1782年頃)
1780年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｽﾚｲﾏﾝ2世ｱｶﾞ大王｣(~1802年)
1780年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ｼｭﾚﾏﾝ･ｴﾌｪﾝﾃﾞｨ｣(~1786年)
1780年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国摂政｢ﾗｼﾞｬﾌﾞ･ﾜﾗﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1786年)
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1780年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国首相｢Ssendegeya｣⇒｢Mayembe｣⇒｢Kagenda｣(~1797年)
1780年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｶ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾀﾋﾞﾝﾜ･ﾅﾌﾞﾜﾅ･ｲﾝﾍﾝｼｺ1世｣(~1791年頃)
1780年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>下ﾔｰﾌｧ･ｻﾙﾀﾝ｢Abd al-Karim ibn Ghalib al-Afifi｣(~1800年)
1780年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>上ﾔｰﾌｧ首長｢`Umar ibn Salih Al Harhara｣(~1800年)
1780年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Mahmoud Pasha｣(~1782年)
1780年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Jjunju Ssendegeya｣(~1796年死去)
1780年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾗﾊｲﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾞﾙﾊﾝ･ｻﾃﾞｨｸ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾏﾄﾞ｣
1780年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Koca Abdi Pasha｣(~1781.3)
1780年-02:00|ｴｽﾜﾃｨﾆ|  |||<就任>ｽﾜｼﾞﾗﾝﾄﾞ最高支配者｢ﾇﾌﾞﾃﾞｭﾝｹﾞ｣(~1815年)､摂政｢ﾇｼｭﾏﾛ女王｣
1780年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾊﾘｺﾌ､ｳﾞｫﾛﾈｼﾞ総督｢Yevdokim Alekseyevich Shcherbinin｣(~1782年)
1780年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1786年)
1780年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ政府評議会議長｢ﾖﾙｼﾞ･ﾌｪｹﾃ･ｶﾞﾗﾝﾀｲ伯爵｣(~17830814)
1780年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの生理学者ｶﾞﾙﾊﾞｰﾆがｶｴﾙの脚の神経で動物電気を発見
1780年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ﾌｧﾗ･ﾍﾟﾝﾀﾞ･ﾃｸﾞ･ﾚﾙ｣(~1795年)
1780年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Domingo Chauri｣(~1783.2)
1780年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢James Cunninghame｣(~1782年)
1780年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾁｬﾊﾞﾝﾊﾞ総督｢ﾌｪﾘｯｸｽ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾋﾞｼﾞｬﾛﾎﾞｽ｣(~1783年)
1780年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ﾌｪｲｶﾞﾝ男爵｣(~1781年)
1780年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ暫定司令官｢Christiaan Gerard Dammers｣(⇒1784年司令官~179
  5年)
1780年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｸﾗﾋﾞﾍｰﾛが｢ﾒｷｼｺ古代史｣を刊
1780年1月1日-09:00|日本|京都府京都市|安永8年11月25日|<就任>摂政｢九条尚実｣
1780年1月1日-09:00|日本|京都府京都市|安永8年11月25日|<践祚>119代｢光格天皇｣/安永9年12月4日即位式(~18
  170322)
1780年1月8日 10:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ北西部で地震(M7.4)死者5万人(10万､20万との説もある)
1780年1月11日-09:00|日本|岩手県盛岡市|安永8年12月5日|<死去>陸奥盛岡藩10万石｢南部利雄｣(56歳)⇒翌年2
  月7日､養子｢南部利正｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年5月5日､死去)
1780年1月16日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｻｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾄﾞﾆｰ軍はｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ岬沖で小規模なｽﾍﾟ
  ｲﾝ戦隊を破った(ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ岬の月光の海戦)
1780年1月20日-09:00|日本|  ||安永8年12月14日|<死去>宮川一笑(91歳)浮世絵師
1780年1月21日-09:00|日本|群馬県高崎市|安永8年12月15日|<加増>上野高崎藩72000石｢松平輝高｣+1万石⇒8200
  0石(⇒天明元(1781)年9月25日､死去)
1780年1月21日-09:00|日本|山形県鶴岡市|安永8年12月15日|<加増>出羽松山藩2万石｢酒井忠休｣+5000石⇒25000
  石(⇒天明7(1787)年4月18日､74歳で死去)
1780年1月24日-09:00|日本|東京都|安永8年12月18日|<死去>平賀源内.大工を殺害したとして投獄され､破傷風
  のため獄死(52歳､生年享保13(1728))本草学者､蘭学者､浄瑠璃作家､発明家､画家
1780年1月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾞｰｲｸﾜｰﾄﾞ家はｲｷﾞﾘｽと攻守同盟を結んだ
1780年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｱﾝﾊﾞﾄ市近郊ｷｻﾋﾟﾝﾁｬで重税に抗議するｲﾝﾃﾞｨｵの暴動発生/各地に波及する
  勢いとなり,増税は撤回
1780年2月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽ･ﾛﾄﾞﾆｰ卿｣(2回目~1781年)
1780年2月5日-09:00|日本|  ||安永9年|<刊行>俳人松露庵烏明｢松露庵随筆｣(去年の沼田辺までの遊行を記す)
1780年2月5日-09:00|日本|北海道|安永9年|石狩などで天然痘が流行､ｱｲﾇの死者647人に及ぶ
1780年2月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･泰徳3年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Tisuntiraidapuran｣(1期目~1781年)
1780年2月12日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金尚喆｣(~17810129)
1780年2月19日-09:00|日本|香川県高松市|安永9年1月15日|高松藩の学館の造営工事落成し講道館と名付け,藩
  士を集めて大学を講義
1780年2月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ3世｣
1780年2月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ｴﾙｺﾚ3世｣(~17960507退位､ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄに征服されﾁｻﾞ
  ﾙﾋﾟｰﾅ共和国に編入~18031014死去)
1780年2月23日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ｶﾘﾌﾞﾋﾞｰ諸島内外総督代理｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｧｰｶﾞ
  ｿﾝ｣(~17840106)
1780年3月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾟﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ議会が､奴隷の漸次的解放を規定
1780年3月6日-09:00|日本|静岡県沼津市|安永9年2月|水野忠友が沼津城完成/静岡県
1780年3月7日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾄﾞ･ﾃｲｽﾄ･ﾄﾞ･ﾘﾗﾝｸｰﾙ｣(2回目
  ~4.25)
1780年3月7日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|安永9年2月2日|<死去>鍋島宗教(63歳)前肥前佐賀藩主
1780年3月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍､ｳｪｽﾄ･ﾌﾛﾘﾀﾞのﾓｰﾋﾞﾙ占領
1780年3月19日-09:00|日本|福井県あわら市|安永9年2月14日|坂井郡北金津町で火事,町家404軒など焼失
1780年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｶｰﾙ1世｣
1780年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｶｰﾙ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ｣ｶｰﾙ1世の息子
  (~18061110ｲｴﾅ･ｱｳｴﾙｼｭﾀｯﾄの戦いで戦死)
1780年3月28日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾏｸｽｳｪﾙ｣(1回目~17820508



1780迄(1631件)

  )
1780年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾈﾝﾃｨ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1780年4月5日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|安永9年3月|赤田大仏建立(長谷寺)
1780年4月5日-09:00|日本|静岡県富士宮市|安永9年3月|富士妙蓮寺客殿･表門焼失
1780年4月9日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍ﾈﾙｿﾝが白兵戦を率いてｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｶﾗｸﾞｱのﾊﾞﾙﾄﾗ島のｽﾍﾟ
  ｲﾝ砲台を占領
1780年4月9日-09:00|日本|香川県高松市|安永9年3月5日|<死去>讃岐高松藩12万石｢松平頼真｣(38歳)⇒4月27日､
  弟｢松平頼起｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年7月28日､死去)
1780年4月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙに中央民事裁判所設置
1780年4月13日-09:00|日本|福井県大野市|安永9年3月9日|大野城下大火,本家171軒など330竃焼失
1780年4月14日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾜｰﾄﾏﾝ｣
1780年4月16日-09:00|日本|  ||安永9年3月12日|<死去>中山高陽.土佐へ向かう船中で(64歳)画家､書家､漢詩人
1780年4月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ島の海戦>西ｲﾝﾄﾞ諸島沖で英国海軍がﾌﾗﾝｽ
  海軍を取り逃がす
1780年4月19日-09:00|日本|東京都江東区|安永9年3月15日|<大相撲>安永9年3月場所[江戸深川三十三間堂](~6
  日間)優勝(西関脇)谷風､6戦全勝､33連勝
1780年4月25日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾚｲﾉｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙｳﾞｪｰｳﾞ伯ｼﾞｬﾝ=ﾌﾗﾝｿﾜ｣(2回目~1
  7810728)
1780年4月25日-09:00|日本|岡山県真庭市|安永9年3月21日|<死去>美作勝山藩23000石｢三浦矩次｣(34歳)⇒義弟｢
  三浦前次｣が継ぐ(⇒文化13(1816)年4月29日､隠居)
1780年4月29日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｶﾗｸﾞｱのｻﾝﾌｱﾝ砦のｽﾍﾟｲﾝ軍がｲｷﾞﾘｽ軍に降伏
1780年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英ｴﾌﾟｿﾑ競馬場で初のﾀﾞｰﾋﾞｰｽﾃｰｸｽ開催(ｵｰｸｽの牡馬版)
1780年5月5日-09:00|日本|愛媛県大洲市|安永9年4月2日|幕府､大洲藩の申請により南神崎村･同上野分を大洲領
  とし､替地として大洲領風早郡粟井村･小浜村及び大浦村の大部分を受け取る.時大洲領摂津国武庫郡池尻村･
  南野村も天領に編入
1780年5月10日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟｲｴ｣(~12.30没)
1780年5月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ州のﾁｬｰﾙｽﾄﾝ市がﾍﾝﾘｰ･ｸﾗﾝﾄﾝ将軍とﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ将軍麾下の
  ｲｷﾞﾘｽ軍の海からの攻撃に陥落
1780年5月23日-09:00|日本|長崎県五島市|安永9年4月20日|<死去>五島盛道(70歳)前肥前福江藩主
1780年5月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾜｯｸｽﾎｰの虐殺>米ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ･ﾗﾝｶｽﾀｰで英国軍が大陸軍に完勝
1780年6月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Joseph Graf von Brigido｣(~1794.10)
1780年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでｺﾞｰﾄﾞﾝ卿の一揆がおこる
1780年6月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ憲法が批准され､奴隷の即時廃止を規定される
1780年6月17日-09:00|日本|新潟県村上市|安永9年5月15日|<死去>内藤信興(61歳)前越後村上藩主
1780年6月19日-09:00|日本|秋田県秋田市|安永9年5月17日|<死去>小田野直武(32歳)画家､秋田藩士
1780年6月21日-09:00|日本|  ||安永9年5月19日|<死去>6代森田勘弥(57歳)歌舞伎役者
1780年6月21日-09:00|日本|東京都千代田区|安永9年5月19日|幕府が､江戸城の出火に備えて詰める城番役を創
  始
1780年6月28日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督代行｢ｹﾞｵﾙｸ･ｱﾀﾞﾑ･ﾌｭﾙｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾀﾙﾍﾝﾍﾞﾙｸ｣(~11月)
1780年6月30日-09:00|日本|群馬県安中市|安永9年5月28日|<死去>上野安中藩3万石(老中)｢板倉勝清｣(75歳)⇒
  長男｢板倉勝暁｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年7月28日､死去)
1780年6月30日-09:00|日本|長野県伊那市|安永9年5月28日|<死去>内藤頼由(73歳)前信濃高遠藩主
1780年7月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾍﾞｲ｣(1回目~1781年)
1780年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾚｲｸｽが日曜学校を始める
1780年7月2日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾙｴﾀﾞｽ･ﾓﾗﾚｽ｣(
  2回目~1782年)
1780年7月2日-09:00|日本|  ||安永9年6月|<安永9年関東大水害>関東地方に大雨が降り､渡良瀬川や神流川､烏
  川などの河川が決壊､武蔵､上総､下総､上野､下野､常陸など､相模､安房(房総半島南部)を除く､ほぼ関東一円が
  大洪水となり耕地は壊滅､家屋も多く流され江戸では両国橋などが破損
1780年7月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｫﾝ･ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ｣
1780年7月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾘｱ･ｸﾘｽﾃｨｰﾅ･ﾌｫﾝ･ｴｽﾀｰﾗｲﾋ&ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｶｼﾞ
  ﾐｰﾙ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ=ﾃｼｪﾝ｣(~1793年)
1780年7月4日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ､ﾃﾞﾝﾏｰｸが､ﾛｼｱ､ｵﾗﾝﾀﾞとともに第1次武装中立同
  盟を結ぶ
1780年7月6日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官代行｢ﾄﾏｽ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ ｱｾﾍﾞﾄﾞ･ｵﾙﾀﾞｽ｣(1回目~12.10)
1780年7月12日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢James Cunninghame｣(~1782061
  9)
1780年7月21日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｼﾞｬｳﾚｷﾞ･ｲ･ｱﾙﾃﾞｺｱ｣(~17840406没)
1780年7月23日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾌｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾊﾞﾃﾞｨｰｼﾞｬ･ｲ･ｸﾞﾗﾃﾞｨ｣(2回
  目~17810128)
1780年7月25日-09:00|日本|佐賀県小城市|安永9年6月24日|<死去>鍋島直員(55歳)前肥前小城藩主
1780年8月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌｻｲﾝ･ﾊｰﾝ｣
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1780年8月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ｶｰﾃﾞｨｰﾙ･ﾊｰﾝ｣(~17831221死去)
1780年8月1日-09:00|日本|北海道|安永9年7月|蝦夷で疱瘡が流行/647人死亡
1780年8月6日-09:00|日本|東京都千代田区|安永9年7月6日|<昇格>老中格｢阿部正允｣→老中(~安永9年11月24日)
1780年8月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｱﾒﾘｶ独立戦争:ｷｬﾑﾃﾞﾝの戦い>南部戦線ｻｳｽ･ｶﾛﾗｲﾅのｶﾑﾃﾞﾝで英国軍ｺｰﾝｳ
  ｫﾘｽ将軍が大陸軍ｹﾞｰﾂに完勝
1780年8月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Antonio Manso｣(~1782年)
1780年8月24日-09:00|日本|大分県中津市|安永9年7月24日|<死去>豊前中津藩10万石｢奥平昌鹿｣(37歳)⇒長男｢
  奥平昌男｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年3月21日､死去)
1780年8月30日-09:00|日本|  ||安永9年8月|<刊行>秋里籬島作･竹原春潮斎画｢都名所図会｣/ﾍﾞｽﾄｾﾗｰとなる
1780年9月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Reinier de Klerk｣
1780年9月2日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Willem Arnold Alting｣(~17960816)
1780年9月4日-09:00|日本|京都府福知山市|安永9年8月6日|<交替>丹波福知山藩32000石｢朽木綱貞｣隠居⇒22日､
  養子｢朽木舖綱｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年9月19日､死去)
1780年9月4日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|安永9年8月6日|<交替>播磨赤穂藩2万石｢森忠興｣隠居⇒弟｢森忠賛｣が
  継ぐ(⇒享和元(1801)年5月23日､隠居)
1780年9月10日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾞﾙｰﾚ｣
1780年9月10日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾞﾙｰﾚ｣(~17811216
  )
1780年9月11日-09:00|日本|京都府綾部市|安永9年8月13日|<死去>丹波山家藩1万石｢谷衛秀｣(52歳)⇒次男｢谷衛
  量｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年9月21日､死去)
1780年9月18日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾕｱﾝ･ﾄﾞ･ｶﾞﾙｼｱ･ｲ･ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ｣(~17830523)
1780年9月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｾｼﾙ｣
1780年9月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｾｼﾙ｣先代の息子(⇒17890818ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯~18
  230613)
1780年9月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1780年9月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~18340929死去)1787年までﾖｰｾﾞﾌ･ﾌﾘｰ
  ﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝが摂政を務めた
1780年9月25日-09:00|日本|徳島県|安永9年8月27日|<死去>蜂須賀宗鎮(60歳)元阿波徳島藩主
1780年9月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永9年8月28日|幕府が大坂に鉄座､真鍮座を設置
1780年9月28日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永9年9月|｢野崎村｣初演浄瑠璃､竹本座
1780年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺｽﾀﾝﾃｨｰﾉ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾘｳﾞｨｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1780年10月1日-09:00|日本|新潟県新発田市|安永9年9月4日|<死去>溝口直温(65歳)前越後新発田藩主
1780年10月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｷﾝｸﾞｽﾏｳﾝﾃﾝの戦い>米ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅで愛国者軍民兵が英王党派軍民兵に勝
  利
1780年10月10日 05:00|ｶﾘﾌﾞ海|  |||ｸﾞﾚｰﾄﾊﾘｹｰﾝがﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ海通過.ｶﾘﾌﾞ海諸島で死者約2万人/史上最悪のﾊﾘｹｰﾝ
1780年10月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永9年9月25日|<死去>初代三枡大五郎(63歳)歌舞伎役者
1780年10月24日-09:00|日本|大阪府松原市|安永9年9月27日|<死去>河内丹南藩1万石｢高木正弼｣(40歳)⇒11月24
  日､婿養子｢高木正直｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年5月26日､死去)
1780年10月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|安永9年9月28日|<初演>近松半二,人形浄瑠璃｢新版歌祭文｣竹本座
1780年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊｲﾀﾞﾙ軍が東ｲﾝﾄﾞ会社軍を破り､ｶﾙﾅｰﾀｶ地方を奪還
1780年11月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ｶｼﾐｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾟﾘﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ=ﾃｯｼｪﾝ｣､｢ﾏﾘｰ･ｸﾘｽﾃｨ
  ｰﾇ･ﾖﾊﾝﾅ･ﾖｰｾﾞﾌｧ･ｱﾝﾄﾆｱ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｷﾞﾝ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(1回目~1787年6月)
1780年11月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｶｰﾝ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｱｻﾄﾞｩｯﾗｰ･ｶｰﾝ｣(~1784年4月没)
1780年11月3日-09:00|日本|山形県新庄市|安永9年10月7日|<死去>出羽新庄藩68200石｢戸沢正産｣(23歳)⇒12月7
  日､弟｢戸沢正良｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年8月16日､死去)
1780年11月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国首席大臣ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰはｲｷﾞﾘｽの領土であったｱﾙｺｯﾄを占領
1780年11月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰでﾂﾊﾟｸ･ｱﾏﾙ(ｲﾝｶ皇孫)による反乱(~17810406)
1780年11月4日-09:00|日本|三重県三重郡菰野町|安永9年10月8日|<交替>伊勢菰野藩11000石｢土方雄年｣隠居⇒
  養子｢土方雄貞｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年11月4日､死去)
1780年11月8日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍のｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｶﾗｸﾞｱへの遠征中断､ｽﾍﾟｲﾝ軍がｻﾝﾌｱﾝ砦を再
  占領/遠征全体で､ｲｷﾞﾘｽ軍は2,500名以上の者を死なせた
1780年11月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾄｩﾊﾟﾏﾙ軍,ｷｽﾋﾟｶﾝﾁ郡に侵入,ｷｷﾊﾅを占領
1780年11月15日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱｲﾄﾞｽﾘ･ｶﾗ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17850513)
1780年11月15日-09:00|日本|東京都港区|安永9年10月19日|<大相撲>安永9年10月場所[江戸芝神明宮](~10日間)
  優勝(東関脇)鷲ヶ濱,9勝1敗/谷風は西関脇で8勝0敗2預､41連勝
1780年11月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾄｩﾊﾟﾏﾙ討伐のため進攻したｶﾌﾞﾚﾗの指揮するｸｽｺ軍,ｻﾝｶﾞﾗﾗｰで6千名のﾄ
  ｩﾊﾟｸ･ｱﾏﾙ軍に包囲され6百名が全滅.ｽﾍﾟｲﾝ側の死者は576名に達する
1780年11月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||対英武装中立同盟加盟国のｵﾗﾝﾀﾞにｲｷﾞﾘｽが宣戦布告(第4次英蘭戦争~
  1984.5.20)
1780年11月20日-09:00|日本|千葉県富津市|安永9年10月24日|<死去>上総佐貫藩16000石｢阿部正賀｣(35歳)⇒養
  子｢阿部正実｣が継ぐ(⇒寛政4(1793)年11月20日､隠居)
1780年11月20日-09:00|日本|東京都江東区|安永9年10月24日|江戸深川に無宿養育所設置
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1780年11月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｲﾀﾘｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ大公
  ｢ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱ女帝｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏﾘｱ2世ﾃﾚｻ｣兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ女王･ﾎﾞﾍﾐｱ女王｢ﾏｰﾘｱ･ﾃﾚｰｼﾞｱ｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾏﾘｰ･ﾃﾚｰ
  ｽﾞ｣兼ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ｴﾉｰ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾏﾘｰ2世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾏﾘｱ2世ﾃﾚｻ｣天然痘で/63歳(誕生17170513)
1780年11月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾖｰｼﾞ
  ｪﾌ2世｣兼ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ｸﾛｱﾁｱ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾖｾﾞﾌ2世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ｱﾙﾄﾜ伯｢ｼﾞｮｾﾞﾌ｣兼ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ｴﾉｰ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢
  ｼﾞｮｾﾞﾌ1世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖｰｾﾞﾌ｣神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾖｰｾﾞﾌ2世.ﾏｰﾘｱ･ﾃﾚｰｼﾞｱの長男(~17900220死去48歳)
1780年12月 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾄｩﾊﾟﾏﾙ軍,ｷｽﾋﾟｶﾝﾁ郡に侵入,ｷｷﾊﾅを占領
1780年12月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国枢密院議長代行｢ｵｰｳﾞｪ･ﾍｰｸﾞ=ｸﾞﾙﾄﾞﾍﾞﾙｸ｣(~17840614)
1780年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾏﾘｰ2世｣
1780年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼﾞｮｾﾞﾌ1世｣(~17900220死去)
1780年12月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ｲｪﾝｽ･ｱﾄﾞﾙﾌ･ｷｴｹﾞ｣(~17880421)
1780年12月2日-09:00|日本|秋田県秋田市|安永9年11月7日|<交替>久保田新田藩(2)2万石｢佐竹義忠｣隠居⇒養子
  ｢佐竹義祇｣が継ぐ(⇒寛政5(1793)年9月19日､死去)
1780年12月5日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ﾌｨﾘﾍﾞｰﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾙｰｾﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾗﾝｼｭﾗﾝﾄﾞ｣
  (~1781年5月)
1780年12月10日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢ｱﾝﾌﾞﾛｼﾞｵ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾅﾋﾞﾃﾞｽ･ﾒﾃﾞｨﾅ･ﾘﾆｬﾝ･ｲ･ﾄｰﾚｽ｣(~178
  70427死去)
1780年12月11日-09:00|日本|  ||安永9年11月16日|<死去>三浦樗良(52歳)俳人
1780年12月11日-09:00|日本|福井県勝山市|安永9年11月16日|<交替>越前勝山藩22000石｢小笠原信房｣隠居⇒長
  男｢小笠原長教｣が継ぐ(⇒寛政11(1799)年3月10日､死去)
1780年12月19日-09:00|日本|埼玉県行田市|安永9年11月24日|<死去>武蔵忍藩10万石(老中)｢阿部正允｣(65歳)⇒
  12月27日､従弟｢阿部正敏｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年4月2日､死去)
1780年12月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｶｰﾗｲﾙ伯爵ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17820414)
1780年12月24日-09:00|日本|愛知県田原市|安永9年11月29日|<交替>三河田原藩12000石｢三宅康之｣隠居⇒三男｢
  三宅康武｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年9月12日､死去)
1780年12月28日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾄｩﾊﾟﾏﾙ,ｸｽｺから1ｷﾛのﾋﾟﾁｪ山を確保
1780年12月30日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾌｫﾙｸﾏｰﾙ｣(~17840312没)


